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準備 


まを上のごを意 


•を全にお使いいただくために、必ずお守りください。 

♦ご使用の前にこの r 安全上のごま意 J をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 


この取扱説明書および製品への表示は、製品をを全に 
正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や 
財産への損害を未然に防止ずるために、いろいろな給 
表示をしていまず。その表示と意味は;欠のよラになつ 
ていまず。 

内客をよく理解してか5本夕をお読みください。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が 
死こまたは重傷を負ラ可能性び想定されるの客を示し 
ていまず。 


A ミ主意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が 
損害を負ラ可能性び想定されるの客および物的損害の 
みの発生が想定されるの客を示していまず。 


給表示の例 


A A 記号はま意詹告を含む）しなければな目 
ない巧客であることを示していまず。 

図の中に具体的なま意巧客(左図の場合は感 
電ま意)が描かれていまず。 



0記号は禁止(やってはいけないこと）を示 
しています。 

図の中や近くに具体的な禁止内容(左図の場 
合は分解禁止)が描かれていまず。 


を 


参記号は巧動を強制したり指示ずる内容を 
示していまず。 

図の中に具体的な指示巧客(左図の場合は電 
源プラグをコンセントか5巧け)が描かれて 


います。 
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A 警告 


具常時の処置 


を 


♦ 万一煙げ出ている、変なにおいや音びする 
などの異南状態のまま使用すると火災•感 
電の原因とな0ます。すぐに機器本体の電 
源スイッチを切り、必ず電源プラグをコン 
セントか5抜いてください。煙び出なくな 
るのを確認して販売店に修理をご依頼く 
ださい。お客様による修理は危険ですか5 
絶対おやめ < ださし、。 


を 


万一内部に水や異物等び入った場含は、ま 
ず機器本体の電源スイッチを切り、電源プ 
ラグをコンセントか5巧いて販売店にご 
連絡ください。そのまま使用すると火災- 
感電の原因とな0ます。 


を 


• 万一本機を落としたり、カバーを破損した 
場合は、機器本体の電源スイツチを切り、 
電源プラグをコンセントか5抜いて販売 
店にご連絡ください。そのまま使用すると 
火災•感電の原因となります。 


設置 


を 


• 電源プラグの刃および刃の付おにほこ0 
や金属物び付着している場合は、電源プラ 
グを抜いてか5乾いた巧で取0除いてく 
ださい。そのまま使用すると火災•感電の 
原因となります。 


0 


電源コードの上に重いわのをのせたり、 
コードび本機の下敷きにな5ないように 
してください。また、電源コードび引っ張 
られないよラにしてくださし、。コードび傷 
ついて、火災•感電の原因とな0ます。コー 
ドの上を敷物などで覆ラことにより、それ 
に気付かず、重い物をのせてしまうことび 
お0ます。 


0 


♦ 放熱をよくするため他の機器、壁等から間 
隔をと0、またラックに入れる時はすさ間 
をあけてください。また、次のよラな使い 
方で通風孔をふさびないでください。内部 
に熱びこち D 、 火災の原因となることびあ 
ります。 

-►あおむけや横倒し、逆さまにする。 

一押し入れなど、風通しの悪い狭いところ 
に押し込む。 

-►じゅラたんやふとんの上に置く。 
テーブルク□スなどをかける。 


Q 


♦ 着脱式の電源コード(インレツトタイプ） 
が付属している場合のごま意： 

付属の電源コードはこの機器のみで使用 
することを目的とした専用部品です。他の 
電気製品ではご使用になれません。他の電 
気製品で使用した場含、発熱により火災 • 
感電の原因となることがあります。また電 
源コードは本製品に付属のちの政外は使 
用しないでください。他の電源コードを使 
用した場合、この機器の本来の性能び出な 
いことや、電流容量不足による発熱か5火 
災•感電の原因となることがあ0ます。 










準備 


使用篇境 



この機器に水げ入ったり、城5さないよラ 
にごを意ください。火災•感電の原因とな 
ります。雨天、降雪中、海岸、水辺での使巧 
は特にごま意ください。 



風呂場•シャワー室等では使用しないでく 
ださい。火災•感電の原因となります。 


0 


♦ 本機の通風孔などか5、内部に金属類や燃 
えやすいものなどを差し込んだり、落とし 
込んだりしないで<ださい。火災•感電の 
原因とな0ます。特にお子様のいるご家庭 
ではご注意 < ださし、。 



本機のカノ (一を外したり、改造した0しない 
でください。内部には電圧の高い部分びあ 
り、火災•感電の原因とな0ます。内部の点 
検•整備•修理は販売店にご依頼ください。 


0 


表示された電源電圧（交流1日0ボルト 
已日 Hz/60 Hz) じ(外の電圧で使用しない 
でください。火災•感電の原因となります。 


0 


この機器を使用でさるのは曰本国巧のみで 
す。船舶などの直流 (D C) 電源には接続し 
ないでください。火災の原因となります。 


使用方法 


0 


電源]-ドを傷つけたり、加工したり、無理 
に脚ザたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱 
した0しないでください。 コー ドび破損して 
火災•感電の原因とな0ます。 コー ドび傷ん 
だ5 ( お線の露出、断線など)、販売店に交換 
をご依頼ください。 


盛 

指のケガにま* 


雷び鳴り出した5アンテナ線や電源プラグ 
口ま触れないでください。感電の原因となり 
ます。 



本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧 
品、薬品や水などの入った容器またはルさ 
な金属物を置かないで < ださい。こぼれた 
り、中に入った場含、火災•感電の原因とな 
ります。 



城れた手で(電源)プラグを抜を差ししな 
いでください。感電の原因となることがあ 
ります。 


Q 


製品に付属の電源]ンセントには、そのパネ 
J レおよび取扱説明菌こ表示された容量を超 
える消費電力を持つ電気機器を接続しない 
でくださし''。火災の原因となります。 
電熱器具、ヘアードライヤー、電磁調理器な 
どは接続しないでください。また表示してあ 
る電力 L 处内であつてち、霞原を入れた時に大 
電流の流れる機器などは接続しないでくだ 
さい。 


A 注意 


設置 



電源プラグはコンセントに根元まで確実 
に差し込んでください。差し込みび不完全 
ですと発熱した0、ほこりび付着して火災 
の原因となることびあります。また、電源 
プラグの刃に触れると感電することがあ 
0ます。 


A 


キャスター付きの場をにはキャスター止 
めをしてください。動いたり、倒れたりし 
てけびの原因となることがあ0ます。 


A 


テレビ、オーディオ機器、スピーカー等に 
機器を接続する場合は、それぞれの機器の 
取扱説明書をよ < 読み、電源を切り、説明 
に従って接続してください。また、接続は 
指定のコードを使用して < ださし、。 


0 


電源プラグは、根元まで差し込んでもゆる 
みげあるコンセントに接続しないでくだ 
さい。発熱して火災の原因となることがあ 
0ます。販売店や電気工事店にコンセント 
の交換を依頼してください。 


0 


ぐ5ついた台の上や傾いたところなど不 
安定な場所に置かないでください。落ちた 
0、倒れたりしてけがの原因となることげ 
あります。 


Q 


本機を調理台や加湿器のそばなど油煙、湿 
気あるいはほこりのをい場所に置かない 
でください。火災•感電の原因となること 
びおじます。 


A 


電源を入れる前には音量を最ルにしてく 
ださい。突然大をな音び出て聴力障害など 
の原因となることびあ0ます。 


0 


本機の上に重いものや外枠からはみ出る 
ような大きなものを置かないでください。 
バランスび < ずれて倒れた0、落下してけ 
びの原因となることがあ0ます。 


Q 


本機の上にテレビを置かないでくださし、。 
放熱や通風び妨げ5れて、火災や故障の原 
因となることびあります。(取扱説明書でテ 
レビの設置を認めている機器は除さます。） 
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準備 


具常時の処置 


0 


電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ 
張らないでください。コードび傷つを火 
災•感電の原因となることがあ0ます。必 
ずプラグを持って巧いて < ださし、。 


0 


電源コードを熱器具におづけないで<だ 
さい。]-ドの被ふくび溶けて、火災‘感電 
の原因となることびあります。 


を 


移動させる場含は、電源スイッチを切り必 
ず電源プラグをコンセントから抜さ、外部 
の接続コードをがしてから、行ってくださ 
い。コードび傷つき乂災•感電の原因とな 
ることびあ0ます。 


瓜 


お子様びカセツトテープ、ディスク挿入 □ 
に、手を入れないよラにごま意ください。 
けがの原因になることびあります。 


A 


へッドホンをご使用になる時は、音量を上 
げすざないようにごま意ください。耳を刺 
激するよラな大をな音量で長時間続けて 
聞くと、聴力に悪い影響を与えることがあ 
ります。 


を 


旅行などで長期間、ご使用にな5ない時は 
ま全のため必ず電源プラグをコンセント 
か5巧いて < ださい。 


電池 


Q 


• 本機の上にテレビやオーディオ機器を載 
せたまま移動しないでください。倒れた 
り、落下してけがの原因となることびあり 
ます。重い場含は、持ち運びは2人];(上で 
行ってください。 


0 


♦ 指定政がの電池は使巧しないで<ださい。 
また、新しい電池と古い電池を混ぜて使用 
しないでください。電池の破裂、液もれに 
よ0、火災•けがや周囲を巧損する原因と 
なることびあります。 


A 


♦ アンテナエ事には技術と経験が必要です 
ので、販売店にご相談ください。 

送配電線か5離れた場所に設置してくだ 
さい。アンテナび倒れた場合、感電の原因 
となることがあ0ます。 

一 巨 S , C S 放送受信用アンテナは強風の影 
響を受けやすいので、堅固に取0つけてく 
ださし、。 


0 


♦ 窓を閉め切った自動車の中や直射日光び 
当たる場所など異常に温度び高くなる場 
所に放置しないでください。火災の原因と 
なることびあります。 


A 


電池を機器巧に挿入する場合、極性表示(プ 
ラス (+) マイナス(一 ) の向さ）にま意し、表 
示どお0に入れてください。間違えると電 
池の破裂、液ちれによ0、火災 • けびや周囲 
を'汚損する原因となることびあります。 



♦ 長時間使用しない時は、電池を取り出して 
おいてください。電池から液びちれて乂災、 
けび、周囲をミち損する原因となることびあ 
ります。ちし液びもれた場合は、電池ケース 
についた液をよく拭き取ってか5新しし谭 
池を入れてください。また万一、ちれた液び 
身体についた時は、水でよく洗い流してく 
ださい。 


馆巧方を 


0 


ディスクを使用する機器の場合、ひび割 
れ、変形、または接着剤などで補修した 
デイスクは使用しないでください。デイス 
クは機器巧で高速回転しますので、飛び 
散ってけがの原因となることげあります。 


Q 


♦ レーヴーを使用している機器では、レー 
ヴー光源をのぞきこまないでください。 
レーヴー光び目に当たると視力障害を起 
こすことげあります。 


0 


長時間音び歪んだ状態で使わないで < だ 
さい。スピーカーび発熱し、火災の原因と 
なることびあります。 


Q * 本機に乗ったり、ぶら下びったりしないで 
ください。特にお子様はごを意ください。 
倒れた0、こわれたりしてけがの原因にな 
ることがあ0ます。 


0 


電池は加熱したり分解した D 、乂や水の中 
にし'!れないでください。電池の破裂、液もれ 
により、乂災、けがの原因となることびあり 
ます。 


保守•点検 


A 


日年に一度く 5いは内部の掃除を P 及売店な 
どにご相談ください。内部にほこ0びた 
まったまま、長い間掃除をしないと火災や 
故障の原因となることがあ0ます。特に湿 
気のをくなる梅雨期の前に巧ラとより効果 
的です。なお掃除費用については販売店な 
どにご相談ください。 


を 


お手入れの際は安全のために電源プラグを 
コンセントか6抜いて行ってくださしん 
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準備 



付属品を確認する 



U モコン 




単3お乾電池 (2 本） 
(IEC R6P) 


セツトアップ用マイク 
(5 m) 


電源コード 


I 繁 ^^^^^ ^ 111111 ^ 司 


iPod ケーブル 


保証書 

取扱説明書(本書） 


にごいて 


A « 放熱のため本機の上に物を置いたり、布 

_ やシートなどを被せた状態でのご使用は 

警告絶対におやめください。異常発熱により 
故障の原因となる場合があります。 

. ラックなどに設置する場をは、上部に 
20 cm 似上空間をあけてください。 



リモコンに電池を入れる 



• 新しい乾電池と一度使用した乾電池を湿ぜて使用しないでください。 

• 乾電池のプラスとマイナスの向さを電池ケースの表示どおりに正し<入れてください。 

. 乾電池には同じ形状でち電圧の異なるちのがあります。種類の違う乾電池を湿だて使用しないでください。 

• 長い間 （1 力月じし b ) U モコンを使用しないとさは、電池の液漏れを防ぐため、乾電池を取り出してください。 

液漏れを起こしたとさは、ケース内についた液をよくおさ取ってか6新しい乾電池を入れてください。 

. 不要となった電池を廃棄する場创ま、各地ち自治体の指示炼例）に従って処理してください。 


. U モコンの操作範囲が極端に狭くなってをたら、電池を交換してください。 

• 電池を交換ずる際は、なるべく已分!;!のに行ってください。それ ULL では、リモコンの設定が解除される可能性があります。再度 U モ 
コンの設定を行ラ場合は、 r 他機器を操作するための U モコン設定をする」をご覧ください (84 ページ)。 
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スピーカーの接続 . 

スピーカーインピーダンスの切0換え..., 
映憬機器の接続について 

(パイオニアビデオコンバーター) . 

TV (モニター)の接続 . 

□ VD プレーヤーの接続 . 

□ VD レコーダーやビデオデッキの接続 ...... 

前面端子を使った接続 . 

地上デジタル/衛星チューナーの接続 ........ 

映像信号のコンポーネント/04ビデオ接続 

アナ□グ音声機器の接続 . 

プ U アウトを使ったパワーアンプの接続 

デジタル音声機器の接続 . 

電源コードの接続 . 


フ□ントパネル . 

フ□ントノてネルディスプレイ ....... 

リモートコント□-ル . 

アンプコント□ール部 . 

テレビ/他機器コント□-ル部 
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音声入力信号の切り換え . 35 
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設定する0」スニング環境を測定して最適な設定 
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再生する （ DVD のサラウンド再生） . 16 
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設置について . 已 

リモコンに電池を入れる . 已 
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映像信号を切り換えて再生する 

(ビデオセレクト機能） . 已4 
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MCACC MEM 日 R 丫のデータ管理をする 

〜 Data Mana 畳 ement 〜 . 71 

設定データを確認する （MCACC Data Check ) ....71 

設定データをコピーする （MCACC Data C 叩 y ) .. 72 
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困ったと宝 


故障かな？と思った5 . 

音に ついて . 

サブウーファーの接続/再生について.. 

映像について . 

操作について . 

インジケーター/表示について . 

MCACC (音場補正）について . 

EQ 補正後の残響特性表示に関する疑問 
HDM 胺続/再生について 

US 目 再生について . 

エラー方ッセージについて. 

保証と アフターサービス ........ 

サービスステーションリスト... 

さ < いん . 


他機器を操作するための U モコン設定をする . 84 

他機器の U モコン信号を本機のリモコンに 

呼び出す（プリセットコード設定） . 84 

リモコンで他機器を操作する . 85 

巧をなボタンに他機器の操作を記憶させる 

(学習モード） . 86 

リモコンの登録操作の解除と設定全解除 . 87 

マルチコント□ールボタンの入力切換を解除する 

(ダイレクト フアン クシ ヨン） . 87 

U モコンに表示される入力名を変更する 


〜リネーム機能- 


88 


スピーカーの 応用接続. 


. 89 

フ□ントスピーカーを高品位接続する 

〜バイアンプ接続〜 . 89 

別の部屋でのステレオ再生巧スピーカーを接続する 
〜セカンドゾーン接続〜 . 


. 89 

他のノ（イオニア製品をつないで 

集中コント□ールする . 90 

パイオニアのプラズマディスプレイと連動操作する……91 

プラズマディスプレイとの接続 . 91 

連動モードを設定する （ SR + Setup ) . 92 

プラズマディスプレイの入力連動設定 

〜 PDP In ( SR +) 〜 . 93 

連動モードを実行する . 93 

U モコンの他機器連動機能を使いこなす . 94 

連動操作を設定する . 9己 

連動操作を実行する . 9己 
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スピーカーの配置について . 96 

デジタル音声フォーマットについて . 97 
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仕様 . 106 


設定データの名刖を変更する {Memory Rename ).. 

設定データを消まする (Memory Clear ). 

スピーカーやサブウーファーの音を調整する 

〜 Manual SP Setup 〜 . 

スピーカー接続と低音再生能力を設定する 

(Speaker Setting ). 

テストトーンを聞いて出カレベルを調整する 

(Channel Level ). 

スピーカーまでの距離を調整する 

(Speaker Distance ). 

超低域音声のピークレベルを調整する 

(Bass Peak Level ). 

広い部屋での高音域を抑制する ( X - Curve ) ........ 

サラウンドバックスピーカー間の距離を設定する 

(THX Audio Setting ;. 

U アパネル端子に入力した音声/ 

映像信号を設定する〜 I 叩 ut Setup 〜 . 

ディスプレイに表示される入力名を変更する . 

その他の機器の設定をする 〜 Other Set 叩〜 ...... 

システムセットアップ画面の位置を調整する . 
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高音質-多機能な本機 VSA - AX 1 AV のまな特長をまとめました。「本書の掲載ページ」に進むと、それぞれの機能や操 
作を楽しんでいただけます。 

本書の掲載ページ 

が Advanced MCACC を搭載 

聴感のみでは正確な調整が難しいマルチチャンネル 
の音場設定を自動化しました。音場を正確に測定 
し、チャンネル間の空間情報の歪みを補正します。 1— ^ 

この新型タイプは、一般家庭に起さやすい定在波の 
制御や、補正前後の特性をグラフ表示することなど 
ち巧能です。 

原音追求のため、実際の製作現場で行われる高精度 
な調整技術を研究し、家庭用に改良したをのです。 


P .12 

「 U スニング環境を測定して最適な 
設定をする 〜 Auto MCACC 〜」 

P .66 

「部屋の残響特性の測定と残響を考 
慮した補正 （EQ Professional)J 


2 ) PHASE CONTROL 機能 

ソースからスピーカーまでの信号伝送経路によって 
生じていた低域の位相とタイ S ングのズレを補正 \—^ 
し、原音に忠実な力強いサウンドを実現します。 


R 41 

「位相を含わせて音の打ち消し合い 
を防ぐ （PHASE CONTROL )」 


3) 新開発ヴウンドレトリバー機能 

心 MP 3 などの圧縮音声が圧縮処理される際に削除され 
てしまった部分を DSP 処理によって補し、音の密度 
感、抑揚感を向上させて巧生します。 



P .43 

「圧縮音青を聴さ取りやすくする 
(サウンドレトリバー)」 


4i thx selects の認証を取得 

幸 厳しい規格基準をク U ァして 「THX SELECT 2」 規格 
の認証を受けています。 THX 認定映画館と同等の巧 


生環境をホームシアターで実現するためのさまざま 


な機能び搭載されています。 



P .97 

r デジタル音声フオーマツトについて」 


巧^を彩な接続端子 

W • iPod に収録した音楽ち楽しめる、 iPod 専用端テ 
-映像と音声をデジタル伝送できる HDMI 端テ 
- US 目 X モ U —に記録されている音楽データを再生 
できる USB 端テ 



P .47 

RPod をつないで再生する」 

P .49 

「 HDMI 伝送で高品位な音声と映像 
を再生する」 

R 50 

rus 目^モ U —の再生」 


6 ) その他の主な特長 

心 •あらゆるデジタル音声フォーマットに对応 P .97 

• パイオニアビデオコンバーターを搭載 | r~N 「デジタル音青フォーマットについて」 

-新デヴィン多機能 LCD U モコンを付属 ~レ/ P .26 

-省エネル半一設計(待機時日.目己 W ) 「映像機器の接続について」 
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まずはほつてみましよう 


本章「ホームシアター入門」をご覧いただくだけで、簡単にマルチチヤンネル再生を楽しむことがでさます。 

f 

スブッブ 接続する . 「テレビ/ DVD プレーヤーとの接続」 r スピーカーとの接続」 

設定する . n 」 ス ニン グ環境を測定して最適な設定をする 〜 Aut 曰 MCACC 〜」 

スブが 3 再生する .「 DVD のサラウンド再生」 

V 

7ルチチヤンネルサラウンド再生とは 


ドルビーデジタルは DVD の標準音声 フォーマツ トであるため、単に「已 .1 ch サラウンド」と記載されている場合は、 q 

「ドルビーデジタル (5. 1 ch )」 であることを示します。 


3本じ(上のスピ-•カーで多チャンネル再生することを指します。音場の立体感や移動感び増し、迫力ある臨場感び期待でき 
ます。 

©ドルビーデジタルまたは DTS サラウンドなどのマルチ ch ソフトを再生ずる場合 

マルチ ch ソフト（已 .1 ch 収録が一般的）には各チャンネルに独立した音声び収録されているため、忠実な己.] ch 再生 
でち十分な立体感び得5れますび、色々なモードとの組み含わせによ0、最大7.] ch での臨場感あふれる再生ち可能 
です。この再生をするにはデジタル接続び必要です。 

② CD またはドルビーヴラウンドなどの2 ch (ステレオ）ソフトを再生ずる場合 

ソフトび2 ch 収録の場合でわ、ドルビープ□□ジック llx や Neo : 目技術などを施すことで、最大 7.1 ch での再生び可能 
です。ソフトの内容やお好みにマッチしたモードを見つけることち、ホームシアターの醒酬巧です。 

( 1分の頭上を飛行機び飛んでい') 

<よラな音の移動や立体感を楽 

_ ,しめよ9 〇 メ 


爆発音などの低音を出力します。 


、〇センター 
^スピーカー(む 


低音ち用なので、0.1チヤ'\ 
、ンネルと呼ばれています 。 ) 




フ□ント 

夕1 スピーカーち ( R ) 

ンヮ-ド 「 
サブウーファー ( SW ) 


フ□ント 
スピーカー左 ( L ) 


セ U フは主にセンタースピーカーから 
再生されます 


サラウンド 
スピーカーを ( SL ) 


常にすベてのスピーカーから音び出ているとは 
限りません。 



サラウンドバック \ 
スピーカー左 ( SBL ) 



N サラウンド 
ろピーカーち ( SR ) 


J サラウンドパック 
スピーカーち ( SBR ) 


DVD ソフトの音声記録ち式(フォーマツト)を知るには？- 

多くの DVD ソフトでは、パツケージ廈面)に政下のように表示されています。1枚のディスクに 
2〜3種類の音声が収録されていることがをく、聴<音声を選ぶことがでさます。 


風) 1.英語（己.1 ch サラウンド） 

2. 日本語（ドルビーサラウンド） 

3. 英語 （ DTS 己.1 ch サラウンド） 


□□ [□日 LBY I 
DIGITAL 

I 非 11 DOLBY surround] 


収録音声数 


記録ち式 


音声記録方式(フォーマット） 


ホームシアター乂 P 3 















まずはほつてみましよう 


スブップ1巧続する 


機器の接続を行う場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントか日巧いてください。 


テレビ / DVD プレーヤーとのち続 


ドルビーデジタル PP 熙^や DTS 監奇といったマルチチャンネル音声の再生にはデジタル接続が必要です。 

接続の前に、別売りのビデオコード吕本、同卽ケープル(または光ファイバーケープル ）1 本をご用意くだをい。 

同軸ケーブルにはビデオコードが代用でさます。 

光ファイバーケーブルで接続した場合は設定の変更が必要となります。詳しくは r 入力の設定〜 I 叩 ut Setup 〜」 
(一 8] ページ)をご覧ください。 


光ファイバーケーブル I 


どちらか一方で接続 

-\ 

—デジタル出カ ー>| \ 

，巧 同軸ケーブル（推奨) 

^霞が , V 


DVD プレーヤー 



<1 f を ビデ。-ド 


IKS ■■.古 

1ド■一口 

脚占齡漏 1 







I ®)## 

im # 


VSA-AXl AV 


ビデオコード 


■同卽ケーブル/光ファイバーケーブル 

-急な角度に巧り巧げないでください。保管 
するとさは、直径び]已 cml ； LL になるよラ 
にして < ださい。 

-接続の隙は端テの向きを合わせてしっかり 
契まで差し込んでください。誤った向さで 
む0や0挿入すると、端テが変形し、ケー 
ブルを巧いてもシャッターび閉ま5なくな 
ることびあります。 


光ファイバーケーブル 



同軸ケーブル 


■ビデオコード 

一般的な映像用コードで、 
コンポジットフオーマット 
の映像信号を伝ちします。 


ビデオコード 


グ 
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まずはほつてみましよう 


スピーカーとの 接続 _ 

7本のスピーカーとサブウーファーをつないだ例です。「ステップ2設定する」を行5ことで、サラウンドバックやセ 
ンタースピーカーびない場合でもお持ちのスピーカーに応じたサラウンドサウンドび楽しめます。 

接続には、市販のスピーカーコードとオーディオコードをご使用くださし、。 

すべての接続び終了した 



センター(の サラウンドルック 

ち ( SBR )/ 左 ( SBL ) 


ホ 

I 

ム 

シ 

ア 

夕 

I 

入 

巧 


サラウンドバックスピーカーを1本のみ接続ずるときは L ( Single ) 
端モ側に接続してください。 





インピーダンスび日 n 〜1巨 n のスピーカーをご使用ください。 

日 n じ(上8 n 未満のスピーカーをご使用になるときは r スピーカーインピーダンスの切り換え」（一 
2己ページ)を行ってください。 

スピーカーと本機の +/- を合わせて正しく接続してください。 

スピーカーコードを接続するときは、お線をしっかりねじり、スピーカー端テか日はみ出してい 
ないことを確認してください。お線び I 」アノ f ネルに接触したり、 +/- び接触するとな護回路び 
働いて電源びスタンバイ状態になることびあります。 
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まずはほつてみましよう 

スブッブ g 設定する 


リスニング居境を測定して最適な設定をする〜 A 山0 MCACC 〜 


本機のオートセットアップでは従来のマニュアル調整では難し 
かったさまざまな設定を、自動で高精度に測定、設定することが 
でさます。スピーカーから出力されるテスト!-ーンを付属のセッ 
トアップ用マイクで測定し、解析します。測定項目と全体の流れ 
はち記のとおりです*1。 

*1 ち記の全体の流れは 、 Auto MC 冉 CC の「日 ption 」 にて [ ALL ] (全項目を自動 
測定)を選択したとさのものです。 

ち記①〜@の測定/解析にかかる時間 


の合計2〜6分程度 



測定中は大さな音でテスト I -ーンが出力され 
ます。お離住宅や小さなおモ様などへのご配慮 
をお願いします。 


• サラウンドバックチヤンネルの設定 
•測定、設定値の保存先選択 


初期測定(測定環境のチェック） 

①暗騒音（部屋の騒音）の測定 
③マイク感度の診断 
⑤を ch のスピーカー有り無し判定 


【スピーカーの有り無し判を結果のユーヴー確認(または 修正)) 


システム全体の解す斤測定 

④ スピーカー システム 

浩かの低域再生能力を判風 
⑥スピーカーの出カレベル 

(各 ch の出カバランスを桶正） 

⑥ スピーカーからの距離 

(最適なディレイ値を解析） 

⑦ 定在波制御 

(定在波の影響を軽減） 

⑥残響特性の測定 
感視聴環境の周波数特性 
(出力音声の音色を統一） 

_ 4 _ 

システム全体の解析結果のチェック 


7 ；セットアップ用マイクを接続する 


パワード 
サブウー ファ- 


スピーカー ( C ) 



フ□ント 
スビーカーち ( R ) 


フ□ント 
スピーカー左 ( L ) 


サラウンド< 
スピーカーを ( SL ) 



い三‘ 


巧 



\ 本機の MCACC SETUP M に端子に付属の^ 
L セットアップ用マイクを差し込みます 1 


、獅參參參）圓 


U スニングポジション 
(ちの位置)に H 脚や台などを 
使って水平に設置します。 



-セツトアップ用マイク 


サラウンドバック 
スピーカーを ( SBL ) 



/サラウンド 
スピーカーち ( SR ) 


サラウンドバック 
スピーカーち ( SBR ) 


付属のセットアップ巧マイクを TV モニ 
ターの 近< に 置いて オー トセットアッ 
プを行わないで < ださい。 


2) 測定の開始から自動設定の終了まで 


測定を途中で中断したとさは、それまでの測定内容は確定されません。 

システムセットアップ中に静止画面を3分間放置すると画面にスク U —ンセーバー機能び働をますび、いずれかのボタンを巧すこと 
で再び同じ画面を表示します。 

測定中は静かにしてください。 

スピーカーと U スニングポジション(マイク）の間に障害物びあると、正確に測定できないことびあります。 

測定中は U スニングポジションから離れて、各スピーカーのが側から U モコンで操作を行ってください。 














まずはほつてみましよう 


STANDBY/ON 



- AV アンプ 


灯-，③咖•⑤，が 

が 留。-巧な盛 

,~^ か7が _ . 8.1/W 卜 ' _ . 

田風® 

(^10 r^ii (^口 

卜;絕 广 • ~く腹と 

阿遠"荀岡 

音量入力切 g チャンネル BB 

-む占- 


-なが夫定 

3-6 


本機とテレビの電源を入れる。 

本体の STANDBY / ON ボタンを押します。 

サブウーファーを接続しているとをは、測定のためヴプウーファーの 
電源を入れてボ I 」ユームレべルを適度に上げておいてください。 


テレビに本機のメニュー画面を表示させる。 

AV アンプボタンを押してから設定ボタンを押します。 

I 設定ボタンを押したあとに、テレビにメニュー画面び表示されるよ3 
テレビ側の入力切換を合わせてください。 

も -j 

[吕 . Auto MCACC ] を選んでミ夫定する。 


サラウンドバックシステムの設定をする。 

通常は [ Normal に B )] を選択します。 

詳しくは r スピーカーの使用用途を選択する」卜61ぺ- 
ジ)をご覧ください。 


I System Setup 


2.Surr Back System 

3. Manual MCACC 

4. Data Management 

5. Manual SP Setup 
6.Input Setup 

7.Other Setup 


Data Save to 

[M1. MEMORY 


Setting Start? 


Surr Back System 
[ Normal (SB) ] 

Data Save to 

Setting Start? [OK] 



測定/設定値の保存巧を選ぶ。 

保存先は [M ] . MEMORY I ]〜[ M 日. MEMORY 日]まで 
を選ぶことびできます。_ 

[ OK ] を選んでミ夫定ずる。 

オートセットアップの自動測定に進みまず。 

手順7(なページ)へお進みください。 

. 才ートセットアップのテスト I ンは大音量です。^ 

\ ボ I 」ュームを下げることちでをますび、正しく設定さ 
意れない場合びあります。ルさなおモ様び近くにいる場 
合などはごを意ください。 

_ y 

[ Option ] を逞んでま定すると、項目別の測定を行うこ 
とびできまず。詳しくは 「Auto MCAC 巳をより詳細に 
測定/設定する」（一巨0ページ)をご覧ください。 


Surr Back System 
[ Normal (SB) 

Data Save to 

[M1. MEMORY 

Setting Start? 


• Set microphone. 

• Turn on Subwoofer. 


メッセージの意味 

• 付属のオートセットアップ用マイクを接続し 
て、リスニングポジションに配置してくださし、。 
• サブウーファーを接続している場合は電源を 
入れてボ U ュームレべルを適度に上げておい 
て < ださい。 


ホームシアタ—乂巧 
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7 自動測定が開始されます。 

まずは初期測を(測を環境チェック）です。 

Ambient Noise :暗騒音(部屋の騒音)の測定 
Microphone :マイクの感度を診断 
Speaker YES/NO :各スピーカーの有り無し判定 
「Ambient Noise 」 および 「 Microphone 」 のチェックでエ 
ラーが表示されたとをは、測定環境およびマイクの接続を 
もラー度確認し、 [ Retry ] を選んでもう一度測定することを 
お動めします。►で[日 K ] を選択し、;欠の測定へ進むこと 
ちでをます。 


S スピーカー有り無しの確認画面になりまず。 

スピーカー有り無し判定につしではしソ下の表をご覧くだ 
さい。 

に heck !) 画面の見かた 


有無 

スピーカー〜\ 

接続している 

接続していない 

規定外の接続 

Front 

フ□ントをち 

YES 

ERR 

ERR 

Center 

センター 

YES 

N 0 

--- 

Surround 
サラウンド左ち 

YES 

N 0 

ERR 

SB 

サラウンドパック 

Yxl りつ接続） 
Yx 2(2 つ接続） 

--- 

ERR 

SUB W . 

サブウーファー 

YES 

N 0 

--- 


スピーカー有り無し判定結果が正しいとき 

[0 K ] を逞んでま定ボタンを押します。 

もラー度自動測定をやり直すとき 

[ Retry ] を選んでま定ボタンを押します。 

スピーカー有り無し判定結果が間違っているとき 

[ Retry ] を還んでをう一度自動測ををやり直してみてく 
ださい。それでを間違ってしまうときは ♦t >畔ボ 
タンで正しし馈定に直したあと決定ボタンを押します。 
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補正用測定が開始されます。 

Speaker Setting :各スピーカーの低域再生能力判定 
Channel Level :各 ch の出カバランスを補正 
Speaker Distance :スピーカーまでの距離を解析 
Standing Wave :定在波の影響を軽減 
Reverb Measurement :残響特性の測定 
Aco Cal EQ Pro . ;出力音声の音色を統一 
これらの自動設定には接続しているスピーカーの数に 
よって2〜目分程度かかりますので、手順10の画面にな 
るまでしばらくお待ちください。 



10 「MCACC Data CheckJ の画面が表示された日 
自動測定は終了でず。 

「3)測定/設定結果をお認する」にお進みください。 







4. 定在波制御 


2 .スピーカーの出カ レベル 


3.スピーカーまでの距副 


まずはほつてみましよう 


13〜14ぺージの手順1〜10を行ってか日む下にお進み 
<ださい。 


1 It ボタンで項目を選んでミ夫定し、測定された内 

容を確認ずる。 

確認後は戻るボタンを押して項目一覧に戻ります。 

さ測定項目について、詳しくは r 設定データをお認する」 

(一71ぺージ)をご覧ください。_ 

[• 同じスピーカーを接続していてち、部屋の環境や設置の影響によ I 
りスピーカーの大ル判定び一致しないことびあります。設定を変 
更したい場合はシステムセットアップの「スピーカー接続と低音 
再生能力を設定する」（一74ページ)を行ってください。 

. ヴプウーファーまでの距離は、サブウーファー本体び持つ回路の 
電気的遅延ち含めて測定するため、距離びやや遠めに設定される 
ことびありますび、遅延補正として最適な辭析結果ですので、距離 
を修正する必要はありません。また、他のスピーカーち音響特性を 
測定して距離設定をしているため、実測したスピーカーまでの距 
離とは異なることびあります。 


2 設定ボタンを巧して才ートセットアツプ (Auto 
MCACC ) を終了する。 

通常動作に戻ります。 


5.視聴環境の周波数特性 


1.スピーカーシステム 





250Hz 
500Hz 
1kHz 
2kHz 
4kHz 
8kHz 
16kHz 
TRIM 
cTkiReturn 




測定/設定結果を確認する 


ホ—ムシアタ—入門 
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まずはほつてみましよう 


スブッブ3再生する 


つないだ DVD プレーヤーにディスクをセツトして、サラウンド再生をします。 


DVD のサラウンド再を 


1 本体の電源コードをつないで、電源を入れる。 

0 STANDBY / ON ボタンを押して電源を ON にします。 

_(サブウーファーは、「ステップ2」の Au 扣 MCA 巳 C を行ったときと同じ音量にしておきます。）_ 

' テレビの電源を入れ、テレビの入力切換を本機の出力映像が表示されるように設定する。 

たとえば、本機の MOMTOR OUT 端テと接続しているテレビの入力び「ビデオ1」の場合は、テレビ 
の入力を「ビデオ1」に切り換えます。 


3 DVD プレーヤーの電源を ON にする。 

4 リモコンの DVD ボタンをがして、本機の表示を 「 DVD / LD 」 にする。 

SIGNAL SE 1_ E 巳 T 表示び D に ITAL ( AUTO ) になっていることを確認してください。 

表示び ANALOG になってし、たら SIGNAL SELECT ボタンで DIGITAL ( AUTO ) に切り換えます。 

5 AUTO SURROUND モードにする。 

LISTENING MODE ボタンを押して AUTO SURROUND を選択します。 

DIRECT または PURE DIRECT と表示されたとさは MULTI 」0 G で AUTO SURROUND を選択します。 


6 DVD を再生ずる。 

再生ずる前に DVD プレーヤー、 DVD ソフトの確認をしてください。 

① DVD プレーヤーのデジタル出力 

ドルビーデジタル、 DTS 、 および9巨 kHz PCM の音声信号び出力されるように設定してくださし、。 
※本機は MPEG 音声に対応していません。 PCM 音声び出力されるように設定してください。 

② DVD ソフトの音青の確認 

DVD ソフトのメニュー画面や DVD プレーヤーの音声切換操作で音声(已 .1 ch サラウンドまたは 
ドルビーサラウンドなど)を選んでください。 

CD などの場合はステレオ （2 ch ) 再生になります。 


7 適当な音量になるまで MASTER VOLUME を回して音量を調壁する。 

ドルビーデジタル已 .1Ch 信号を 
7.1ch で再をしたとさの表示例 



と 

MULTI JOG 
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各部のを祿とはた 6 ま 


















) のの風偏の （ 






















各部のを祿とはた 6 ま 


⑩ S に NAL SELECT ボタン 

入力信号の種類 ( DIGITAL / ANAL 日 G / HDMI など） 
を切り換えます。（^3日ぺージ） 

顾 SBch PROCESSING 

サラウンド八ックチヤンネルまたは八ーチヤルサラ 
ウンドバック処理の ON / AUTCV 日 FF を切り換えま 
す。（一4日ぺージ） 

© MULTI CH IN 

マルチチヤンネルアナ□グ入力を選びます。 

(一己2ぺージ） 

® MASTER VOLUME 

音量を調節します。 

⑩ ENTER ボタン 

システムセットアップや U スニングモードの選択操 
作を決定します。 

〇) PH 日 NES 端モ 

ヘッドホン端テです。（一3己ページ） 

® SYSTEM SETUP ボタン 

本機のシステムセットアップを表示します。 

(一己目ぺージ） 

@ RETURN ボタン 

システムセットアップで]つ前の画面に戻ります。 

@ TONE ボタン 

低音/高音を調整します。（一43ページ） 

@ DIAL 日 G ENHANCEMENT ボタン 

ダイア□グエン八ンス;><ントモードを切り換えます。 
(一42ぺージ） 

獲 ） MIDN に HT/LOUDNESS ボタン 

ル音量時に音を聴さやす< します。（^42ぺージ） 

SPEAKERS ボタン 

スピーカーシステムを切り換えます。（一己日ページ） 

@) VIDE 日/ GAME INPUTS 好 

ビデオカメラやゲーム機などのため、前面に備えた 
入力端子です。（^28ぺージ） 

@ USB 入力端子 

US 目メモ U —を接続します。 

(一己〇ぺージ） 

® MCACC SETUP M に端子 

音場設定の自動測定のときに、付属のセットアップ 
マイクを差し込みます。（^]2ぺージ） 
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各部のを敬とはた 6 を 


フ□ントパネルディスプレイ 


① 


感 


感 


® 感 


衝 風 




感 



① SIGNAL インジケーター 

現在選択されている機器の音声入力信号の種類が 
点なします。 

( D プ□グラムフオーマットインジケーター 

ドルビーデジタルや DTS などの信号入力時に、そ 
の信号が持っているチャンネルを表おします。 

L :フ□ント左 
R :フ□ントち 
C :センター 
SL :サラウンド左 
S : サラウンド(モノラル） 

SR :サラウンドち 

SBL : サラウンドバック左 

SB ： サラウンドバック（モノラル） 

SBR :サラウンドバックち 

LFE :超低音の効果音 ( Low 杆 equency Effect ) 〇 

超低音が巧生されているとさに（い >)) が点灯し 

ます。 

③デジタルフオーマットインジケーター 

それぞれのデジタル信号入力時に点なします。 

@日 VER/ATT インジケーター 

アナ□グ入力信号のレベルが高すぎるとさに 
OVER が点灯し、その歪みを補正するためにアナ 
□グ ATT 機能(一已3ページ)が選ばれると ATT が 
点灯します。 

© VIDEO CONV . 

ビデオコンバーター処理時に点なします。 

© V.S 巨 

バーチャルサラウンドバック処理時に点灯しま 
す。（一40ぺージ） 

@音声再生用機能インジケーター 

設定されている機能が点なします。 

⑥音量表示 ( dB ) 

現在の主音量レベルを表おします。 

音量レベルは、電源を入/切しても保持されてい 
ます。（音声ミュート時は点滅します。^ 


感 HDMI 入カインジケーター 

HDMI 入力が選ばれているときに点灯します。 

® ストリームダイレクトインジケーター 

スト IJ ームダイレクトモードで D 旧 ECT または 
PURE D 旧 ECT モードが選ばれているときに点灯 
します。（^3日ぺージ） 

⑩スピーカーインジケーター 

現在選択されているスピーカーシステムが点灯し 
ます。（一日目ぺージ） 

® リスニングモードインジケーター 

選択されている U スニングモードに応じて点灯し 
ます。（一3日ページ） 

〇 SLEEP インジケーター 

ス U —プタイマーが設定されてし、るときに点灯。 

(一已4ぺージ） 

® デコード処理インジケーター 

マト U ックスデコード処理時に点灯します。 

□□PRO LOGICIIx :ドルビープ□□ジック II 処 

理またはドルビープ□□ジック llx デコード時。 

Neo : 6 : Neo ; 日デコード時。 

® キャラクター表示部 

操作中の情報や U スニングモードを表示。 

® SR + インジケーター 

プラズマディスプレイとの連動モード時に点灯。 
(一日1ぺージ） 


何らかの操作のあと、キャラクター表示部び数砂間点滅する場 
合は、操作禁止を意味します。 


る部のを抑 
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る部のち敬とはた 6 を 


リモートコントロール 


アンプコント□-ル部、チューナーコント□-ル部、 TV / 他機器のコント□-ル部の3つに分類されます。 
本機の U モコンはを操作ボタンごとにじ(下のよラに色分けされています。 

緑=アンプコント□-ル 
ホ = DVD コント□-ル 
黄 = iPod コント□—ル 
白=他機器コント□-ル 


アンプコント□—ル部 



本機を操作するとさに使います。 


AV アンプ0ボタン 

本機の電源を ON または OFF (スタンバ 
イ状態)にします。 

リモコン表示部 

操作/設定時の表示画面です。 


アンプ操作ボタン 
U スニングモードボタン 
( THX 、 STANDARD 、 ADV . SURR 、 
STEREO 、 S.D 旧 ECT ): いろいろな音場 
効果を加えることびで定ます。(一3已 
ぺージ） 

MCACC：MCACC MEMORY を選択し 
ます。(^39ぺージ） 

音舌切換: 入力信号の種類(アナ □ グ/デ 
ジタル/ HDMI など)を切り換えます。 
卜3已ぺージ） 

SBch 処理 サラウンドバックチャンネル 
またはバーチャ j レサラウンドノくックチャ 
ンネルの ON/AUTO/OFF を切り換えま 
す。(-^40ページ） 

PHASE：PHASE CONTROLS- ドの 
ON/OFF を切り換えます。卜41ぺージ） 


状態確認ボタン 

選択/設定されている機能の情報を 
0SD (テレビ画面)に表示させて確認で 
さます。(一日己ページ） 

シフトボタン 

黒い四角粋で表示された入力や機能を選 
択したいときに、このボタンを巧しなび 
らそれぞれのボタン对甲します。 (-34 
ぺージ） 

例： C 3 ED シフトを巧しなびら DVD を 
^1押すと、 CD 入力の選択となり 



ます。 


シフトを巧しなびら入力切換 
を巧すと、通常とは逆の順番 
~での入力選択となります。 


入力切換ボタン 

本機の入力を切り撰えます。 

マルチコントロールボタン 

本機の入力を切り換えます。また他機器 
を操作するときの U モコンの操作モード 
を切り換えます。 

A V アンプボタン 

U モコンをアンプ操作モードにします。 

アンプ操作ボタン ( AV アンプボタン 
を巧してか6操作しまず。） 

スリープ： ス U —プタイマーを設定しま 
す。（一己4ページ） 

映像切換： 音楽を聴をなびら他の入力のビ 
デオ映働こ切り換えます。卜已4ページ） 
アナ□グ ATT ： アナ□グ信号び入力され 
ているとを、入力信号のレベルび高すぎて 
音び歪んでいるとをに巧すと聴をやすくな 
りまず。（一己3ページ） 

SR + :プラズマディスプレイとの連動 
モードを切り換えます。（^93ぺージ） 
ディマー： フ□ントパネル表示部の明るさ 
を切り換えます。（一日4ページ） 

ミッドナイ ト/ラゥ ドネス： ミッドナイト 
1」スニングモードやラウドネスモードを日 N 
にすると、音量を下げて映画などを楽しむ場 
をなどでも、サラウンド効果び最適なレベル 
に自動調整されます。(一42ページ） 

ダイア□グ E :ダイアログエン八ンスメン 
卜を設定します。卜42ぺージ） 

S . レトリバー： MP 3 などの2 ch の圧縮音 
声を再生する際、音の密度感、抑揚感を向上 
させます。(一43ページ） 

音量 +/ — ボタン 

本機の音量を調節します。 

消音ボタン 

消音します。 










各部のを祿とはた 6 ま 


テレビや他機器を操作するときに使います。 

他機器の操作について詳しくは ru モコンで他機器を操作する」（一8己ページ)をご覧ください。 


入力機器ボタン 

他機器の電源を入/切します。 


マルチコント□ールポタン 

リモコンの操作モードを切り換えます。 
お手持ちのテレビを r テレビ基本操作ボタ 
ン」で操作するには、マルチコント□ール 
部の「テレビ操作」ボタンにお手持ちのテ 
レビのプ U セツトコードを割り当ててく 
ださい。（一84ページ） 


テレビ基本操作ボタン 

〇：テレビの電源を入/切します。 

入力切換：テレビの入力を切り換えます。 
チヤンネル +/- :テレビのチヤンネル 
を切り換えます。 

音量 +/- :テレビの音量を調節します。 


他機器連動ボタン 

起動時連動および終了時連動操作を行い 
まず。(一日日ページ） 


I CD I I DVR2 I テレビ«¥ "1 

- ICD-R/TAPEI I HDMI2I | USB | ( -< 

[AV7V7j 

a ’ ス。-ブ 

0 0… 

が + ® デバ-が故' 

みけ〇ヴレトリ It - 

〇 〇 〇 

^^10 ^^11 

口 CH レベル1 

トヴフゾニ。一 • ゾニユ ー 

r~^ ~テレビ■本»巧—'^ - __ 

」 a 爲 a 妇 I 


^3 ^^1 … 

rOSiEII シトクむ巧 I 

GSI - 

さ，；幕 1_ HDD Jl_OVO J 

^ ~ 

の MB Ig 切 » SBchfiS STtREO 

c ^ r ^ u — u —^ 


Pioneer 



数字ボタン 

トラック、チャプター、チヤンネル選 
おに使用します。 


メニューポタン 

各機器の ニュー画面の操作などをしま 
す。 


操作ボタン 

各機器の再生/停止などの操作や機能 
の切り撰えなどをします。 


シフトポタン 

黒い四角砕で表示された機能や、シフト 
ボタンを巧しなびら学習させた機能を 
使用したいとをに、このボタンを押しな 
びらそれぞれのボタンを押しまず。 

卜8己、86ぺージ） 

例： mwn シフトを巧しなびら►を巧す 
と と、録画機能の使用となりまず。 


レビ/他機器つントロール部 
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① HDMI 入出力端モト 49 ぺージ） 

感デジタル入力端モ(^32ぺージ） 

端テに表おされた機器と違ラ機器を接続するとさ 
はデジタル音声入力の設定が必要です。 （^8] 

ぺージ） 

③光デジタル出力端子(^32ぺージ） 

® コント□ール入出力端子(一90ページ） 

感アナログ音声入出力端子(^31ぺージ） 

® D 4 ビデオ入出力端モト30ぺージ） 

工場出荷時は日 FF に設定されています。機器を接 
続するとさはコンポーネント / D 4 入力の設定が必 
要です。（一 8] ぺージ） 

@コンポーネントビデオ入出力端子卜30ぺージ) 

工場出荷時は日 FF に設定されています。機器を接 
続するとさはコンポーネント / D 4 入力の設定が必 
要です。（一 8] ぺージ） 

® RS -232 C 端子 

PC と接続するための端テです。 

風护〇づ入力端子(^47ぺージ） 

付属の 「 iPod ケープル」で接続します。 


® ビデオ入出力端子(^27〜29ぺージ） 

⑩プリアウト端モ(一31ページ） 

® マルチチャンネル入力端子い已2ページ） 

® スピーカー囚端子 

スピーカーインピーダンス日〇〜1日〇のスピー 
カーを使用でさます。（日 n 〜8 〇未満のスピー 
カーを使ラ場合 f は設定変更してください。 )(-25 
ぺージ） 

顾 AC IN 端子(一33ぺージ） 

必ず一番最後に接続して < ださい。 

© AC アウトレット予備コンセント（一33ぺージ） 
® スピーカー回端子 

サラウンドバックシステムの設定(一 6] ページ)で 
下記の用途に使用します。 

-ヴラウンドバックスピーカーの接続(^24ぺージ) 
-フ□ントスピーカー Bi - AMP 接続(一89 ページ） 

. 別ェ U アでのステレオ再生用接続(一89ページ） 
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各機器の接続 


/|\機器の接続を行ラ場合には、必ず電源を切0、電源コードをコンセントか S 巧いてくださし、。 

ま意 


スピーカーの接続 


政下のよラに各スピーカーを接続します。本機でサラウンドを楽しむためには、7本のスピーカーとサブウー 
ファーを接続することをお勧めします。 

フ□ントスピーカーのバイアンプ接続をするとさは r フ□ントスピーカーを高品位接続する」（一8目ページ)をご覧 
<ださい。 



■ SPEAKER (スピーカー)端子 ①線をねじる。 



③スピーカー端テを緩め、ス 
ピーカーコードを差し込む。 
感スピーカー端テを締め 
つける。 


バナナプラグを接続すること 
ちでさます(詳しくはプラグの 
説明書をお読みください。） 






公称インピーダンスが白 n 〜16 £2のスピーカーをご使用くだをい。 

本磯ではスピーカーインピーダンスの設定を変更することげできます。エ場出荷時は8£2〜]目£2です 
び、お手持ちのスピーカーが6 ^1未満の場合は、設定を変更してください。詳しくは、「スピー 
カーインピーダンスの切0換え」（一2己ページ)をご覧ください。 

スピーカーと本機の©および©端テどうしを正しく接続してください。 

スピーカーコードを接続するときは、芯線をしっかりねじり、スピーカー端テか5はみ出していないこ 
とを確認してください。芯線び U アパネルに接触したり、©および©び接触すると保護回路び働いて電 
源びスタンバイ状態になることびあります。 
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各機器の接続 


モニター TV とスピーカーの 位置関係 


パワード 
サブウーファ 


センター 
スピーカー (C) 


フ□ント 
スピーカーち (R) 



フ□ントス ピーカーは テレビから等距離になるように 
します。 センタースピーカーはモニター T V 画面に近 
いちが セ U フなどが自然に聞こえます。ただし、テレ 
ビが色 ずれ 等を起こすのを防止するため、防磁型の ス 
ピーカーを 使用してください。防磁型でない場合は、 
テレビから離して設置してください。 


フ□ント 
スピーカーを (L) 


サラウンド 
スピーカーち (SR) 


サラウンドパック 
スピーカーち (SBR) 


A 

ま意 


センタースピーカーを テレビの上に 
設置するとさは、適切な方法で固定し 
てください。固定しないと地震などの 
外部の振動により、 スピーカーが 落下 
してケガをしたり、 スピーカーを 破損 
する原因となります。 


サラウンド 
スピーカーち (SL) 


サラウンドバック 
スピーカーを (SBL) 


スピーカーの酉己置についてより詳しくは、「スピーカーの酉己置につい 
て」（一96ぺージ)をご覧 < ださい。 


接 

続 


—インピーダンスの胡0換え 


ずべての接続び終了してか6行ってください。 

スピーカーインピーダンスの設定は、巨〇しソ上8 0未満と8 0〜1日 n の2通りあります。お手持ちのスピーカー 
び日 nl ； (上8 n 未満の場合はしツ下の手順で設定を変更してください。（工場出荷時は8 n 〜16抽こ設定されてい 
ます。） 



1 本機をスタンバイ状態にずる。 



SPEAKERS ボタンを巧しなが5 
STANDBY / ON ボタンを巧す。 

スピーカーインピーダンスの設定び 
変更されます。 

再度、設定を変更したいときは手順 
1からやり直してください。 



スピーカーインピーダンスび8 n 〜1巨 n の場合 


スピーカーインピーダンスび日£2じ(上8 n 未満の場合 
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各機器の接続 


映像機器のち続についてり K イオニアビデオコン/ v — ター) 


本機は入力された映像信号を異なる種類の信号に変換でさるビデオコンバーターを搭載していますので下のよ 
ラに映像コードの組み合わせを選ぶことがでさます。各接続コード/ケーブルについては r 接続コードについて」(一 
102ページ)をご覧ください。 

映像をテレビに表示すを^ 

ソース機器からの映像信号をテレビで表示するには下記の「〇」の組み合わせで接続できます。 

コンポーネントまたは D4 ビデオで接続した場合、 

入力の設定 (Input Setup) (一81ページ)が必要に 
なります。 

を] D1(48 日 i) 信号のみ表示することができます。 



ソース 機器 



映像を 録画する 

ソース機器からの映像信号を録画するには必ず同じコードで接続します。 


映像〕ードの組み合わせ 


録画巧お 
ソース樓乾^^ 

ビデオ 

(コンボジット） 

ビデオ 

(コンポジット） 

〇 

S ビデオ 

X 

コンポーネント 
または D4 ビデオ 

X 

S ビデオ 

X 

〇 

X 

コンボーネント 
または D4 ビデオ 

X 

X 

X 


ソース 機器 < 



映像出力から 




• 入力機器とテレビの両方に S ビデオ端子/コンポーネント端子び付いているときは、 S ビデオ端子/コンポーネント端子で接続する 
と、より鮮明な映像を再生することができます(アナ□グ映像信号の場合、コンポジットよりも S ビデオのちび、 S ビデオよりもコン 
ポーネントの方び良い画質となります)。入力機器とテレビの両方に HDM 喘子び付いているときは、 HDMI 接続することをお勧め 
します。映傲をデジタルのまま伝送しますので、最高画質をお楽しみいただけます。 

• テレビによっては、 S ビデオ入力とコンポジット入力の両方を接続していると、信号の有無にかかわらず常に S ビデオ入力び優先さ 
れ、コンポジット端子でのみ接続している機器の映像を見ることびでさない場合びあります。詳しくはテレビの取扱説明書をご覧 
<ださい。 
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各機器の接続 


TV (モニター)のち続 


「映像機器の接続について」（^2曰ぺージ)をご覧になり、どの方法で接続するかを選択してください。 

各接続コード/ケーブルについては r 接続コードについて」（一1日2ページ)をご覧 < ださい。 

コンポーネント端テや D 端テで接続するときは r 映像信号のコンポーネント/04ビデオ接続」（^30ぺージ)を、 
HDMI 端テで接続するときは 「HDMI 伝送で高品位な音声と映像を再生する」（一49ページ)をご覧ください。 
VSA-AX1AV _ 


にこ！ I 咽 ' ~^ … 国 OUT H 

lHI W 阁 m HU ■■: . . 

^-1 I - I ICOMPONENT VIDEOI H m CENTER r- mn 

‘I # I 

m m, 網賀^罐參馨參雜獲^ 

…俩觸间 一-一一\ 

J gH 二編#^為品 


①〜②はいずれか1つを接続 


广 VIDEO IN 

I S-VIDEO ， 

eOO © 




TV 

(モニター） 


TV (モニター)の 1 つの入力に、 S ビデオやコンポーネントビデオなど数種類のコードを複数同時に接続すると、映像び乱れたり巧く映 
ることびあります。詳しくは TV (モニター)の取扱説明書をご覧ください。 


DVD プレーヤーのち続 


「映像機器の接続について」（^2日ぺージ)をご覧になり、どのち法で接続するかを選択してください。 

各接続コード/ケーブルや画質については r 接続コードについて」（一] 02ページ)をご覧ください。 

コンポーネント端テや D 端テで接続するときは r 映像信号のコンポーネント /D4 ビデオ接続」（一3日ページ)を 
HDMI 端テで接続するときは 「HDMI 伝送で高品位な音声と映像を再生する」（一49ページ)をご覧ください。 


(DIGITAL OUT " 
「 COAX OPT. 

■ n ® _圆 

PCM 専用端子 
は使用しないで 
<ださい。 


巧^ 田-国 

画 uim 


:_® #2) 

1; 田を-り 

ig : 

\] r 



藥農參 

J 農, 


> DVD プ レーャー 
または LD プレーヤー 


①〜⑤はいずれか1つを接続 


図とは異なる方法でデジタル接続するとさは、入力の設定 (Input 
Setup ) び必要です(一81ページ)。 

DVD / L □コンパチプルプレーヤーなどの [ XlRF 出力端子 ( LD 巧) 
を接続する場合は、別途 RF デモジュレーター（巿販のをの)び必要 
となります。 


CONTROL — 

四》 夕） 

四®- 


禪參參參參审參遺 


"### 

AVRIVCM) CO CD>A"P£.W0 

田-团 
IXABJEI 


I 

IN I IN OUT IN 

。中……。。’ 


VSA-AXl AV 





























る機器の接続 


DVD レコーダーやビデオデツキのち続 


r 映像機器の接続について」（一2日ページ)をご覧になり、どのち法で接続するかを選択して<ださい。 

各接続コード/ケーブルや画質については r 接続コードについて」卜102ぺージ)をご覧ください。 
コンポーネント端テや D 端テで接続するときは r 映像信号のコンポーネント /D4 ビデオ接続」（一3日ページ)を、 
HDMI 端テで接続するときは 「HDMI 伝送で高品位な音声と映像を再生する」（一49ページ)をご覧ください。 
録画をすることを前提とする場をは、ソース機器と録画機器の映像信号をコンポジットか S ビデオのどちらかに 
統一して接続する必要があります。また音声信号についてもアナ□グ接続する必要があります。 



前面端子を使った接続 


フ□ントパネルの VIDEO/GAMEINPUT を使って各機器を接続できます。この機器を再生するときは、入カファ 
ンクシヨン選択で VIDE 日/ GAME を選んでください。 
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各機器の接続 


地上デジタル/衛星チューナーのち続 


「映像機器の接続について」（^2曰ぺージ)をご覧になり、どのち法で接続するかを選択してください。 

各接続コード/ケーブルや画質については r 接続コードについて」（一] 02ページ)をご覧ください。 

コンポーネント端テや D 端テで接続するときは r 映像信号のコンポーネント/04ビデオ接続」（^30ぺージ)を、 
HDMI 端テで接続するとさは 「HDMI 伝送で高品位な音声と映像を再生する」（一49ページ)をご覧ください。 
同軸ケーブルや光ファイバーケーブルでデジタル接続するときに、下図と異なる場合は入力の設定 (Input Setup) 
が必要です (-^81 ページ)。 


^MPEG-2 AAC 信号を再生するにはデジ> 
タル接続び必要です。 

-光ファイバーケースレを取り扱うときは 
急な角度に巧り巧げないでください。 

-端子の向をを合わせて差し込んでくだ 
さい。 ) 


DIGITAL OUT 
OPT. COAX 





衛星チューナ ー 
>地上デジタルチューナー 




















コンポーネント端子や□端テで接続すると、コンポジットビデオや S ビデオ端テで接続したときよりも高品位な映 
像品質をお楽しみいただくことがでさます。「映像機器の接続について」（一2日ページ)をご覧になり、どのち法で 
接続するかを選択してください。コンポーネント端子や D 端テで接続するときは、入力の設定 (Input Setup) が 
必要です(一81ぺージ)。 

録画をすることを前提とする場をは、ソース機器と録画機器の映像信号をコンポジットか S ビデオのどちらかに 
統一して接続する必要があります。また音声信号についてもアナ□グ接続する必要があります。 
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各機器の接続 


映像信号のコンポーネント / D 4 ビデオち続 


圃 


¥_ 



’•獲 


J ^ 



DVD プレーヤー 


地上デジタル/ 
衛星チューナー 


コンポーネント端子や D 端子で接続するときは、 DVD プレーヤー側でコンポーネントビデオの出力設定び必要な場合びあります。 



爆 ®=1 


9. -J ir 

爆®* 11 

##- 

##- 

爆 § 

^9^ ^9^ o. 
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アナログ音声機器の接続 


各機器の接続 


デジタル出力のある CD プレーヤーや CD レコーダーでは、さ6に r デジタル音声機器の接続」（一32ページ)ちでさ 
ます。 


CD プレーヤー 


CD レコーダー 

(またはテ-プデッキ） 


チューナー 


feUTPUT 

户句. 


I (REC ド LAY) I 

を - - 


|6UTPUf 

D@l 


s 圆 

，"占骨圆 

TJ 圆 

の-团 

IM 

哑* み 

曲® 


mw 

mM 



irf 
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* # 
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獲。感參感靈 
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ル SURROUND " 

WHO BACK // 


|—ngiooiuT 

kDD 


©樓© 

OUT IN HOWTOR tun 百） 

an IN .口 ■ CEHTKIIE 尸；旧;— ^laeEr 

#® #### 


'*###### ® 

: RI DVIWCR2 囚 囚因 

FHOMT SUB SUH- SURROUND 
WOOFEH ROUK) BACK 


戀戀©©戀戀戀 0 

な,かこ 

がみ卡さ。. [HEf] 


接 

続 


カセットデッキを設置する場所によっては、再生したときに雑音などび発生する場合びあります。これはアンプのトランスによる U - 
ケージフラックス(漏れ磁束)の影響によるちのです。このよラなとをには、設置する場所を変えるか、アンプから離して設置してくだ 
さい。 


プリアウトをほつたパワーアンプのち続 


r サラウンドバックシステムの設定」（一日]ページ）と連動して、プ U アウト端テのサラウンドバック ch か6出力 
される音声が下のよ ラに 変わります。他のパワーアンプなどを接続する場合はごを意ください。 

[NormaKS 目)]のとき：サラウンドバック ch の音声 
に econd Zone] のとき：ダウンミックスされた2 ch の音声 
[Front 巨 i-Amp] のとき：フ□ント ch と同じ音声 


f この接続を行った場合、個々のアンプの能力やボ U ユーム位置などにより音場補正を正確に行ラことびでさない場合があります。 

^- 
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る機器の接続 


PCM 専用端テ 
は使用しないで 
くだごい。 


VSA-AX1 AV 


ドルビーデジタルや DTS ソフトを巧生するには、デジタル接続が必要です。接続は同軸ケースレまたは光フアイ 
バーケープルで行います （1 つの機器に巧してどちらか一ちのみで接続します)。 

HDMI 端テで接続するときは 「HDMI 伝送で高品位な音声と映像を再生する」（一49ページ)をご覧ください。 


DVD レコーダー1 


CD レコーダー 
(またはテープデッキ、 MD) 


CD プレーヤー 



地上デジタル/ 
衛星チューナ ー 


I r DIGITAL OUT 一 

I I COAX OPT. 

- We ® _國 
~ V ~ 


DVD プレーヤー 


r aGfTAL OUT 1 
I COAX OPT. 

圆 

~V~ 


DVD レコーダ ー2 


A 



をに ITAL 、 


Digital* 



I 


r. どのデジタル入力端子をどの機器に使巧するかは自由に変更することびできます。ただし、工場出荷時の設定（ I 」アパネル表試と 
異なる接続を行う場をは入力の設定 (Input Setup ) (一81ページ)で設定の変更を行ってください。 

. HDMI 入力端子から入力した信号はデジタル出力端テからは出力されません。 


デジタル音声機器の接続 



# 

W 

€ 

W 


崎 

參。 

3 

參。 

m 

►置 


s 參加 1. 矮瀑 p # 獲邸 
藥藝|'镑"參"參藥 I 

擎善簿 I 

宇# § 
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各機器の接続 


すべての接続び終了した b、 電源コードを家庭用電源コンセント (AC 100 V)に接続します。 

電源コードのつなざかた 

本機の電源コードは極性管理されています。音質向上のため、極性を合わせることをお勧めしまず。下図のよ5に電 
源プラグの N マークのある側をコンセントの幅の広い方(アース側）に合わせて差し込んでください。 


幅の広い側 


VSA-AX1 AV 



N マークー 
のついた側 



① 

巧につなぐ 


③ 

最後につなぐ 


.0® ® ® 馨 ® 戀 ®®"i 

I 。 mu 

. 

モ備コンセント (AC OLITLET ) の接続 

[連動1日0 wiu 下] 

本磯の電源スイッチの日 N/STAND 巨 Y (日 FF) の切り換えに連動して、接続した機器の電源を日 N/ 日 FF できます。 
接続した機器の消費電力び1日日 W を超えないよラにしてください。 



連動100 WliTF 


. 旅行などで長期間本機を使用しない場合は、必ず電源コンセントから電源コードを抜いておいてください。長期間、電源コードを抜 
いた状態でち、本機で設定した各種設定び消去されることはありません。 

• 電源コードを扳くとをは必ず本体をスタンバイ状態にしてからコードを抜いてください。 


去 

注意 


消費電力びパネルに表示されているワット数を超えるよ^ 
うな電気器具（暖房、アイ□ン、テレビ、Iスター、ド 
ライヤーなど）は絶対に接続しないでください。機器の故 
障や火災の恐れびあります。 

表示されている消費電力び本機のパネル表示値よ0かな< 
てちテレビ、サブウーファー、パワーアンプ、は接続しな 
いでください。電源を入れたとさや大をな音で再生する場 
合に大さな電琉び流れる場合びあります。 


電源コードのち続 
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基本再を 


アンプか6音を出す〜基本再を〜 


接続した機器を再生するとをの手順です。本機では、 r 音声入力信号の切り換え」(^3已ぺージ)で入力信号を還ん 
で、「1」ス ニン グ モー ドでいろいろな音を楽しむ」 （-3 日ページ)で U ス ニン グ モー ドを選ぶことびをな操作です。 
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ち 

巨 

4 



3 

ち 


1 再生する機器の電源を入れる。 

2 A 歲 相の電源を入れる。 

^ (本体の場合は、 STANDBY/ON を押します。） 

3 再生ずる機器を選ぶ。 

ボタンを押すたびに入力機器び切り換わりま 
G グ A I す(本体の場合は入カファンクション切換ボ 

タンで選択します）。マルチコント□ールボ 
タンで直接還おすることもでをます。巳 D の 
よラに黒い四角枠で表示されている入力は、 
シフトを押しなびらそれぞれのボタン（たと 
えば巳 D を選ぶときは DVD) を押すことで選 
択することびでをます。 

また、必要に応じて音声入力信号の種類を選 
びます。「音声入力信号の切り換ぇ」（^3已 
ページ） 


4 2 ^ 

THX STANDARD ADV. SURR 
〇 〇 〇 

5.DIRECT 


お好みのリスニングモードを愚ぶ。 

本体の場含は LISTENING MODE ボタ 
ンと MULTI」0G で選択します。 

「1」 ス こング モー ドでいろいろな音を楽 
しむ」(一36ぺージ） 


5 再生機器の再生を開始ずる。 


6 


巧 

音置 



( T 肖音) 


音量を調節ずる。 

一80 d 目(最ル値)から+12 d 目(最大値)の 
範囲で調節でさます。 

(本体の場合は、 MASTER V日 LUME で調節 
します） 

一時的に音を消したいとさは消音ボタンを巧 
します。ちラー度巧すか音量を調節すること 
で解除します。 


音量にごいて 

MCACC などにより正確にチヤンネルレベルを浦正した場含、0犯び映画館 
での 再生音量とほぼ同等になります。 

(0 d 巳は大音量です。近隣住宅やルさなお子様などへのご配慮をお願いします） 

I し . 


本機の対応フォーマット 

. デジタル(光/同軸）入出力端子経由の対応信号 

ドルビーデジタル、 DTS、MPEG-2 AAC、MPE 白-4 AAC.WMA 目 Pro、PCM 
(サンプリング周波数:32 kHz、44.1 kHz、 48 kHz、88.2 kHz、 目巨 kHz) 

• HDMI 端子経由の対応信号 

上記のすべて、および DVD オーディオ （ 1目2 kHz 含む） 











基本再を 


青入力信号の胡り換え 


本機では各入力についてアナ□グとデジタルの入力信号を切り換えることができます。 



r . デジタル入力端子および HDMI び割り当てら 
れていない機器の音声入力は、 AN 冉 L 0 白に固 
定されています。 

• US 日入力では ANALOG に固定されています。 

• 非対応のデジタル信号は再生でをません。その 
場合は（アナ□グ接続して）音声入力は、 
AN 冉 LOG を選択してください。 

. カラオケ機器のマイク音声、およびアナログ 
オーディオのみ収録されている LD の音声はデ 
ジタル出力されません。これらを再生するには 
必ず AN 冉 L 曰 G を選択してください。 


^ 再生したい入力信号を選択ずる。 

音声切換ボタン(本体は SIGNAL SELECT ボ 
タン）を押すたびに、じ(下のよラに切り換わ 
ります。ただし 「 HDMU は入力が HDMI 1 ま 
たは HDMI 2 のとさのみ選択でさまず。 

广 AUTO 一 ANALOG 一 DIGITAL 
I- PCM «- HDMI «-1 

• AUT 日にしたときは、 DIGITAL 一 
ANAL 日 G の優先順位で自動的に入力信号 
を選がします。 

• AUT 日が選択されていると CD などの 
PCM 音声を再生したとさに巧の頭が切れ 

ることがあります。その場含は PCM を選択 再 
して <ださい。 生 

• PCM 選択時は、 PCM 音声のみ出力します。 
PCM 音声専用のため、外の信号で 
は音が出ずにノイズが出ることがありま 
す。 

. HDMI 選択時、^ HDMI 音声出力の設定」(^ 

4已ぺージ）で 「 THROUGH 」 を言受定してし^ 

ると、音声は本機からではなくテレビから 
出力されます。 


• 音声切換ボタン(本体は S に NAL SELE 仁 T ボタン)で ANALOG を選 
択した状態で DTS 対応の LD を再生すると、 DTS の原信号びそのま 
ま再生されるため、ノイズび発生します。入力信号は必ず DIGITAL を 
選択してください。 

. DVD プレーヤーの機種によっては、再生でさるデジタ J レ信号に制限び 
あります （ DTS 信号を出力しないなど）。詳しくは、お使いの DVD プ 
レーヤーの取扳説明書をご覧ください。 


ヘッドホンで聞< 



1 へッドホンを PHONES 端子に差し込む。 

差し込むとスピーカーから音は出なくなります。 


• U スニングモードは 「 STEREO 」 または 「Phones Surround 」 のみ選択で 
をます。 

. MCACC は OFF になり、 MCACC インジケーターも消口します。 

. を U スニングモードの効果は2 ch にダウン S ックスされます。 

• へッ ドホンを差し込むとスピーカーから音は出な<なります。ただし、 
MULTI CH IN 入力のとをはヴプウーファーからのみ音び出ます。 

.MULTI CH IN 入力のときは 、 FRONT L / R 端子からの音声のみをヘッド 
ホンから出力します。 

• へッドホンを差し込んでいるときはシステムセットアップを行ラことはで 
さません。 
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基本再を 


リスニングモードでいろいろな音を楽しむ 


巧生機器か日の信号にいろいろな音場効果を加えることびでさます。 




リスニングモードを選ぶ。 

本体の場合 、 LISTENING MODE ボタンを押 
してモードのタイプを逞んでから MULTI 
JOG でモードの種類を選択します。リモコン 
の場合、それぞれのモードのボタンを押して 
モードの種類を切り換えて選択します。 
それぞれの U スニングモードについて下記の 
設定び逞ベます。 


モードのタイプボタン 


HOME 

THX 


m 


映画の再生に適します。デコード処理後 THX 独自巧 
術を付加することで、映画館や収録スタジオの音場が 
巧現されます。 

* THX 卸ま、 「 AV 調整機能」の一部使用び制限され 
ます。 

入力信号や設定により、リスニングモードの選択肢 
び変わります。 


■吕 ch 信号入力時 
□□Pro Logic llx MOVIE 
□□Pro Logic 
Neo : 巨 CINEMA 
THX GAMES MODE 
■5.1 ch 信号入力時 
THX CINEMA 
□□Pro Lo 留 c llx MOVIE 
THX Surround EX 
THX Select 2 CINEMA 
THX MUS に MODE 
THX GAMES MODE 


映画 

ちい映画 

映画 

ゲーム 

映画 

映画 

映画/音楽 

映画 

音楽 

ゲーム 


STANDARD 

SURROUND 


STANDARD 

〇 


サラウンド再生のためのデコードを行います。 

2 ch ソースはマト U ックス‘サラウンド•デコードをします。 

入力信号や設定により、リスニングモードの選択胺 
び変ね0ます。 


■2 か信号入力時 
□□Pro Logic llx MOVIE 
□□Pro Logic llx MUSIC 
□□Pro Logic llx GAME 
□□Pro Logic 
Neo : 巨 CINEMA 
Neo : 巨 MUSIC 
■5.1 ch 信号入力時 
□□Pro Logic llx MOVIE 
□□Pro Logic llx MUSIC 
Dolby Digital EX 
DTS-ES 
DTS Neo :6 


映画 

音楽 

ゲーム 

ちい映画 

映画 

音楽 

映画 

音吗 

映画/音楽 
映画/音楽 
映画/音楽_ 


アクション映画/スポーツ 
S 刊巧画 
ドラマ/ TV 放送 
S ュージカル映画/音楽 
ちい映画/ TV 放送 
映画/音楽/スポーツ 
大編成クラシック 
ル編成クラシック 
ジャズ/アコースティック 


ADVANCED 

SURROUND 


ADV.SURR 

〇 


デコード処理とノ f イオニア独自の技術を組み合わせた 
サラウンド再生モードです。 

数種類からの選択が巧能でず。 

(デコード処理を変更することはできません。） 


ACTION 
SCI - 円 
DRAMA 
MUS に AL 
M 日 NO 円 LM 

7 -D THEATER 
CLASSICAL 
CHAMBER 
JAZZ 


==== = 

d 1 •m 1 ammm _ 

CE ) ® 

lapiEii ムイわな 1 

•, 字, 1 HDD ir~DVD~| 

(££) CD 

turn ■■切 • SBchm f STEREO1 

日，一' —I •- 

W い ■! THy iWJUM) ADV.su 曲 

1 - 

— 1 

o ••— 

で PHASE MCACC 1 S.DIRECT 

o 

Pioneer | 

C AV アンフ） 

1 - 
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基本再を 


モードのタイプ 

ボタン 

概要 

選択肢 

用達 

ADVANCED 

SURROUND 

ADYSURR 

O 


ROCK 

DANCE 

7ch STEREO 

ADV.VIR. SURR. 
PhonesSurround 

音楽 

音楽 

音楽 

映画 

ヘッドホン使巧時 

STEREO 

STEREO 

o 

すべての信号を 2 ch (最大 2.1 ch) で再生します。 

STERE 日烟常ステレオ再生） 

音楽 

AUTO 

SURROUND/ 

STREAM 

DIRECT 

S.DIRECT 

o 

入力信号に収録されたチャンネル数に応じて、再生チ 
ャンネル数を自動的に選択します。 

(工場出荷時は AUTO SURR 日 UND が選ばれていま 
す） 

AUTO SURROUND 
DIRECT 

PURE DIRECT 

すべての ソース 
すべての ソース 
アナ□グ信号 ソース 


より詳しくは「1」スニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」（一103ぺージ)をご覧ください。 


命 命 

HOME THX および STANDARD SURROUND モードにつし、て 

じ(下3つの要素び複雑に関係するため、選択肢は場合によりさまざまに変化します。 

「リスニングモードの詳細と出カチャンネル数の一覧」（一] 03ページ）にその組み合わせ表びあります。 

• 入力信号の種類 

• 接続(設定）したサラウンドバックスピーカーの本数(一74ページ） 

. S 日 ch 処理の設定040ぺージ） 

より詳しくは、 r デジタル音青フォーマッ ト について」(一97ぺージ)をご覧ください。 

. WMA 9 Pr 日 (96 kHz ) 信号入力時 、 HOME THX モードは選択できません。 

• [xiPro Logic は、最大目.] ch までの出力となります。 

• サラウンドバックスピーカーび1本の接続(設定)の場合、已 .1 ch 信号入力時でも [XiPro Logic llx MOVIE は選択できません。 

. へッドホン挿入時は HOME THX モードを選択することびできません。 

ADVANCED SURROUND モードにつし、て 

• WM 冉日 Pro (9 巨 kHzM 言号入力時 、 ADVANCED SURROUND モードは選択でをません。 

• より詳しくは 、 「ADVANCED SURROUND モードの種類と効果」（一104ぺージ)をご覧ください。 

STEREO モードに二)し、て 

• 設定や入カソースにより、サブウーファーからち音び出力される場合びあります。 

AUTO SURROUND/STREAM D 旧 ECT モードについて 

入力信号に収録されたチャンネル数に応じて、再生チャンネル数を自動的に選択します。 

• CD などの2 ch 信号入力時ーステレオ再生 

• Dolby Surround 信号入力時 - ►□□Pro Logic llx MOVIE など 
• デジタル己.] ch 信号入力時一 Dolby Di 旨 ital 、 DTS など 

. 已 .1 ch 再生検出信号付きデジタルマルチ ch 信号入力時一 [XlPro Logic llx MOVIE、Dolby Digital EX 、 DTS-ES 

「AUTO SURROUND 」、「 D 旧 ECT」、「PURE D 旧 ECT 」 の 3 種類について、詳しくは「リスニングモードの詳細と出カチャンネル数 
の一覧」（一103ページ)をご覧ください。 

.PURE □旧 E 仁 T モードでは、 Second 之 one た、らは音が':出ません。 

• PURE D 旧 ECT モードで DVD オーディオディスクを再生すると、チャンネルび入れ替わってしまったり、あるチャンネルだけ音び 
出なくなるなど、正しく再生されないことびあります。その場合は□旧 ECT や冉 UT 0 SURROUND に切り換えてくださし、 


再 

を 
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基本再を 

AUTO SURROUND/STREAM DIRECT 選択時の音の設定や機能巧応表 


政下の表で〇のついている設定や機能は設定されているとおりの内容が対応されることを表しています。〇のつ 
いていない設定や機能は对応されないことを表し、 （） で記載されている内容は強制的にその設定になることを 
表します。 



AUTO SURROUND 

DIRECT 

PURE DIRECT 

デジタル音声信号 
入力時 

アナ□グ 3 ch 信号 
入力時 +1 

Speaker Setting 

〇 

〇 

〇 


Channel Level 

〇 

〇 

〇 

〇 

Speaker Distance 

〇 

〇 

〇 


Acoustic Cal EQ 

〇 

〇 

(OFF) 


Standing Wave 

〇 

〇 

(OFF) 


PHASE CONTROL 

〇 

〇 

(OFF) 


サウンドレトリバー機能 

〇 

〇 

(OFF) 


X-Curve 

〇 

〇 

(OFF) 


サウンドディレイの設定 

〇 

〇 

(Ofr.) 


ノ W ビット/ノ \イヴンプリングモード 

〇 

〇 

(OFF) 


ァナ□ク 'ATT 

〇 

〇 

- 


デュアルモノラル音声の設定 

〇 

〇 

O 


DIGITAL SAFETY 

〇 

〇 

(OFF) 


S 巨 ch 処理/ 

} (—チヤルヴラウンド/ (ックモード 

〇 

(AUTO) 

(AUTO) 


デジタルノィズリダクション機能 

〇 

(OFF) 

(OFF) 


ミッドナイト/ラウドネスモード 

〇 

(OFF) 

(OFF) 


1 ンコント□—ル 

(OFF) 

(OFF) 

(OFF) 


ダイア□グエン/ \ンスメント機旨目 

〇 

(OFF) 

(OFF) 


ダイナミックレンジ]ント□—ルの設定 

〇 

(OFF) 

(OFF) 


Bass Peak Level 

〇 

O 

(OFF) 


SACD ゲインの醜 

〇 

o 

- 


センター巾畐/ディメンションノいラマ/ 
センターイメージの調整 

〇 

o 

O 



*1 アナ□グ信号び DSP を経由しないで直接アンプに入力されるモードです 。 (ANALOG DIRECT ) 


. DIRE 仁 T と PURE DIRE 仁 T モード選択閒ま、 S 己 ch 処理び常に AUT 日に設定 
されるため 、 AUTO SURROUND とはデコード状態び変わることびありま 
す。詳しくは rU スニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧」卜103 
ページ)をご覽ください。 

• マルチチヤンネル信号入力時、すべてのスピーカーから音を出したいときは 
AUTO SURROUND モードにして、 S 己 ch 処理を日 N に設定することをお勧 
めします。 


38 





基本再を 


いろいろな状況に合わせた機能を選が/調舊する 

いろいろなが巧ごとに最適な音場補正の設定を選択する 


「Auto MCACC 」 や 「Manual MCACC 」 であらかじめ設定した音場補正 (MCACC MEM 日 RY ) を選択します。 


巧 

1 THX STANDARD ADV . 扣曲 

〇 , 

PHASE MCACC S . 防 RECT 


ド loneer 

(AV アンフ ；） 



1 MCACC MCACC MEMORY を選ぶ。 

C > 本体の MCACC POSITION ボタンでも選択 

でさます。 

押すたびに MCACC MEMORY び切り換わり 

9 〇 

MCACC MEMORY ] 〜目のいずれかを選択 
しているとさは、 MCACC インジケーターが 
点灯します。 


再 

生 


• スピーカーシステムの 設定はすべての MCACC MEMORY で共通の設定で 
す。 

• 工場出荷時は 「 M 1: MEMORY 1」に設定されています。 

• ヘッドホン使巧時には効果びありません。 


いろいろなが況に合わせた音場補正で最適なサウンドを楽しむ 


MCACC では U スニングポジションにおける音場補正を行ラので、映画を観る位置とゲームをする位置、音楽を 
聴くとさのソファーの位置など、それぞれの U スニングポジションに応じて異なる補正を行ラ必要があります。 
各ポジションであ6かじめ音場補正された、それらの MCACC MEM 日 RY を選択することで、最適なサウンドを 
お楽しみいただ<ことがでさます。 


活用例 

たとえば、1；(下の状況に応じた音場補正をそれぞれの MCACC MEM 日 R 丫へ事前に設定しておさ、 MCACC ボタ 
ンを押して MCACC MEM 日 R 丫ををわせるだけでそれぞれの状況に応じた音場補正が適用されます。 

. 映画はモニターから離れた位置で観たい 
. ゲームはモニターの近くで楽しみたい 

. 普段の U スニングポジションとは違ラ位置のソファーで音楽を聴さたい 

手順 



上記の r 活巧例」と r 手順」を参考にして、様々な音場補正の設定を MCACC MEMORY に保をさせ、名前を変更することびでさます。 
たとえば、同じ U スニングポジションでも 「ALL CH AD 」 UST 」 と 「FRONT ALIGN 」 の EQ 浦正を聞きくらべたいときや、 E 日補正を 
OFF にした状態でも聞いてみたいときは、同じ U スニングポジションでそれぞれの補正を行い 、 「Memory Rename 」 で [ ALL 冉 DJ 1]、 
[ F . ALI 白 N ]、[ EQ . OFF ] と名前を変更します。その後、それぞれの MCACC MEMORY を選択することで聞きくらべることびできます。 
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基本再を 


サラウンド J いックか処理を切り換える 


サラウンドバックスピーカーを接続しているときに、サラウンドバック ch 音声の処理を切り換え、最大で 7.1 ch 
再生か己.] ch 再生かを変更できる機能です。また、サラウンドバックスピーカーを接続していないときは、仮想 
のサラウンドバック音声を創り出します。設定項目はじ(下のとおりです。 

OFF :サラウンドバック ch へのデコード処理は行わず、最大已 .] ch での再生となります。 

AUTO :入力信号の種類と r 目.1 ch 再生検出信号」を検出し、サラウンドバック ch へのデコード処理技術を自動 
選択することで、再生チャンネル数を切り換えます。最をソフトに忠実な巧生となります。 

ON :常にサラウンドバック ch へのデコード処理技術を付加するため、最大の出カチヤンネル数でお楽しみいた 
だけるモードです。 


入力信号、 U スニングモードの種類や組みをわせによって、サラウンドバックスピーカーからの音の出力が異な 
ります。詳しくは「リスニングモードの詳細と出カチャンネル数の一覧」（^1〇3ぺージ)の表をご覧くださぃ。 



1 SBch 処理モードを選択ずる。 

^一一^ ボタンを巧すたびに、日 N と AUT 日と日 FF が 

切り換わります。 


• し^(下のとさは5巨じ11処理モード(バーチャルサラウンドバックモード)を 
切り換えることびでをません。 

.MULTI CH |[\1入力を選んでいるとさ 

.Epeaker Settin 呂」074ぺージ)で、サラウンドスピーカーび N 0 
(無し）に設定されている、またはに u「「Back System 」 （一61ベー 
ジ） で Second Zone . Front 团 - Amp び選ばれているとき 
.「 AV 調舊機能」の HDMI 音声出力の設定び 「 THROUGH 」 に設定され 
ているとさ 

• へッドホンを挿入しているとを 

• STREAM DIRECT モードのとさ （ DIRE 仁 T と PURE DIRE 仁下のと 
さは常に冉 UTO になります） 

. STEREO モードび選択されているとを 
. サラウンドかび収録されていないソース(シーン)では、仮想のサラウン 
ドバックチャンネル音声を創り出すことはでをません。 


再を中にスピーカーの出カレベルを調 



再生している音を聴さなびら、チヤンネルごとに出カレベルを調整でさます。 



ICD^nWI I HDMI 21 I USB I 

い Pod] I HDM11](TUNER I 

矿③編 
が 留ィマ-厨欺 

@ "7ロヴ6厂^3.レト1が-^^ 

® ③ 


，vm 

，ッブイ = ュ . 


j おか 


ぴ 


— —，レビ»|§作—^ 

+| dD 巧 

入力巧«おンみレ 

お勾 


2 

3 


1 

ド V アンプ] 

リモコンをアンプ操作モードにずる。 

2 

CH レベル 

スピーカーの チャンネルを選択ずる。 


5 

ディスプレイに 「L 0. 日 d 目」などと表示されま 
す。巧すたびにチャンネルび切り換わります。 

3 

0 

出カレベルを調壁する。 

-10.0 d 目から +10.0 d 目の範囲内で、 
0.5 d 目間隔で調整できます。 
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基本再を 


な巧を合わせて音の巧ち消しをいを防ぐ (PHASE CONTROL ) 


マルチチャンネル再生する際、 LFE (超低域)信号や各チャンネルに含まれる低音成分はサブウーファーや他の最 
適なスピーカーに振り分ける処理がされます。しかしこの処理には原理上、位相がズレてしまラ周波数(群遅延） 
が発生し、低域だけが遅れて聞こえたり他のチャンネルとの干渉により低音の巧ち消しをいが発生してしまうな 
どの問題があります。本機では 、 PHASE C 日 NTR 日 L モードを日 N にすることで、原音に忠実な力強い低音を再 
現でさます。工場出荷時は日 N に設定されています。通常は日 N でのご使用をお勧めします。 

(位相とは2つの音波の時間的関係を表しています。2つの音波の山と山がをっている状態を位相が合っている、 
をっていない状態を位相がズレていると言います。） 


PHASE CONTROL OFF 


PHASE CONTROL ON 



音源 


フ□ントスピーカー U スニング 


づり)’||‘\六-‘-- 
づ。)’1/レ- 

サブウーフ アー 


ポジシヨン 

1 

タイミングび 
遅れて打ち消し 
合っている状態 




• U ズムびぼやけ T はっきりしない 
• 低音の量感び失われている 
• 楽器の I 」ア I 」テイびない 



音源 


フ□ントス ピーカー 


嘴 ‘'V 一 

サブウーファ- 


U スニング 
ポジション 


:場(お 


本来の音色び 
聞こえる状態 


• U ズムびはっさ0する 
• 低音の量感び失われない 
• 楽器の U ア U テイを感じる 


再 

を 



I PHASE CONTROL モードを ON にず 

^一^ る。 

ボタンを押すたびに、日 N と OFF が切り換わ 
ります。 

命 

• PHASE CONTR 曰 L 機能はへッドホン使用時にも効果びあります。 

• サブウーファー本体に PH 冉 SE 切換スイッチびついているとさはプラス側 
CCT 偵り）に言受定して < ださし、。ただし、本機の PH 冉 SECONTR 曰 L を ON にし 
てち効果び分かりにくいとさは、サブウーファーの固体差び考えられますの 
で、効果の大さいちを選んでください。また効果びわかりにくいとをはサブ 
ウーファーの向き、場所をかしずつ変えてみることちお勧めします。 

• サブウーファー巧蔵の Lowpass フイルタスイッチを日 FF にしてください。 
OFF にでさないサブウーファーは高いカットオフ周波数に設定してくださ 
い。 

• スピーカーの距離を正しく設定しないと 、 PHASE CONTROL の効果び正 
し < 出ない場をびあ0ます。 

• 政下のときは PHASE CONTROL モードを ON にすることびできません。 

.PURE DIRECT モードびオンのとさ 
.MULTI CH 1[\1入力を選んでいるとさ 

•「 AV 調整機能」の HDMI 音声出力の設定が 「 THROU 白 H 」 に設定されて 
し1るとを 
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基本再を 


便利な音声再をのための機能 

かをな音でも聴き取りやずく する(ミツ ドナイト/ラウドネス) 


MIDNIGHT :夜間などのル音量再生では、音の響きが不足したり、微ルな音やセ U フが聴こえにくくなります。 
小さな音でち映画や音楽の微ルな音やセ U フを聴き取りやすくする効果があります。 

LOUDNESS :低域-高域のレベルを自然に調整するため、ルさな音でも音楽を聴き取りやすくする効果があり 
ます。（フ□ント ch のみ有効） 


[dVO I r tv I I DVR リ 

pSTDffEl [NbMl 21 L りか I 

〔‘PodJ (hdmm| [ tuner] 


’⑤咖•⑤胖 


—わ巧仆, 

包再期 S 


@ 


1 | AV アンプ I リモコンをアンプ操作モードにする。 


2 ミッドナイトリスニング/ラウドネス 

モードを ON にする。 

ミがィト/ ボタンを押すたびに、ムツ下のように切り換わ 
(6 ) り、それぞれのインジケーターび点灯しまず。 



—► MIDNIGHT - ► LOUDNESS — 

- M/L OFF ◄ - 


r. 音量に含わせて効果ち自動調整されます。 

• じ(下のときはミッドナイト/ラウドネスモードを曰 N にすることびでき 
ません。 

.MULTI CH IN 入力を選んでいるとを 

. リスニングモードび H 曰 ME THX モードまたは STREAM DIRECT 
モードのとを 

.「 AV 調整機制の HDM 暗声出力の設定び 「 THR 日 UGH 」 のとき 


せる(タイアロヴェン八ンスタント) 


音に定位感を持たせることで映画/ドラマのセ U フや音楽のボーカルを際立たせ、より聴き取りやすい音にしま 
す。 


ICPHTAPtl IHDMI2I I USB I 
[iPod I [hDMI 11 I tuner] 


，©瞬③輪 
がマ—が微‘ 


@ 

く1リ1。げ V 食 


1 | a ^ リモコンをアンプ操作モードにする。 

2 ダイア□グエンハンスメント機能を ON 

© ダィァ□グ E にする。 

I ボタンを巧すたびに、 ON と OFF び切り換わ 

ります。 



• 政下のとをはダイア□グエン A ンスメントモードを曰 N にすることびでさ 
ません。 

.MULTI CH IN 入力を選んでいるとき 

. U スニングモードび HOME THX モードまたは STREAM DIRECT 
モードのとさ 

. rAV 調整機能」の HDM 暗声出力の設定び 「 THR 日 UGH 」 のとき 
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基本再を 


青を聴を取0やすくする(サウンドレトリバー) 


MP 3 などの圧縮音声は圧縮処理される際、肖り除されてしまう部分が発生します。サウンドレト U パー機能では、 
DSP 処理によってその削除されてしまった部分を補い、音の密度感、抑揚感を向上させます。 
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基本再を 


音声や映像の調舊機能 〜 AV 調整〜 


ここでは1；(下の表にある r 設定項目」をお好みで設定します。それぞれの機能の内容をご確認のラえ、お好みで設 
定する項目を選んで設定を行って<ださい。 


I比 I I W わ I テレ taw 

〔 DVD I 〔 TV I I DVR1 j I J 

ICMflUPtl IHPMI2I I USB I 

[j Pod I [hdmuI [tunerI — 

の，"-，⑤麵•卸常 

が ’⑤恩がぉ 

, ~ .?-r7D?E. ~~ ^S. レ川 I 卜 ^_ . 

の W 風 

f+10)10 (^0)1 ^ 定)口 

Avm CH レベル 

トツブだユ ー• 夕：:ユー 

2 — 


3 


胃トプかニュ - ■ たュ — 

+ 風 + 

«屋 んか巧》わ-I- S_= - 


已 


け ttH* が!- tJi - 1 - 


[ 入力信号や本機の設定などによって調整をすることびできない項目びあります。1 
その場合は設定頂目として表示されません。 


1 | AV ァン司 

リモコンをアンプ操作モードにずる。 

2 若觸ュ-. 
〇 

AV 調整機能にずる。 

3の 

設定項目を選ぶ。 

の 

Li (下の表の設定項目からお好みで調整したい 
項目を選びます。 

4^ 广 

手順 3 で選んだ項目の調壁を行ラ。 

(3 0 

下の表の設定内容のとおりにお好みで調整 
します。 


AV 調整を終了ずる 


:工場出荷時の設定 


設定 I 頁目 


センター幅の調整 
(□□PLIIx MUSIC 
/ □□PLII MUSIC 時のみ） 
※己 


設定-効まの内容 


センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントス 
ピーカーにどの程度振0分けるかの調整 
(音色の不一致を緩和して、音楽再生に適した 
音場を創り出すことびできます。） 


表示と設定 


• C.WIDTH : 3 
日〜7 

日: センタースピーカーか 5のみ再生 
7: すべて左ちのフ□ントスピーカーに 
振り分け 


ょ"广バ Mn--i ご ■ T mH j ~~ Li lii -1 音場の強さのバランス調整 参 DIMENSION : 0 

.— ■ .ご- - ~^ (お好みの音場を創り出すことができます。） 一3 〜+3まで 

ディメンシヨンの調整 一3:後方の音場び強 < なる 

(□□PLIIx MUSIC +3:前方の音場び強くなる 

/ □□PLII MUSIC 時のみ） 

■* ■口 I … I り rU 。 〔 1 M 日 -ili |-| [に ■ ill. I 前方の音場を左ちに大きく回り込ませ、ヴラウ •PANORAMA : OFF 
1 ，！ ■ - J ンド ch につなげるよラな効果を加える機能(正 OPANORAMA:ON 


パノラマ調藝 
(□□PLIIx MUSIC 
/ □□PLII MUSIC 時のみ） 

T し.. 1 I INGII . : 1 ， 

センターイメージの調整 
(Neo:6 MUS に時のみ） 
※己 


確な定位よりち雰囲気を楽しむための機能で 
す。） 


センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントス ♦ C.IMAGE : 3 

ピーカーにどの程度振0分けるかの調整 日〜]日まで 

(音色の不一致を操和して、音楽再生に適した日:ほぼずベて左ちのフ□ントスピーカ 

音場を創り出ずことびできます。） 一に振 D 分け 


ADVANCED SURROUND 
モードの効果の調藝 
《8 


一に振り分け 

10まにセンタースピーカーわち再生 


現在選択してし)る ADVANCED SUR - •EFFECT : 50 

R 日 UNO の香モードの残響音効果などの調整1日〜目日まで 

(7 ch STEREO のみ90び初期値） 































基本再を 

♦:工場出荷時の設定 


設定 I 具目 設定-効まの内容 表示と設定 


デジタル音声信号への、ダイナミックレンジの}広参!"!旧 ITSMP : OFF 
大と周波数方向の広帯域化をずる機能 OH 旧 ITSMP : ON 

( PCM 16 bit または圧縮音声2日 bit を24 bit 
に再量子化し、データ処理時にサンプ U ング周波 
数を上げることで、より滑日かで繊細な音楽表現 
を巧能にします） 


雑音がをく含まれるソフトのノイズを低減する ♦DNR : OFF 
機能（一4目ぺージの「デジタルノイズ U ダクシ ODNR :日 N 

デジタルノイズリダクション ョン」参照） 

機能 

《1，2, 3, 4 


¥ 山1卜:：：1川"卜> 


U T D T T C M D jiI n C f h. 


八イビット/八イサンプリング 
モード 
《1，4,色 



デュアルモノラル音声の設定 
ぷ1，4 


]+1デュアルモノラル信号入力時、どちらの音 ♦DUAL : CH 1 
声を再生させるかの設定（一4目ページ ri +1 ODUAL : CH 2 
デュアルモノラル信号とは」参照） ODUAL : CH 1 CH 2 (左ち同時再生) 


A PiDr ■ J nc:：T L 


ダイナ s ックレンジコント□一 
ルの設定 

(ダイナ S ックレンジコント □ 
ール対応ドルビーデジタル、 
DTS 信号にのみ効果の） 

《1，3, 4 


音量の最ちルさい部分と最ち大さし^部分の圧 
縮比率の調整 

(ダイナミックレンジを圧縮すると、音量を下げ 
て映画などを楽しむ場合でち、微ルな音び聞き 
取 D やす<な0ますび、大さい音量で楽しむと 
さは、日 F 円こすることをお勧めします） 


• DRC : 日 FF (圧縮無し:高音質再生) 
ODRC : MAX (最大圧縮） 

ODRC : MID 


再 

生 


■*；■:::■ n 。 I 、 C : nT!■. ! J Oh. I 将来のにめの設定— c 弓-。 

SACD ゲインの設定 
《1，4,色 


サウンドディレイの調整 
ぷ1，4 



HDMI 音声出力の設定 


音声全体の遅延時間の調整 
(□ VD ソフトなどで、映像の動きの方びセ U フ 
などの音声より遅れている場合、音青全体を遅 
5せることで、映像の動さと音声とを含わせる 
ことびでをます） 


•DELAY : 0.0 fr 

0.0 frame 〜目 .0 frame まで 

(0.1 間隔） 

-1 frame 二]/30秒 ( NTSC ) 


HDMI IN に入力された音青を、どのように再 
生するかの設定 

「 THROUGH 」 に設定したときは本機か5は 
音が出なくな D ます。 


•HDMI : AMP 

本機と接続したスピーカーで再生 
OHDMI : THROUGH 
HDMI 日 UT と接続したテレビ(プラズ 
マディスプレイなど）で再生 


-11 r-uKiu Hii Mhiii l 外の映憬入力信号を monitor • v.conv : on 

' 、■■しし - III 、 _ " ui-" j 日 UT に対してビデオコンバートする機能 OV . C 0 NV : OFF 

ビデオコンパー ターの 設定 （ソース 機器とテレビモニターを違う種類のコ 

ードで接続していてち、映像を出力することが 
できる便利な機能です） 


± PPT に UIT <|| 0 li . 画面全体の明るさ調整 •BRIGHT : 0 

" - - ~~-—— -10 (暗い）〜+1日（明るい) 

画質の明るさ調整 

( ビデオコンノ夕一設定 ON 時 

のみ） 
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MULTI CH IN 入力では選択でさません。 

U スニングモードび HOME THX モードのときは選択 
できません。 

1」スニングモードび STREAM DIRECTS - ドのとを 
は選択でをません。 

HDM 暗声出力の設定び 「 THROU 白 H 」 のときは選択で 
さません。 

r スピーカーシステムの設定」（一74ぺージ） で、 セン 
夕ースピーカーび NCK 無し）に設定されているときは選 
択できません。 

リスニングでードび PURE D 旧 ECT モードのときは調 
整でさません。 

コンポーネントビデオ入力された映像信号は調整で定 
ません。 

ADV . V 旧. SURR . モードのとをは選択でさません。 


1+1デュアルモノラル信号とは 

モノラルの音声チヤンネルを2つ持つデジタル信号の名称です。 
. 日 S デジタル放送 ( MPEG -2 AAC ) のモノラルの二力国語放を 
や音声多重放送など 

• 二力国語放送などを DVD レコーダーのドルビーデジタル- 
デュアルモノラルモードで録画したをの 
• ステレオの二力国語放送などはデュアルモノラルとは異なる 
フ オーマツ トになります。 

• 録画モードの名称は機器によって異なります。詳しくは DVD 
レコーダーの取振説明書をご覧ください。 


デジタルノイズリダクシヨン 

• し U 下の場をは、曰 N にしてちノイズび十分に低減されないこと 
びあります。 

-突然のノイズ--極端に大さいノイズ 
-高い周波数成分を非常にを<含む信号 
-もともとノイズのみない録音状態の良い信号 
• 各音源に対し、 D に ITAL NR は切下のような改善効果びありま 
す。 

ステレオ再生時 

-アナ□グ入力...10 d 巨 -18 dB 
-デジタル入力 ..... 10 dB 〜1曰 d 巨 
-冉 M / FM チューナー....10 d 巨〜]日服 
- ADVANCED 、 STANDARD 、96 kHz 再生日寺 

. 6 d 巨〜10 d 巨 

. スト U —ムダイレクトモードび曰 N になっているとさや 
HOME THX モードでは使用でさません。 


基本再を 


参：工場出荷時の設定 


設定頃目 

設定-効まの内容 

表示と設定 

:; i ;; し UH i i i Uf 

画質のコントラスト調整 
(ビデオコン/ (—夕一設定 ON 時 
のみ） 

画面の最ち明るい部分と最ち暗い部分との 
明るさの比率調整 

•CONTRAST :0 

-10 让ヒ率最ル)〜+1日让ヒ率最大） 


■も . iJiiir .：ii iS ii. 1 緑色と赤色のバランス調整 ♦HUE :日 

—— ■■… ■■ ————— -10 (緑強調）〜+1日（赤強調) 

画質の色あい調碧※7 
(ビデオコン/ (—夕一設定 ON 時 
のみ） 


1234 已 678 
※※※※※ ※※※ 
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をおな機器の再を 


す。 iPod の画面には 「 Pioneer 」 または レ」 び 
表示され、 iPod 本体を操作することはでさな 
くなります。 

「 Loading 」 表示び消えて 「 Pause 」 状態にな 
りましたら手順3へお進みください。_ 

トツプメニユーを表示する。 

手順2で入力切換ボタンを使用したとさはマ 
ルチコント□-ルボタンのを押して 
U モコンを iPod 操作モードにします。 



4 ^ 再生したいカテゴリーを選んで巧定ずる。 

カテゴ U —はけ下の中から選びます。 

^ 選んだカテゴ U —の1」ストび表示されます。 

Playlists 
Artists 
Albums 
Son 呂 s 
Genrss 
Composers 
Shuffle Songs 


または 


O トップメ ニュ- 

O 


-D @ 


〔 DVD I 〔 TV I [DVR1 J I ] 
[CD-H'raPE] |_HDMI2{ |_ USB | 

[hDMIi] 「tuner I を V7 ン 71 


’ •===1 



機器の接続を行ラ場合には、必ず電源を切り、電源コードをコンセントか5巧いてください。 


-Jf 

™ 關 
1301 1 I 

3 

S 圆 
m こ!阐 
顆圆 

ICOMPOMEKT WDEOI 

w 


m 



本機と iPod を接続する。 

接続をに本機の電源を ON にします。 


再 

生 


2 


[ 


] 


A * 切巧 


入力を riPodJ にする。 

デイスプレイに 「 Loading 」 と表示され 、 iPod 
び正しく接続されているかどラかお認しま 


iPod をつないで再をする 


本機と iPod を接続して、 iPod の音楽を本機で楽しむことがでさます。接続には付属の 「 iPod ケーブル」 （ JCA - 
IP 1] 己）をお使いください。接続するときは必ず iPod 本体と接続してください。 DockOPocI の充電などができる 
アクセヴ U —スタンド)経由で接続すると、本機能はご使用になれません。 

卜 す 

• 本機は、第兰世代政降の iPod ® や iPod miniJPod Photo の音声に対応しています。 

• 本徽ま、 iPod アップデーターに004-10-20」^^降のパ‘ージョンでご使巧ください。 

. 本機での表示は英数字のみとなります。英数字 U (がの文字び iPod に記録されている場合、その文字は「#」で表示されます。 

. iPod は、著作権のないマテ U アル、または法的に複製•再生を許諾されたマテ U アルを個人び私的に複製•再生するために使巧許諾 
されるをのです。著作権の侵害は法律上禁止されていまず。 

. パイオニア製品から iPod のイコライヴを操作することはできません。本機に iPod を接続する前に、 iPod のイコライヴを r オフ」に設 
定することをお勧めします。 

• 本機と iPod を組み合わせてご使用の際、 iPod のデータに不具合び生じてち、データの補償はいたしかねますのであらかじめご了承 
<ださい。 
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をおな機器の再生 



5 

< 3 ® 0 > 


の 


再生したいリスト（ジャンル、アルバム 
など）を選んでミ夫定する。 

和-►ボタンでリストのページを切り換え、 
t ♦ボタンでリストを逞択します。 


6 手順己を繰り返して、聞きたい巧を再生する。 

本機の U モコンでも!;(下の操作びでをます。 


ボタン 

機能 

ボタン 

機能 

ボタン 

機能 

の 

再を 

の 

停止 

QD 

一時停止 

田 

田 

早送り/早戻し 

(S) 

頭出し 

風 

U ピ^卜再生の 
設定 


シャッ7ル再生の 
設定 

<S) 

FL 表示部の変更 

Q 8 

リスト画面 
のページ送り/戻し 

( W る 1 

ぴ 

前のメニユーに戻る/ 
再生醒をリスト画 

0 

リストの選択 
(再生画面では再生 

厢生中はプレのスト 
の頭出し） 

に切り換える 

または一時停止） 

な 

目的の U ストまで 
カーソルをスク□ール 


トップ;>< 立一を 
選択 



の 


iPod のいろいろな再生 


FL 表示部の表示を切り換える 


再生画面のとさに 运 D を押すとしソ下のよラに表示を切り 
換えることびできます。 

— * ffl る * アー ティ ストち 一 

- 残 量 時間表示«—再生経過時間表示^ 

同じ曲や聞いているリストを繰り返し聞く 
( U ピート再生） 


リピート再组ま、次の中から選ぶことびできます。 


STb み 
巧疋 

リピート再生の内容 

1曲 

再生中の巧を繰り返し再生します。 

すべて 

再生中の U ストを繰り返し、再生します。 


ボタンを押すたびにのように切り換わります。 

I -» オフ -» Iffi -1 


I -ずべて«-1 

いつもと違う曲順で聞く（シャッフル再生) 


シャッフル再生は次の中から選ぶことびできます。 


STb 申 
巧疋 

シャッフル再生の内客 

巧 

再生中の U スト内の曲をシャッスレ再生します。 

1アルバムアルバムをランダムに選び、そのアルバム内の1 


巧を順番通りに再生します。 


@ボタンを押すたびに m 下のように切り換わ0ます。 

- * オフ - 》巧 - 

- アルバム * - 

プレイリストを選んで再生する 
(プレイ U スト-スキップ） 


iPod のプレイ U ストか 5 聞さたいプレイ U ストを再生し 
なび5選びます。 

1. プレイリスト巧の先頭のプレイリストを再生しなが 
5 選びまず。 

再生画面び表示され、 iPod び再生されているとさ 
に、和-►ボタンを押すとプレイ U スト巧の先頭のプ 
レイ U ストを再生します。 

2. 聞きたいプレイリストを探しまず。 

和ーボタンを押して、聞さたいプレイ U ストを選 
ぶ。 

和：前のプレイリストを選ぶとき 
-► :後のプレイリストを選ぶとき 


iPod は、米国および、他の国々で登録された Apple 
Computer , Inc . の登録商標です。 


トップ><ニユー rl~Shuffle Son 旨 S 」 を選択すると、自動で 
シャッフル再生を r 巧」に設定し、再生を開始します。 
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HDM 网応 モニター 
(プラズマディスプレイなど） 


HDM 闲応機器を再生する 


-D @ 


L 化I 四巧 T1 ，レり肝 

〔 DVD I 〔 TV I 〔柳 1 ] I ^ 

[p-VnK{ |_HDMI2{ |_ USB | 

—[tuner] IAV? ン 3 

’⑤…•⑤叫 


為 HDMI 入力1または吕を選ぶ。 


または 

[HDMI 2 J 
I HDM 1 1 I 


本体の入カファンクシヨン切換ボタンでち選 
ぶことがでさます。 


冉 V 調整機能の 「 HDMI 」 設定で ITHROUGH 」 に設定すると HDMI 
音声をテレビ(プラズマディスプレイ）から直接出力することびで 
をます。 

テレビ(プラズマディスプレイ）に映徹び何ち出ないとさは対応機 
器とテレビの設定を合わせてください。それでも映像び出ないと 
さは、他の映徹コードで接続して < ださい。 


HDMI IN に入力された映像信号にはビデオコンパ'-夕一機能が働きませんので、必ず HDMI 日 UT か 6 HDMI 巧 
応のプラズマディスプレイなどに接続してください。 




圆 


[n 


s ’ 參…痴|胸善 


tei 




再 

を 


本機は HDMI 機器との接続を目的として設計されています。 
DVI 機器に接続した場合、 DVI 機器によっては正常に動作し 
ない場合びあります。 

本機の HDMI インターフェースはけ下の規格に基づいて設計 
されています。 

• High-Definition Multimedia Interface Specification 
Version 1.2 

Hinmr 

HIQH-OEFINITION MULTIMEDIA INTERFACE 

HDMI 、 HDMI □づ及び High-Definition Multimedia 
Interface は HDMI Licensing LLC の商標文または商標登録 
でず。 


をおな機器の再を 


HDMI 伝送で高品位な音声と映像を再をする 


HDMI とは Hi 宫 h-Definition Multimedia Interface の略です。パソコンディスプレイなどで使われている DVI 
(Digital Video Interface) 端テを拡張した、次世代テレビ向けのデジタルインターフエースの規格です。 HDMI 
対応機器と HDMI 対応のプラズマディスプレイなどを接続することで、圧縮されていないデジタル映像と音声（ド 
ルビーデジタル、 DTS、MPEG-2AAC、 または U ニア PCM) を 1 本のケース レで 伝送できます。接続には HDMI 
ケーブルをお使いください。 

^ HDMI 対応機器の HDM 喘子の規格びパージョン1.0のものでは、 DVD 才ーディオ信号を伝をすることはできません。 | 


HDM 關応機器を接続する 






〇 

1 

m 

雜 

〇 

雜 

雜 

雜雜 

§# 

## 

馨參 

## 

## 
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をおな機器の再を 


USB メモ IJ 一の再を 


USB メモ y —を再をする 


お手持ちの US 目>(モ U —を本機に接続することで、 US 目>(モ U —に記録されている音楽ファイルを本機で再生 
することができます。本機ではステレオまたはモノラル音声を再生することができます。 

(-f- 

• 本機で再生でをる USB メモ U - のファイルは、 WMA 、 MP 3、 MPEG -4 AAC のいずれかで、菁作権保護のかかっていない音楽ファ 
イルのみです。 

• 本機とパソコンを US 巨ケープルで接続して音楽ファイルを再生することはで去ません。本機び対応している USB 分モリーは、が付 
バードディスクや携帯フラッシュ><モリー、デジタルオーディオ再生機(ド冉下16、ド冉下32のフォーマットに対応)などの US 日マス 
ストレージクラスに属する機器です。 

• 本機ではすべての US 目メモ U —の再を、および電源の供給を保証できない場合びあります。また、本機と接続したことで、 US 日>^モ 
U —のファイルび万び一損失した場含、当社は一切の責任を負ラことびでさませんので、あらかじめご了承ください。 

• 容量の大きい US 日 ><モリーを接続したとさは、読み込みにを少時間びかかることびあります。 

. 本機は US 日八プには対応していません。 



1 USB ボタン(シフトを押しなび 5 TUNER ) 
ICjI を押す。 

+ 

I USB 」 

I TUNER I 

2 本機の USB 端子に USB メモリーを接続する。 

_ USB 端子はフ□ントバネルにありまず。_ 

3 リモコンの再生ボタンを f 甲して再生を開 
始する。 

ファイルび複数のフォルダーに記録されてしぶ場合は、 
下の例のよラな順まで再生します。このとさ同じフォ 
ルダー内では、ファイル名に従って再生されます。 

例) Li (下のよラなフォルダー構成の場合、フォルダー0 
から已の順までファイル1から8の順に再生します。 





US 目メモリーを抜くときは、本機の電源を切ってから 
抜いてください。 














多彩な機器の再を 




► 

再生を開始します。 

II 

一時停止/一時停止解除します。 


早戻しします 

(2 回押すことで速度び増します）。 

►► 

早送りします 

(2 回巧すことで速度び増します）。 

1〜 

再生中のトラックの先頭に戻ります。 

続けて押すと、前のトラックに戻ります。 

►H 

: 欠のトラックの先頭に進みます。 


USB ERR ( USB エラー）について 


USB ERR と表示されたとさは 1；( 下の内容をご確認の 
うえ、下記の操作を行ってみてください。 




USB ERR 1 

USBy モリーの消費電力が大さずぎます。 

US 巨 ERR 2 

対応していない USB 機器び接続されています。 

US 巨 ERR 3 

「故障かな？と思ったら」 （11 2ページ）を 
ご確認ください。 


• 本機の電源を切ってから、再度電源を入れてみて 
<ださい。 

• 本機の電源を切ってから US 目メモ U —を抜き、 
再度 US 目 ><モ1」一を接続して電源を入れてみて 
<ださい。 

. DVD / LD などの他の入力に切り換えてから、再 
度 US 目入力にしてみてください。 

. AC アダプターが付属されている US 目モ I 」 一を 
お使いの場合は、 AC アダプターを接続して使用 
してみて<ださい 

上記の操作を行ってち USB ERR が表示されるとさ 

は、 US 目メモ U —が本機に対応していないといラ 

ことになりまず。 

再生できる圧縮ファイルについて 


本機では標準的なヴンプ U ング周波数/ビットレートで 
圧縮されたフォーマットの多くに对応していますが、一 
部対応していないフォーマットをあります。本機で対応 
している圧縮フォーマットは攻下のとおりです。 

• MP3 ( MPEG -1/2/2. 5オーディオレイヤー 3) : 
ヴンプ U ングレートは8 kHz 〜48 kHz 、ビット 
レートは8 kbps 〜32日 kbps ( 128げ951^(上を 
推奨)、ファイル拡張子は. nnp 3 に対応しています。 

• WMA (Windows Media Audio ) : 

ヴンプ U ングレートは32 kHz /44.] kHz 、 

ビットレートは32 kbps 〜192 kbps (128 kbps 
上を推奨)、ファイル拡張テは. wma に対応していま 
す （ WMA 日 Pro や□スレスエンコーデイング （ loss - 
less encoding ) には対応していません)。 


• AAC ( MPEG -4 Advanced Audio Coding ) : 
ヴンプ U ングレートは11.02已 kHz 〜48 kHz 、 
ビットレートは1日 kbps 〜32日 kbps (128 kbps 
L 八上を推奨)、ファイル拡張テは . m 4 a に対応してい 
ます（アップル□スレスエンコーディング (Apple 
loss - less encodin 畳）には対応しておりません)。 

[. 著作権保護のかかったファイルは再生することびできません。I 
• 可変ビットレート(V日 R) で圧縮されたファイルも再生できま 
すび、経過時間び正しく表示されないことがあります。 


MPEG-4 AAC について 

AAC とは 、 「Advanced Audio Codin 宫」の略で、 
MPEG -2 、 MPEG -4 で使用される音声圧縮技術に関 
する基本フォーマットです。 AAC データは、作成に使 
用したアプ U ケーシヨンによってファイル形式と拡張 
テが異なります。本機では、 iTunes ® によってエン 
コードされた、お張子が r . m 4 a 」 の AAC ファイルを再ち 
生することができます。ただし、著作権保護のかかっ S 
たファイルやエンコードする iTunes のバージヨンに 
よっては再生できないことがあります。 
iTunes は、米国および他の国々で登録された Apple 
Computer : Inc . の商標です。 

WMA について 


Plays 

Windows 

Media™ 


外装箱に印刷された 、 Windows Media ® の□ゴは、 
本機が WMA データの再生に対応していることを示し 
ています。 

WMA とは 、 「Windows Media Audio 」 の略で、米国 
Microsoft Corp 日 ration によって開発された音声圧縮 
技術です。本機では Windows Media Player によって 
エンコードされた、拡張テが 「. wma 」 の WMA ファイル 
を再生することがでさます。ただし、著作権保護のか 
かったファイルやエンコードする Windows Media 
Player のバージヨンによっては再生できないことがあ 
ります。 

Microsoft ^ Windows Media 、 Wind 日 ws の□ゴ 
は、米国 Micros 日 ft Corporation の米国およびその他 
の国における登録商標または商標です。 
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をおな機器の再を 


マルチチヤンネルアナログ信号を再をする 


ソース機器の巳.1 ch /7.1 ch アナ□グ出力端子と本機の MULTI CH IN 端テを接続して、すべてアナ□グ処® 
の高 SN 比の巧生をすることびできます。 HDMI を使用しないで DVD オーディオや SACD を再生させる場合や、 
本機の対応フォーマット(^34ぺージルソがのマルチチャンネル信号を再生させたいときに効果的です。 


7ルチチヤンネルアナログ接続 



• ソース機器によっては、日.1 ch /7.1 ch アナ□グ出力の各種設定びあるものもあります。出力の日 N / 日 FF 設定は ON にしてください。 
また、出カチヤンネルの設定びある場含は、本機に接続しているスピーカーの数に含わせてください。詳しくはソース機器の取扱説明 
書をご覧ください。 

.MULTI CH IN 端子に入力された信号は本機でダウンミックス処理を行ラことびできません。 


7ルチチヤンネルアナロヴ汚生する 



1 multiCH MULTI CH IN 入力にする。 

ボタンを押すたびに MULTI CH IN 入力と 
- をとの入力とび切り換わりまず。 

.MULTI CH IN 入力での MCACC の各補正は、チヤンネルレベルのみ有効と 
なじます。 

.MULTI CH IN 入力では U (下の機能び動作できなくなります。 

「 U スニングモード」（一36ページ) /「 AV 調整機能」(一44ページ)の一部/ 
「PHASE CONTR 日 L 機能」卜41ぺージ)/「アナログ ATT 」 卜曰3ぺージ ’)/ 
「[ -- ンコントロール」（一43ページ） 


DVD プレーヤーによってはサブウーファーチヤンネ J レのアナ□グ出カレべ J レび 
かさいものびあります。この場合はし乂下の方法で、サブウーファーの入カレベル 
を10服上げることびできます。本機の電源をスタンバイ状態にして、本体の 
S 巨 ch PROCESSIN 白ボタンをホ甲しなびら0 STAND 巨 Y /0 N ボタンを己粗)政 
上押します 。 SW IN +10 d 巨と表示され、入カレベルび10 d 目上びります。エ 
攝出荷時は SW IN 0 d 日に設定されています。元に戻すときは同じ操作を行つ 
て < ださい。 
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いろいろな機能 


録音/録画機器の録音/録画を開始ずる。 

4 録音/録画ずるソースを再生ずる。 

本機の音量チャンネルレベル、 AV オプション機器、サラウンドの設定などは、録音信号には効果びありません。 

市販ソフトの録音/録画は、個人で楽しむ場合を除いて、著作権法上認められていません。また、コピーガード信号により録音/録 
画のでさないをのちあります。 

デジタル録音について、ソフトによってはコピー回数制限のあるちのびあります。詳しくは録音機器の取扱説明書をご覧ください。 
MCACC 測定中は、録音/録画を行わないでください。 

MULTI CH IN 端子に入力された音声は、フ□ントし R の2 ch のみ録音することびできます。 


アナ□グ音声信号が過度に入力され（フ□ント表示部の OVER インジケーターが点灯して)音が歪んでしまラとき、 
入力信号レベルを下げて歪みを低減することがでさます。 


1 斬ァンプ] アンプ操作モードにずる。 

2 でがアナ □ グ ATT ボタンを f 甲ず。 

^ 押すたびにインプットアッテネーター機能の日 N と日 FF び切り換わり、日 N のときに ATT 
インジケーターが点灯します。 


ち続した機器間で録音/録画をする 





SELECT 

1 ^^ 


入力信号を^ずる。 

デジタル録音するとをは、 DIGITAL を選 
おします。詳し<は「音声入力信号の切 
り換え」（一3已ページ)をご覧 < ださい。 


本機を通して録画/録音を行ラ場合、双方の機器は同じタイプのコードで接続されている必要があります。 
録音/録画端テには、音声のアナ□グ/デジタル、映像のコンポジット / S ビデオ信号の間の相互変換を行っていな 
いため、接続コードを一致させてください。 


[L ' ~~ i J. I~~1 X ' ~~ ' ± ' ~ ' i 


録音/録画するソースを選ぶ。 


応用操作 
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いろいろな機能 


映像信号を切り換えて再をする（ビデオ七レクト機能) 


ビデオセレクト機能は、お好みの音楽ソースを聴きなびら別の機器のビデオ映像などを同時に見ることびできる 
機能です。 


1 音楽ソースを再生ずる。 

_ r アンプから音を出す」-^34ぺージ_ 

2 斬ァン9 リモコンをアンプ操作モードにする。 

3 映像のみを再生したいビデオ入力を選択する。 

^ ボタンを押すたびにじ(下のよラに切り換わりまず。 

P DVD 一 TV 一 DVR 1 — I 
— OFF ^ VIDEO ^ DVR 2 ^ 


4 手順3で選択したビデオ入力機器を再生ずる。 

「アンプから音を出す」一34ページ 


. ビデオセレクト機能は、本機の電源を切ったり、入カファンクションを切り換えると設定び解除されます。 
. HDMI 入力の映傲を選ぶことはでをません 


フ□ントパネル表示部の明るさを調壁する 


フ□ントバネル表示部の明るさを4段階に調整ずることびでさます。 


1 阿ァン3 アンプ操作モードにする。 

2 風ディマ-女巧®明3刘こ調®す3。 

^ 押ずたびに表示部の明るさび4段階で切り換わります。 


. 明るさを一番暗い設定にしたときは、ボ I 」ューム表示と STANDBY インジケーターを残して、すべてを消口します。 

. 設定した明るさにかかわらず、何かの操作をしたとさや、入力信号のフォーマットび変わったときなどは明るく点灯し、数秒棲に元 
の明るさに戻ります。 

• エラー表示や禁止メッセージは、この設定にかかわらず明るく表示されます。 


ス U —プタイマーを設定する 


1 防を^ アンプ操作モードにする。 


' W ' J づスリ-プボタンを巧してタイマ-を設定する。 

^ 押ずたびにス U —プタイマーの時間び下のよラに切り換わります。 

ス U - プタイマーび設定されると SLEEP インジケーターび点なします。 



SLEEP 30 min 
— OFF ◄— 


-► SLEEP 60 min 
SLEEP 90 min 卜 


ス U —プタイマーを設定したあとにスリープボタンを]回巧すと、残り時間び表示でをます。 
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いろいろな機能 


U モコンの状態確認ボタンを押すことで、じ(下の情報を確認することびできます。確認は OSD 画面(テレビ画面) 
と本体のディスプレイの両方に表示されます。八下の情報は各入力ごとに確認することがでさます。 


d I I MINI 

® C0 

_ _ I ■— 止 II 山-ホが (I 

• , ,■ I HDD ir~PVP~l 

O CD CiEH®. 

[ttlinR| "IMK SBchlM STEREO 



Pioneer 

C AV アンプ） 


ディスプレイ 


SIGNAL SELECT 

* 

S 目 ch 処理モード 

♦ 

サウンドレト U バー機能 

* 

ビデオセレクト機能 

* 

MCACC POSITION 


1 

が態確認 

設定内容を確認する。 

OSD 画面とディスプレイに上記の情報び 
表示されます。ディスプレイは3秒ごとに 
切り換わって表示します。 

な - 

ステータス表示中にボタンを押ずと、通常表示に戻りまず。 

- 'J 


OSD の表示例 


1 STATUS 1 

1 DOLBY DIGITAL 

3/2.1 I 

1 PCM 96+DOLBY PLII MS 1 

Signal Select 

AUTO 

SBchProcessing : 

OFF 

Retriever 

ON 

Video Select 

DVD 

MCACC Position : 

M1 


再を中の音声や設定内容を確認する（ステータス画面) 


応用操作 
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いろいろな機能 


スピーカーシステムを切り換える 


スピーカーシステム A / B を切り換えると、再生されるスピーカーが切り換わります。必要に応じて使用するスピー 
カーシステムを選択してください。 


に I 


□ 


〇 〇 运 軒'.,. ■，嗦圖 


1 SPEAKERS スピーカーシステムを切り換える。 

(U) サラウンドバックシステムの設定(一61ぺ一 
ジ)によって選択でさるモードび換わります。 
ボタンを押すたびに、じ(下のように切り換わ 
ります。 

「Normal ( S 目)」に設定している場合 

I- ► ON — ► OFF —I 


な —— 

へッドホンを PHONES 端子に差し込んでいる間は 
自動的に OFF に切り換わります。（ただし 、 Second 
之 one に設定されているときは、スピーカー端テ图か 
日は音び出ます。） 


rSecond Zone 」 に設定している場合 


AON 

OFF 


B(2nd Zone) 
A+B ON 



[ Front 目 i - Amp 」 に設定している場合 



OFF 



各スピーカーシステム選択時の出力音声について 


「Normal ( SB )」 に設定している場を 

A ( SP ^ A ) :すべてのスピーカーか6出力されます。 

「Second Zone 」 に設定している場含 

A 但 P ^ A ) :スピーカー端子回に接続されたスピーカーから出力されます。（サラウンド再生が巧能です。） 
目 （ SP ►目） :スピーカー端子国に接続されたスピーカーからのみ出力されます。 （2 ch ステレオ再生のみ巧 

能です 。 ）MULTI CH IN では音が出力されません。 

A+B ( SP ^ A 巨）：上記 A ( SP ^ A ) と目但 P ^ B ) の音声が同時に出力されます。 

[Front Bi - Amp 」 に設定している場合 

A+B ( SP ^ A 目）：すべてのスピーカーか6出力されます。スピーカー端モ国から出力される音声はスピーカー 
端子囚のフ□ント出力と同じ音声です。 


上記の全設定共通 

OFF ( SP ^ ) : スピーカーから 出力されません。 

(プ U アウト端テか6は常に音声が出力されているため、サブウーファーからは音が出る場を 
があ0ます。） 
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設定頂目一覧 


本機で設定でまること 


本機のシステムセツトアップで設定できる全項目です。 


システムセットアップ項目 

詳細項目 

内容 

参照 

ぺージ 

1 

Auto MCACC 
(サラウンドの自動設定） 

ALL / ALL(Keep SPsettin 邑） 

音場補正の全項目を自動測定 

12 

Speaker Setting 

スピーカーシステムの自動設定 

60 

Channel Level 

スピーカー出カレベルの自動設定 

60 

Speaker Distance 

スピーカーまでの距離の自動設定 

60 

Ago Cal EQ Pro . 

残響を考慮した周液数特性の自動補正 

60 

Acoustic Cal EQ 

间渡数特性の自動補正 

60 

2 

Surr Back System 
(サラウンド/ (ツクシステムの設定） 


SPEAKER 回端子の用途設定 

巨] 

3 

Manual MCACC 

(詳細なサラウンドの設定） 

a 

Fine Ch Level 

备チャンネルの出カレベルの微調整 

62 

b 

Fine SP Distance 

备スピーカーまでの距離の微調整 
(最適なディレイ値の詳細設定） 

63 

c 

Standing Wave 

定在液制御 

64 

d 

EQ Adjust 

補正カーブの調整 

65 

巨 

EQ Professional 

1 

Reverb Measurement (残響特性の測思 

巨巨 

吕 

Reverb View (残響恃おの表示） 

3 

Reverb Output PC (残響特性の PC 表示） 

4 

Advanced E 日 Setup 
(残響特性を考慮した音場捕正） 

4 

Data Management 
(MCACC MEMORY の 
データ管理） 

a 

MCACC Data Check 

MCACC メモリーの確認 

71 

b 

MCACC Data Copy 

MCACC メモリーのコピー 

72 

c 

Memory Rename 

MCACC メモリーの名前を変更 

72 

d 

Memory Clear 

MCACC メモリーを消去 

73 

已 

Manual SP Setup 

(聴感によるサラウンドの設定） 

a 

Speaker Setting 

スピーカー接続の有り無し、お域再生 
能力などの設定 

74 

b 

Channel Level 

备チヤンネルの出カレベルを補正 

76 

c 

Speaker Distance 

甚スピーカーまでの距離の入力 
(最適なディレイ値に設定） 

77 

d 

Bass Peak Level 

起お域音亩の設定 

78 

e 

X —Curve 

部屋の大きさに合わせた高域の減衰 
カーブの設定 

79 

f 

THX Audio Setting 

サラウンドバックスピーカー間の距離 
の設定 

80 

6 

Input Setup 
(入力に関ずる設定） 


备入力の音青入力や映像入力の切換、 
入力名の変更 

81 

7 

Other Setup 
(その他の設定） 

a 

SR + Setup 

パイオニアプラズマディスプレイとの 
連動設定 

92 

b 

OSD Adjustment 

メニュー画面の表示位置(上下左ち）調 
整 

83 
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音の詳細設定 


リスニング廣境の設定について 〜ヴラウンド再生のための設定〜 
本機の Advanced MCACC とは 


政下6つの設定(補正)を音場補正と呼んでいます。サラウンド巧生のための設定とは、この音場補正を行うこと 
をいいます。本機のオート MCACC セットアップ機能を使うと、これら日つの設定(音場補正)を自動で行うこと 
がでさます。 

スピーカーシステムの設定 （Speaker Setting) _ 


これはソースに含まれる音声成分のすべてを再生するための基本設定です。この設定び正しく巧われないと、ヴウン 
ドトラックの特定チャンネルに収録された音青び再生されなかった0、低域成分び欠落してしまラ、などの不具合び 
発生する場含びあります。スピーカー接続の有り/無しや低域再生能力などを設定し、上記の問題を回避します。 
スピーカーシステムの設定はすべての MCACC MEM 日 RY に共通の設定となります。 


スピーカー出カレベルの設定 Channel Level) 


u スニングポジションでの香チヤンネルの音量レベルを一定に含わせる設定です。「スピーカーまでの距離の設定」と 
同様に、音の定位感や移動感を正確に再現することび目的です。この設定び正しく行われないと、いわゆる「バランス 
の悪い音」になってしまいまず。これまでは聴感での設定び一般的でしたび、この方法では正確な設定は不可能です。 
プ□のスタジオ-エンジニアは、ミキシング作業前に必ず専用の音圧測定器で測定を行い、バランスの微調整を施し 
ます。本機では MCACC によって、このプ□レベルの精密な調整を誰でも簡単にできるよラになりました。 


スピーカーまでの距離の設定 （Speaker Distance) 


実際には距離を設定することで各チャンネル間の遅延（ディレイ）を算出-補正しています。マルチチャンネル再生で 
は特に重要で、音の定位感や移動感を正確に再現するために必要です。測定巧のマイクを使用した実測では、電気的 
な遅延現象(特にサブウーファーにをく見受け5れる）をち測定します。よって、^ジャーで測った物理的な距離よ0 
大さい値び設定されることわあ0まずび、遅延補正として正しい値になっています。 


定な波制御 (Standing Wave) 


オーディオの世界で問題となる定在波は、音波び壁などで反射し、ちとの音波と干渉することで発生します。定在波 
は特定の低域周波数に極端なピークなどが発生したとさ音質に悪影響をちえますび、定在波制御フィルターを自動ま 
たは手動で設定することで、 U スニングポイントにおいて定在波の影響を受けないヴウンドをお楽しみいただくこと 
びできます。本機の rMulti - Pomt 」 機能では複数のリスニングポイントにおける定在波を測定することわできます。 


巧響特 I 性 (D 巧 !! 定 (Reverb Measurement) 


U ス ニン グルームの残響特性を測定します。本機の MCACC 機能で残響特性を考慮した補正を行ったときとさは、補 
正後の部屋の残響特性を測定することをできます。 

視聴擇境の周波数特性の巧正 (Ago Cal EQ Pro.) 


r 視聴環境の周波数特性の補正」とは、リスニングポイントでの視聴環境 I -ータルの周波数特性化 TF 、 F 特)の補正を 
意昧します。全チャンネルに同じ種類のスピーカーを使用しても、 U スニングポイントでは音色が違って聞こえま 
す。これは、設置場所•設置方法•壁面-内装、など様々な影響によ0実際の F 特び違ってしまラためです。 

本磯の「視聴環境の周波数特性の補正」では、 U スニングルーム固有の F 特まで含めた補正をすることで、香チャンネ 
ルの音のつなび0が飛躍的に向上し、これまでにない実像感や U アルな移動感を再現します。スタジオや映画館など 
においてはこの補正は絶対に夕かせないものです。これびホームシアターとの大きな差でしたび、当社の研究によ 
り、一般家庭環境における F 特の補正には最ち有効であるエンべ□ープ補正方式を採用し、この差を埋めることを巧 
能にしました。また、本機では視聴環境の残響特性を考慮した F 特補正 (Aco Cal EQ Pro .) を標準的に行っています。 
全チャンネルの周波数特性をフラットにする 「ALL CH AD 」 UST 」 と、フ□ントスピーカーの特性に合わせ込む 
「FRONT AUGN 」 の2種類の補正カーブを用意しました。 
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システムをッ トアップ設定の手順 


音の詳細設定 


電源を入れてメニュー画面を開くまでの手順です。ここから各設定の操作に進めます。 



1 AV 7 V 7 

© 

本機の電源を入れ、テレビの電 j 原ち入れる。 

テレビは本機の出力映像び表示されるよラに 
しておさます。 

》アンプ 1 

リモコンをアンプ操作モードにずる。 

3 (記を ) 

システムセットアップにする。 

の 

了レビ画面にシス了ムセットアップび表 TJX さ 
れます。 



システムセツトアップの操作には下記のボタ 
ンを使います。 



設 

定 


ff 

• へッドホン使巧中は、システムセットアップは表示でをません。 

• 約3分間放置するとシステムセットアップ画面には自動的にスクリーン 
セーバー機能び働をます。 

• 入力び iPod になっているときは、システムセットアップを行ラことびでき 
ません。 

• 一度登録した設定内容は本機に記憶されるため、システムを使巧するたび 
に言受定し直す必要はありません。ただし、スピーカーシステムの構成や配置 
を変更したり、新しくスピーカーを追加したときには、設定し直す必要びあ 
ります。 

• システムセットアップ中は電源を切らないでください。電源を切るときは 
システムセツトアップを終了してください。 
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音の詳細設定 


Auto MCACC をより詳細に測定/設定する 


オートセットアップ (Auto MCACC ) の基本的な使用方法は r ホームシアター入門」設定する(一12ペー 

ジ)をご覧ください。 

Auto MCACC のの ption ] を選ぶと、下記の項目をより詳細に設定することができます。 

[Auto ModeJ :どの項目を才ートで設定するかを選択します。 [ ALL ] はすべての項目、 [ ALL(Keep SPsettin 呂)」 
はスピーカーシステムの設定 m 外のすべての項目を、それ政外はそれぞれの項目のみのオート設 
定となります。 [ ALL ] で測定すると [Speaker Settin 宫]が更新されます。リスニングポイントを 
変えて測定したいときには 、 [ALL (Keep SPsettin 畳)]で測定してください。 

riHX Speaker 」 ： （「Auto Mode 」 が [ ALL ] に選択されているときのみ設定巧） 

THX 認証のスピーカーシステムを使用しているときは [ YES ] を選択します。このとき [Speaker 
Settin 卽ますべてのスピーカーが SMALL (ル）になります。 

FEQ TypeJ : (「Auto Mode 」 が [Acoustic Cal EQ ] または [Aco Cal EQ Pro .] に選択されているときのみ設定巧) 
視聴環境の周波数特性の補正を行う際の補正力ーブを選択します 。 [ALL CH ADJUST ] は全チャ 
ンネル周波数特性をフラットに 、 [FRONT ALIGN ] はフ□ントスピーカーの特性にをねせこむ補 
正カーブとなります。 

「 Multi - Point 」 ： （「Auto Mode 」 が [ Ac 日 ustic Cal EQ ] か [Aco Cal E 日 
Pro .] に選択されているときのみ設定巧） 

[日 N ] にすることでメインの U スニングポジションじ(外 
の U スニングポジション （2 力所）の定在波制御 
(Standing Wave ) を行うことができます。設定の手順 
は日 SD 画面に従って、メインポジションでの測定が最後 
になるようにセツトアップ用マイクを設置していきま 
す。 U スニングポジションを1力所でお楽しみいただくときは [ OFF ] にすることをお勧めします。 


, 2力巧目の 3力巧曰の 

Iリスニングポジション IJ スニングポジション 



メイン U スニングポジション 




1 .Auto MCACC Option 



EQ Type : OFF 
Data Save to 


八 ： Return to Auto MCACC 


1.Auto MCACC Option 



! Type 



1 13 ぺージの手順 1 〜 3 までを行います。 

2 [ Option ] を選んでミ夫定する。 

3 より詳細に設定したい項目を選んで設定ずる。 


Auto Mode 

[ ALL]、[ALUKeep SPsettin 畳)]、 
[Speaker Setting]、[Channel 

Level]、[Speaker Distance ]、 
[Acoustic Cal EQ]、[Aco Cal EQ 
Pro .] 

THX Speaker 

[ N 0]、 [ YES ] 


EQ Type 

[ALL CH ADJUST ]. 

[FRONT ALIGN ] 

Multi-Point 

[ N 0]、 [ YES ] 



4 戻るボタンを巧す。 

[日 ption ] の設定画面を終了して Auto MCACC の設定画 
面に戻ります。 

続けて設定を行ラとさは61ページの手順1へお進み< 
ださい。 


「Auto Mode 」 を [ ALL ] または [ALUKeep SPsettin 呂)]にしたときの 「EQ 
Type 」 は [ALL CH ADJUST ] に設定されますび、忙日 Type : FRONT ALIGN 」 
の MEM 日 RY を指定すると]回の測定で [ALL CH 冉 DJUST ] と [ FR 日 NT 
冉 UGN ] の2つの補正を行うことびできます。また、同様に [EQ Type OFF ] を指 
定することで、 EQ 補正のみを巧ねなし宿場補正を行うこともできます。このとき 
は E 日補正と関わる Standing Wave (定在波制御)も OFF になります。 









音の詳細設定 


スピーカーのほ用用透を選択する 〜 Suit Back System 〜 


ここではスピーカー端子画(サラウンドバックチヤンネル)の使用用途を設定します。臥下の項目から選がします。 
[Normal(SB)] :一般的なサラウンドバックスピーカー用（日.1 ch または 7.1 ch システム） 

[Second Zone] : メインの己.1 ch システムの音を、；><インとは別に2 ch ダウンミックスしたステレオ再生用 
[Front Bi-Amp] :フ□ントスピーカーのバイアンプ駆動用（日.] ch システム） 




1 

[2 .Surr Back System ] を選んで巧定ずる。 

「Normal ( S 目)」と ！" Second Zone」、[Front Bi - Amp 」 
の選択画面が表示されます。詳しい説明は上記をご覧く 
ださい。 

2 

[Normal ( SB )] か [Second Zone]、[Front Bi - 
Amp ] のいずれかを選んで決定ずる。 

3 

戻るボタンを巧ず。 

サラウンドバックシステムの設をを終了します。 

[Second Zone ]、[ Front 团 - Amp ] を選ぶと、サラウンドバックスピーカーに 

ついての各種設定を行ラことはできません。 
- 


プ y アウト出力について 

上記設定に連動して、プ U アウト端子のサラウンドバック ch から出力される 
音声びし^下のよラになります。 

[ NormaKS 日)]のとき：サラウンドバック ch の音声 
EeconcI Zone ] のとき：ダウンミックスされた2 ch の音声 
[ Front 团 - Amp ] のとき：フ□ント ch と同じ音声 
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音の詳細設定 


リスニング原境をお巧みに調舊する 〜 Manual MCACC 〜 


Manual MCACC では、設定をより詳細に手動で調整することができます。それぞれの調整を行う前に、リモコン 
の MCACC ボタンまたは本体の MCACC POSITION ボタンで調整したい MCACC MEM 日 RY を選んでからそれ 
ぞれの調整を行ってください。 MCACC MEM 日 R 丫が日 FF になっているとここでの設定を行ラことができません。 


スピーカー出カレベルの微調整 (Fine Ch Level ) 


フ□ント左スピーカーを基準としてその他のチヤンネルレベルを調整します。還択したチヤンネルとそのチヤン 
ネルに巧して最適と思われるをラ1つのチヤンネルからテスト I ンび再生されますので、そのテストトーンど 
ラしび同じ大きさに聞こえるよラに調整します。 

音圧計をお持ちの場合は、音圧レベルを C ウェイト/ス□ーモードで7已 dB SPU こ調整してください。 




1 [3 .Manual MCACC ] を選んでミ夫定する。 

2 [Fine Ch Level ] を選んで巧定ずる。 

スピーカー出カレベルの微調整を行ラ画面になります。 


五 

注意 


テスト!-ーンは大きな音で再生されます。 
MASTER V 日 LUME は自動的に日 d 目にな 
り、テストトーンが巧生されます。 


ゴフ□ント左チャンネルのレベルを調壁してミ夫定する。 

_フ□ント左チャンネルからテストトーンび出力されます。1 

4 調壁したいスピーカーを選んでチャンネルレベル 
を調壁ずる。 

選択したチャンネルとそのチャンネルに巧して最適と思 
ねれるをラ]つのチャンネルから交互にテストトーンび 
出力されます。 

-10.0 d 目から+1 0.0 dB の範囲内で、0.已 d 目間隔 
_で調整することびできまず。_ 

5 戻るボタンを f 甲す。 

スピーカー出カレベルの微調整を終了します。 


サブウーファーからのテスト I -ーンは周波数び低いため、実際のレベルよりち 
ルさく聞こえる場合があります。 
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スピーカーまでの距離の微調整 (Fine SP Distance) 


選択したチヤンネルとそのチヤンネルに巧して最適と思われるちラ1つのチヤン 
ネルからテストパルスが再生されます。その2つのスピーカーに巧して U ス ニン 
グポジションからち図のように向さ、2つのテストパルスの聞こえるポイントが 
中央になるよラに数値を調整します。さらに細かくポイントを中央にしたいとさ 
は、スピーカーの位置を数 cm 単位で動かしたり、向きをかし動かすことでポイ 
ントを中央にすることがでさます。なお、サブウーファーのテストパルスは他 
ch と音色が異なります。サブウーファーの音がはっきり聞こえるよラに調整し 
てください。また、サブウーファーの調整はお持ちのスピーカーの低域再生能力によって、設定値を上下したり 
スピーカーの位置を変えてち聞こえちの変化がわかりにくい場合があります。 





1 [3 .Manual MCACC ] を選んでミ夫定する。 


と [Fine SP Distanc 引を選んでミ夫定ずる。 

_スピーカーまでの距離の微調整を行ラ画面になりまず。 

3 フ□ント左チャンネルのスピーカーまでの実測距 

離を入力して巧定する。 

d 調壁したい スピーカーを 選んで スピーカーまでの 
距離を調壁する。 

選択したチャンネルのスピーカーとちう1つのスピー 
力一からテス トバルスびじ(下のよラに出力されます。 

R - L 
C - L 
SL - L 
SR - SL 
SBL - SL 
SBR-SBL 
SW - L 

0.1 m から 9.0 m の範囲内で、0.1 m 間隔で設定できます。 

’ A テストパルスは大さな音で再生されます。' 

MASTER V 日 LUME は自動的に日 d 目にな 

注意 りテストパルスが再生されます。 

V _ J 

5 戻るボタンを巧ず。 

スピーカーまでの距離の微調整を終了します。 

I テストパルスの聞こえるポイントびどラしてち中央に定位しないとさは、ス] 
ピーカーと本機の、端テび正しく接続されているかを確認してください。 

とび逆に接続されていると中央に定位しません。 
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定を波制御 (Standing Wave ) 


オーディオの世巧で問題となる定在測ホ、音波び壁などで反射し、をとの音波と干渉することで発生します。定 
在波は特定のな域周波数に極端なピークなどび発生したとさ音質に悪影響を与えます。定在波の影響はスピーカー 
の位置や1」スニングポジションによってを変化します。ここでは実際に音楽ソースなどのち生音を聴きなび6、 
定在波の該響を制御します。 




1 [3 .Manual MCACC ] を選んでミ夫定する。 

Z [standing Wav 引を選んでミ夫定ずる。 

_定な波制御のフィルター設を画面になります。_ 

3 [ ON ] を選ぶ。 

[ OFF ] を選ぶと画面上のフィルター設定び消え、定在波 
_制御び OFF になります。_ 

4 「円 Iter ChJ を選ぶ。 

どのチヤンネ j レの定在波を補正するか選ぶことびでさます。 
各チヤンネルごとに用意された、3つのフィルターで定 
在波の影響を制御します。 

[ Main ] :センタースピーカーとサブウーファーじ(がの 
すべてのチヤンネル 
に enter ] :センターチヤンネルのみ 
に U 目 W .] :サブウーファーのみ 

5 フィルター N 0.1か日 N 0.3について、各項目を調 
壁ずる。 

f : さフィ ルターの中む周波数を、己3 Hz 〜 2巳0 Hz の 
範囲で調整しまず。 

Q : 各フィルターの帯域幅を2.□〜 9. 8の範囲内、 0.2 
間隔で調整しまず。数値び大きくなるほど帯域幅はより 
狭くなります。 

ATT :各フィルターの減衰量を、 0.0 d 目〜12.0 dB の 
範囲内、□.已 d 目間隔で設定します。 

(「 TRIM 」 はサブウーファーのレベルを0.0犯〜に祀 
の範囲内、0.已 d 目間隔で調整します。手順4で [SUB 
_ W .] を選んだとさのみ調整することびでさます）_ 

5 戻るボタンを f 甲ず。 

定な波制御の設定を終了します。 
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チヤンネルごとの周波数特性の補正 (EQ Adjust ) 


補正カーブを手動で調整します。下記の調整を行う前に MCACC ボタンでどの MCACC MEM 日 RY の E 日値を調 
整するか選んでおさます。 



'[EQ Adjust ] を選んでミ夫定ずる。 

どの MCACC MEMORY の EQ 値を調整するかの確認画 
面になります。 




[ OK ] を選んでミ夫定ずる。 

巧正カーブの調整画面になりまず。 


A 

注意 


テストトーンは大さな音で再生されます。' 
MASTER V 日 LUME は自動的に日 d 目にな 
りテスト!-ーンが再生されます。 


調整したいチヤンネルを選ぶ。 


調整したい周波数帯域を選んで調整ずる。 

一12.0 d 目から +12.0 d 目の範囲内で、日.己 d 目間隔 
で調整ずることがでさます。 


• 調整中にの VE 阿」がディスプレイに表示されたときは、その帯域 
または他の帯域のレベルび高すざるので、 「 OVER !」 表示び消える 
まで、さまざまな帯域のレベルを下げてください。 

• 「スピーカーシステムの設定 J で SM 冉 LL (ル)に設定されたチヤンネ 
ルは r 已 3 Hz 」 を選ぶことはできません。 

.「 TRIM 」 では、それぞれの帯域を調整することで、変わってしまっ 
た全体的なレベルのバランスを再調整します。 


6 手順4〜己を繰り返して、各チャンネルの周波数帯 
域を調整します。 

7 戻るボタン巧ず。 

チャンネルごとの周波数特性の補正を終了します。 
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の残響特性の測定と残響を m 


した補正に Q Professional ) 


残響特性とは視聴環境における音の響さちのことです。ここでは残響特性の測定と確認、それに適した周波数特 
性の補正などをそれぞれ個別に行ラことがでさます。チヤンネルごとに響さちが異なったり、周波数ごとに響さ 
ちが異なるような視聴環境では [Advanced E 日 Setup ] が特に効果を発揮します。 

残響特性は部屋の形状や内装、スピーカーの設置状況などによって変化するため、この機能は理想的な視聴環境 
を創るための目安としてちご利用いただけます。また、周波数特性の補正後における視聴環境の残響特性をパソ 
コン画面上で詳細に確認することも巧能です。 

[Reverb Measurement] ( 残響測定） 

視聴環境の残響特性をおよそ1〜3分程度で測定します。 

現状の部屋の残響特性を測定するときは 、 [Reverb Measurement ] を選んだあと、に Q 日 FF 」 を選択してか6 
測定してください。 

残響特性を考慮した補正を行っているときは、補正後の部屋の残響特性を測定することをできます。 

その場をは補正した MCACC MEM 日 RY を選び 、 [Reverb Mesuremeni :] を選んだあと、 fEQ 日 N 」 を選択して 
から測定してください。 

[Reverb View] ( 残響確認） 

測定された残響特性の詳細を日 SD 画面にレビ画励で確認することができます。 

[Reverb Output PC] ( 残響測定データのパソコンへの出力） 

測定された残響特性の詳細をパソコンのモニターで確認することができます。 

この機能により、部屋の残響特性を目で見て確認することができるようになります。 

詳しくは[パソ]ンによる残響特性の詳細確副卜7日ぺージ)をご覧ください。 


[Advanced EQ Setup] ( 上級者向け EQ 設定） 

日 SD 画面(テレビ画風に表示される残響特性を参考にしなが6、周波数特性の補正を行うための 
r 時間軸上の位置」をお好みで選択し補正を行います。 


.[Advanced EQ Setup ] は、政前に測定した Auto MCACC (一 12ぺージ）の補正力ーブに上書きしてし 
まいますのでごを意ください。過去のデータを残したいとさは、別の MCACC MEM 日 R 丫を選んでから 
[Advanced EQ Setup ] を行ってください。 

.[Advanced EQ Setup ] は周波数特性の補正についての自動設定です 。 Auto MCACC と違い、スピーカー 
システム、 スピー カーからの距離、 スピー カーの出カレベルについての設定は行いませんので、 [Advanced 
EQ Setup ] を行う前に 「Auto MCACC 」 （一] 2ぺージ)を行うことをお勧めします。 

•「Auto MCACC 」 の[日 ption ] で 、 [Auto M 日 de 」 を [ ALL ]、[ ALL(Keep SPsettin 呂ル [Ac 曰 Cal E 日 Pro .] 
のいずれかで設定したとさは、既に部屋の残響特性の測定から最適な補正時間位置の設定、周波数特性の補 
正を自動的に行い、理想的な視聴環境に補正されています。 


残響特性グラフの見ち 

- 

このグラフは、スピーカーか6—定のテストノイズを出力し続けた時のマイク入カレベルの時間変移をおした 
ちのです。まったく残響がない場含は下図 A のようになりますが、残響がある場合、徐々に音響パワーが累積さ 

れて下図 B のようになります。 


レ < 
ベ 

トレイ 

ベ 

• 低い周波数帯域は群遅延特性の影響で0 [ ms ] 付近の 

’ 立ち上がりが鈍くなる場合があります。 

ル 

ル 

" • 各スピーカーの r 距離と能力の差」による「ディレイと 



レベル差」は、グラフを見やすくするため、補正された 

- 

A 時間 

ちのを表 TJX します。周波数特性 L 関しては補正しない 

B で表示します。 

- 
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Advanced EQ Setup での) i 正時問位置の巧め方 


[Reverb Measurement ] で測定された鶏響特性の詳細 
を参考に、補正時間位置をご自身で選択します。 

まずは [Reverb View ] または [Advanced EQ Setup ] 
の日 SD 画面か 、 [Reverb Output PC ] のパソコンのモニ 
ター画面で特性を確認し、の1〜3のパターンを参考 
に補正時間位置を決めます。 

Acoustic Cal E 日補正では、図1のようにマイク入力の 
データ取得時間び80〜1目日 [ m 引の固定になっています 
び 、 Aco Cal E 日 Pro . では、残響音の悪影響を受けないよ 
うにするため、日〜 8 日 [ m 引の中の ] ポイントに 0 [ ms ] 
幅)を選択でをます。 

各周波数、各チャンネルで、残響特性カーブの形状の差び 
大きい場をは、蓄積された残響音の悪影響を防ぐために、 
早めの時間位置を選おすることで、直接音(初期反射音を 
含む)の不揃いのみを補正することができます。残響カー 
ブのどこかの周波数帯に突発的な変化の無い、早めの時 
間帯(たとえば20〜 40[ ms ]) を選択します。 



この機能は上級を向けの機能になります。補正時間位置 
の設定および Advanced EQ Setup をすベて自動で行い 
たい場合は 「Auto MCACC 」 の[日 ption ] で 、 [Auto Mode 」 
の [Aco Cal EQ Pro .] にて設定してくださし、。 

ケース1 ) 周波数ごとに残響特性が異なる場合 

図3ま、低域び大きく響き、高域はあまり響かないという 
特性の例です。この場合遅い時間帯で補正をすると、低域 
の残響音の蓄積により、 r 低域び大さく、高域びルさい」と 
判断し、 EQ の力ーブは高域を上げ気味に補正します。し 
かし、スピーカーから直接耳に届く約4日 [ m 引政内の特性 
は、高域も十分な音量び出ていますので、遅い時間位置で 
補正してしまうと高域びきつく感じることびあります。 
このような場合、20〜4日 [ ms ] く 5いを指定すると、ス 
ピーカーか5の直接音(颗]期反射音を含む)びフラットに 
な 0 、聴さやすい音場にな 0 ます。 



ケース 2) チャンネルごとに残響特性び異なる場合 

図3は、チャンネルごとに残響特性び異なっている場含 
の例です。このような部屋で AcousticCalE 日補正をす 
ると、スピーカーか5音が放射されてか58日降 
に徐々に各チャンネルの音色び揃ってくるようになりま 
す。一ち、音像の定位感や移動感、音色のつなび 0 は、 
残響音ではな<、各スピーカーか5の直接音(初期反射 
音を含む)に左ちされます。このよラな場をは、 2 日〜 

4曰 [ m 引く 5いを指定して補正をすると、直接音の特性 
び揃った理想的な音場でお楽しみいただけるよラになり 
ます。 



ケース 3) 全体的に残響特性び拟ている場合 

図4のよラに、各周波数、香チャンネルの残響特性び似 
ているよラな場合には、残響特性び悪影響を及ぼすこと 
はありません。この場合は A 巳 0ListicCalEQ(8 日〜1日日 
[ m 引の固定)で補正することをお勧めします。直接音と 
残響音をすべて含んだトータルでの補正び行われ、理想^ 
的な音場空間を再現ずることびできます。 定 


r ハ 匿 

■ - 

n 

1 i - し PQoh/Ft4Ffi 



L 一- -ン / - LSch 高域 


り 

-- —- 

__ RSch 高域 

トィ t Anm が in Cal F0 巧 IF 

---> 


0 Ago Cal EQ Pro. 80 160 時間 [msl 

の補正時間位置 
選巧可能領域 


図4周ミ鐵ごと、およびチヤンネルごとに残響特性び似てしぶ場合の例 



図2周波数ごとに残響特性び異なる場合の例 
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残 B 特せの結果をバソコンのモニター画面で確認したい場合には、測定前にあ6かじめ本機とバソコンを接続ず 
る必要びありまず。使用できるバソコンの環境については70ぺージをご覧ください。 

RS -232 C ケーブルで接続してください。ケーブルはメスーメスのク□スタイプを使用します。詳細はダウン □- 
ドした PC アプ U ケーシヨンの取扱説明書をご覧ください。 , - . 
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1 [ S.Manual MCACC ] を選んでミ夫定する。 

2 [EQ Professional ] を選んでミ夫定する。 

づ [Reverb Measuremen 口を選んでミ夫定する。 

4 [EQ OFF ] を選ぶ。 

残響特性を考慮した補正を行った状態の部屋の残響特性 
を測定/確認したいとさは、あらかじめ補正を行った 
MCACC MEMORY を選んだうえで忙 Q ON ] を還びま 

_す。_ 

5 マイクを接続して巧 響 特性の測定の準備をする。 

-付属の測定用マイクを接続して、 U スニングポジ 
シヨンに設置してください 。 （TV モニターの近くに 
は設置しないでください。） 

-測定中は静かにしてください。 

-スピーカーとリスニングポジシヨンの間にある障害 
_物を取り除いてください。_ 

6 [0 K ] を選んでミ夫定する。 

残響特性の測定になります。測定にはおよそ1〜3分程 
_度かかります。_ 

7 戻るボタンを巧す。 

測定結果を 0 SD 画面でお認するとをは手順8へ、パソ 
コンのモニター画面で確認するとをは「パソコンによる 
残響特性の詳細お認」(一70ページ)へお進み < ださい。 
測定結果を確認せずに周波数特性の補正を行ラとをは手 
_順] 2へお進みください。_ 

8 [Reverb View ] を選んでミ夫定する。 

残響特性の測定結ま確認画面になります。 
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9 


3e2.Reverb View 

M1 : EQ OFF Ch イ • 
正 Fq [ 63Hz] 


周波数- 
チヤンネル- 


9 測定結果を確認したいチャンネル、周波数、周波 
数バンドを選ぶ。 


10 手順9を繰り返して各チャンネルにおける各周波 
数の巧醬特性の測定結果を確認ずる。 


11 戻るボタンを巧す。 

残響特性の測定結果お認画面を終了しまず。 


12 

13 



15 


3e4. Adv. EQ Setup (2/2) 
(a Back ) 

EQ Type 


[ALL 

Multi-Point 
Setting Start? 


CH ADJUST] 




• 残響特性の詳細をご覧になった結果、チャンネルごとまたは周波 
数ごとに響をちび異なるときは手順12へお進みください。 

• 部屋の残響特性を改善したいとさはここで服音材の調整などを見直 
し、視聴環境の整備を行ってください。そのあと、再度その効果を 
確認、することをお勧めします。 

• 残響特性び特にノ（ラつきなく測定されているときは理想的な残響 
特 I まび得られていますので、手順16へお進みください。このとき、 
通常の Auto MCACC 補正を行っていないと周波数特性は補正さ 
れないままですので、 [ E 日 Professional ] を終了したあと、已〇 
ページの手順3の [Acoustic Cal E 日 ] を実行してください。 


1 2. [Advanced EQ Setup ] を選んでミ夫定する。 

補正時間位置を指定する画面になります。 


1 づ補正時間位置を指定してミ夫定する。 

チヤンネルと周波数を切り換えなびら残響特性力ーブを！ 
参考にして、巧正時間位置を指をします。巧正時間位置の こ 
決めちは 「Advanced EQ Setup での補正時間位置の決^ 
めち」卜目7ぺージ)をご覧ください。補正時間位置は各 
チヤンネル、各周波数で共通です。チヤンネルと周波数の 
切り換えは参考にする残響特性カーブの切り換えです。 


0 SD の d 己表示(縦軸の目盛り）は2 d 日ごとに区 
切られています。 


14 必要に応じて 「EQ TypeJ と 「 Multi - PointJ を設定 
する。 

それぞれの詳しい説明は已〇ページをご覧ください。 


15 [ OK ] を選んでミ夫定ずる。 

手順13で違んだ時間帯の音で周波数特性の補正を自動 
で行います。測定にはおよそ1〜4分程度かかります。 


16 戻るボタンを f 甲ず。 

部屋の残響特性の測定と残響を考慮した補正 （EQ 
Professional ) を終了します。 

[MCACC Data Check ] で測定結果を確認できます。 
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パソコンによる残響特性の詳細確認 


残響特性の測定結果をパソコンに転送してご確認いただくには、下の条件を満たしている必要があります。 

パソコン本体 

• 日 S が Microsoft 衝 「 Windows 衝 XP 」、[ Windows ® 20日0」、 「 Windows 衝 Millennium Edition 」、 
「 Windows 衝目8 Second Edition」、[Windows NT ® 4.0 (Service Pack 日)」のいずれかであること。 

• 巳 PU が Pentium 3/300 MHz _ L ^ 上か AMD K 6/300 MHzi ^ Lb (または100 〇/〇互換性のある CPU ) で 
あること 

• 六モ U —が] 28 M 目技上であること 
• 画面解像度が8日 0 X 日日〇ドット L 以上であること 
• インターネットに接続可能であること 

. RS -232 巳ポートを搭載していること ( COM ポートの接続につい口まパソコンの; ><- 力一へお問し冶ねせくだ 
さし'0 

RS -232 C ヶーブル 

• メス-メス：ク□スタイプ(インターリンク、 U バースタイプなど)を使用すること。詳細はダウン□ー ドし 
た PC アプ U ケーションの取扱説明書をご覧ください。 

専用アプリケーション•ソフトおよび専用取扱い説明書 

. 下記 URL でお客様登録をしたあと、ダウン□ー ドのサイトへ進み、ダウン□ー ドしてください。 


ここか6読む場台は68ぺージの手順1〜7を行ってか 51； rF の手 
順へお進みください。 

8 [Reverb Output PC ] を選んで決定ずる。 

ノ くソコンへのデータ転送待ち画面になります。 

g パソコンの電源を入れて専用の PC アプリケーシヨンを 

起動して < ださい。 

PC アプ U ケーシヨンの取扱説明書の指示に従い、データ転送を 
行います。データ送信は10砂程で終了します。 

ノ（ソコン表示用の残響特性データは、再度残響特性の測定を行 
うと上書きされてしまいます。また本機の電源を切ることでも 
残響特性データは;><モ11から消去されますので、測定後はすみ 
やかにパソコンへデータ送信し、保存しておくことをお勧めし 
よ9 〇 

10 戻るボタンを巧ず。 

パソコン への データ転送を終了します。 


最棲に測定した残響特性を表示します。最後び 
「EQ OFF 」 であれば周波数特性の補正前 、 「EQ 
日 N 」 であ机ま周波数特性の補正後の表示をご覧い 
ただけます。 


http://www3.pioneer.co.Jp/ 


9 


Microso 干 t、Windows XP^Windows 
2000 .Windows Millennium Edition 、 
Windows 日 8 、Windows NT は米国 
Microsoft Corporation の米国およびそ 
の他の国における登録商標または商標で 
す。 
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音の詳細設定 


MCACC MEMORY のデータ管理をする 〜 Data Management 〜 


「Auto MCACC 」 や 「Manual MCACC 」 で設定された各種設定内容や設定値を確認、コピー、消去することがで 
きます。また MCACC MEM 日 RY に名前をつけることをできます。 


設定データを確認する (MCACC Data Check ) 


「Auto MCACC 」 や 「Manual MCACC 」 で設定された政下の各設定項目の内容や設定値を確認することができま 
す。 

Speaker Setting :スピーカーシステムの設定 

Channel Level :スピーカー出カレベルの設定 

Speaker Distance :スピーカーまでの距離 
Standing Wave :定在波制御フィルター設定 
Acoustic Cal EQ :視聴環境の周波数特性の補正値 


1 [4.Data Management] を選んで決定ずる。 

Z [MCACC Data Check] を選んでミ夫定ずる。 

確認したい設定の項目の選択画面になります。 

3 確認したい設定項目を選んでミ夫定する。 


4 必要に応じて確認したし、 MCACC MEMORY や Ch 
などを選ぶ。 

ソースを再生しなびら MCACC MEMORY を変えること 
で、さ MEMORY の設を値を確認しなびらそのサウンド 
の変化をお認することびでをます。 

他の設定項目をお認するとさは戻るボタンを押して手順 
_3へ戻ります。_ 

5 戻るボタンを巧す。 

[MCACC Data 巳 heck ] を終了します。 
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音の詳細設定 


設定データをコピー する (MCACC Data Copy ) 


[Auto MCACC 」 や 「Manual MCACC 」 で設定された MCACC MEMORY を他の曰つの MEM 日 R 丫のいずれかに 
コピーすることができます 。 MCACC MEM 日 RY は全部で目つまで設定することができます。 




1 [4.Data Management] を選んで決定ずる。 


么 [MCACC Data C 叩 y] を選んで決定ずる。 

コピーしたい MCACC MEM 日 RY と コピー される 
MCACC MEM 日 RY の選択画面になりまず。 

J コピー したい MCACC MEMORY を選ぶ。 

4 コピー 巧の MCACC MEMORY を選ぶ。 

5 に叩 y ] を選んでミ夫定ずる。 

設定内容の コピーが 開始されます。 

に ancel ] を選ぶと コピー は行われません。 

Copy Complete ! と表示されたら コピー は終了です。 

6 戻るボタンを巧ず。 

[MCACC Data Copy ] を終了します。 


設定データのち前をを更する (Memory Rename ) 


MCACC MEM 日 RYl 〜6の名前を変更することができます。たとえば、映画を楽しむ視聴位置で音場補正を行つ 
たときは 「 MOVIE 」、 ゲームを楽しむ視聴位置であれば 「 GAME 」 のよラに変更することができます。 

変更することができる名前はじ(下の中から選びます。 

[ALL ADJ 1] [ ALLADJ 2] [ F . ALIGN 1] [ F . ALIGN 2] [ EQ . OFF ] [ MOVIE ] [ MUS に] [ GAME ] [ PARTY ] 
[ SOFA ]] [ S 0 FA 2] [ SEATI ] [ SEAT 2] [POSITION 1][ P 0 SITI 0 N 2] 



1 [4.Data Management] を選んで決定ずる。 
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音の詳細設定 



2 [Memory Rename] を選んで決定ずる。 

名前を変更したい MCACC MEMORY の選択画面になり 
よ9 〇 

3 名前を変更したい MCACC MEMORY を選んで名 
前を変更ずる。 

他にを名前を変更したい MCACC MEMORY びあるとを 
_は選んで変更する。_ 

4 戻るボタンを f 甲す。 

[Memory Rename ] を終了します。 


(Memory Clear ) 



目つある MCACC MEM 日 RY の中から必要なくなった MEMOR 丫を消まします。 




1 [4.Data Management] を選んでミ夫定する。 

2 [Memory Clear] を選んで巧定ずる。 

消去したし ^MCACC MEMORY の選択画面になります。 

づ 消去したい MCACC MEMORY を選ぶ。 

4 [Clear] を還んでミ夫定する。 

手順3で選んだ MCACC MEMORY の消去を開始しま 
す。に ancel ] を逞ぶと消去は行われません。 

巳 lear Complete ! と表示されたら消去は終了です。 



5 他にも消去したい MCACC MEMORY があるとき 
は手順2〜4を繰り返します。 

6 戻るボタンを f 甲ず。 

[Data Mana 旨 ement ] を終了します。 
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音の詳細設定 


スピーカーやヴブウーファーの音を調整する 〜 Manual SP Setup 〜 


ru ス ニン グ環境を測定して最適な設定をする (Auto MCACC )」 （一12ページ)でオートセットアップを行った場 
合はすでに設定されています。必要に応じてお好みで再設定できます。 


一接続とほ音再生能力を設定する (Speaker Setting ) 


各チャンネルに接続されたスピーカーの有無や低域再生能力の大ルを設定することで、再生するソースの全音域 
を最適なチャンネルへ配分します。お持ちのスピーカーシステムや視聴環境などに合わせて正し<設定してくだ 
さし、 [ SMALL ] (ル)に設定されたスピーカーがあるとさ、何 Hz 切下の低音域を他のスピーカー(サブウーファーを 
含む)で再生するか、または LFE 信号の何 Hzm 下の音域を再生するかを X . OVER (ク□スオーバー周波数)の設定 
で行います。サブウーファーの再生する音域成分については、7日ページをご覧ください。 



f - ^ 

システムセットアップでほ用するボタン 

System Setup 


I.Auto MCACC 

2.Surr Back System 

3. Manual MCACC 

4. Data Management 


t 設ま J へ t 戻る） 

6.Input Setup 

7.Other Setup 

。： Exit 


AV ァンプ 1 — ► 。一 ► パ C * 定 ））*) ~ ► 广、^ 

、 _^_ 



2 


5.Manual SP Setup 



b.Channel Level 


c. Speaker Distance 

d. Bass Peak Level 

e. X-Curve 

f. THX Audio Setting 


す 、： Return 


1 [己. Manual SP Setup] を選んで巧定する。 


ム [Speaker Setting] を選んで巧定する。 

スピーカーシステムの設定になりまず。 


3 


5a.Speaker Setting 

Front ル 

Center [ SMALL ] 

Surr [ SMALL ] 因 。 gj 

SB [ SMALL x2] 

SUB W. [ YES ] 因 ® 因 

X. OVER [ 80Hz ] 回因 


な それぞれの スピーカーに ついて、それ日のサイズ 

や再生能力に合わせて設定する。 

スピーカーごとにムツ下を選べます。さ項目の意味と設定 
ち法については次ページの説明をご覧ください。 


(THX:ALL SMALL ) 

。： Finish 


. THX 認記の スピーカーシステムを ご使用の際 
は、すべて [ SM 冉 LL ] に設定してください。 

• 工場出荷時、ク□スオーバー周波数は80 Hz に 
設定されています。 

• THX スピーカーを ご使用の場含、 ク□スオー 
バー周波数は 80 Hz に設定してください。 

. それぞれのスピーカーの性能によりまずび、ル型ス 
ピーカーを使用している攝合、ク□スオー/ く一周波 
数は200 Hz に設定することをお勧めします。 


Front 

(フロント） 

[ LARGE ] に MALL ] 

Center 

(センター） 

[ LARGE ] に MALL ] [ NO ] 

Surr 

(サラウンド） 

[ LARGE ] に MALL ] [ NO ] 

SB 

[ LARGEX 2] [ LARGEXI ] 

(サラウンドバック） 

[ SMALLX 2] [ SMALLXI ] [ NO ] 

SUB W . 

(サブウーファー） 

[ YES ] [ PLUS ] [ NO ] 

X . OVER 

[已 OHz ] [80 Hz ][10 曰 Hz ] 

(ク□スオーバー周波数) 

[1 已 OHz ] [200 Hz ] 


4 戻るボタンを f 甲ず。 

Speaker Settin 邑] を終了します。 
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スピーカーシステム設定の目安 


音の詳細設定 


スピーカーシステム組み合せ可能一覧 


Front 

(フロント） 

[SMALL] 

[ LARGE ] 

Center 

(センター） 

[SMALL] [ NO ] 

[ LARGE ] [ SMALL ] [ NO ] 

Suit 

(サラウンド） 

[SMALL] 

[ NO ] 

[ LARGE ] 

[ SMALL ] 

[ NO ] 

SB 

(サラウンドバック） 

[SMALL X2 / XI] 
[ NO ] 

[ NO ] 

[LARGE X2 / XI] 
[SMALL X2 / X 1] 
[ NO ] 

[SMALL X2 / XI] 
[ NO ] 

[ NO ] 

SUB W. 

(サブウーファー） 

[YES] 

[ YES ] [ NO ] [ PLUS ] 


太字：工場出荷時の設定 


[ SMALL ] :低域再生能力び十分ではないル型スピーカー 

(低音域は他の [ LARGE ] スピーカーやサブウーファーか5出力) 

[ LARGE ] :低域再生能力のあるフルレンジ-スピーカー 


[ X 2/ X 1] :サラウンドバックスピーカーの接続本数 (2 本または]本） 

[ YES ] :サブウーファーを接続している場合 

[ PLUS ] :フ n ント/センターの低域成分を、サブウーファーからも同時に出力させる低域の再生量びもっと 

ちをし''モート 

常に (2 ch 再生時でわ)サブウーファーか5低域び出力されるため、量感のある重低音をお好みの 
方にお勧めの設定(詳し < は下図参照） 

[ NO ] :接続していない場を(該当 ch の成分は他のスピーカーより出力） 

サブウーファーの [ PLUS ] は才ートセットアップでは設定されません。お好みに応じて設定を変更してください。 

サブウーファーの再生する音域成分 


設 

定 


フ□ント、センタースピーカーの設定によってサブウーファーの再生ずる音域成分は liTF のよ5になります。 


フ□ント/センター 
スピーカー 

サブウーファー 

LFE (超愤域効果音)成分 

低域成分 

中•高域成分 

SMALL 

YES 

^_ 

_ k . 

イ 

-1-- r 

LARGE 

YES 



LARGE 

NO 



LARGE 

PLUS 

A _ 

^^ 



， ， f 


>サブウーファーの再生音域 
>フ□ント/センターの再生音域 


_ □ C _ 

ク□スオーバー周波数(工場出荷時： 80 Hz ) 

お手持ちのスピーカーに合わせて設定してください 


サブウーファー [ PLU 引に設定した場含、ヴプウーファーの低域成分とフ□ントの低域成分の打ち消し合いび発生し、十分な低音の効 
果び発揮されないことびあります。このような場合は、冉 uto MCACC でスピーカーの距離の設定 (Speaker Distance ) を行い ( 一 ] 2 
ページ）、 PHASE 仁日 NTR 日 L モードを rON 」 にしてくださし'10 4] ベージ)。 

L し -^J 
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音の詳細設定 


テストトーンを聞いて出カレベルを調整するに hannel Level ) 


u スニングポジション(視聴位置)での各チャンネルの音量レベルが一定にそろラよラに調整します。実際に出力 
されるテスト I -ーンを耳で確かめながら手動で各スピーカーの出カレベルを調整します。音圧計をお持ちの場合 
は、音圧レベルを C ウェイト/ス□ーモードで7日 d 目 SPL に調整してください。 

MCACC MEMOR 丫が日 FF になっていると、ここでの設定を行うことはできません。（一3日ページ） 


I System Setup 


MCACC 
Back System 
lal MCACC 


naqement _ 


6.Input Setup 
7.Other Setup 




3 




4 


5b.Channel Level 


L 4 ■•■ぶ 1;1 

c I n ririp 



し 1 U .Uu D 

R [ O.OdB 

CD r A A パ D 


3 回□因 

oK [ U .Uu D 

SBR [ O.OdB 
CDi r n ri/jp 


因 e 团 

OD し 1 U .Uu D 

SL [ O.OdB 

SW [ O.OdB 


图囚 


<rk:Finish 


1 [己 . Manual SP Setup ] を選んでミ夫定する。 

2 に hannel Level ] を選んでミ夫定する。 

_スピーカー出カレベルの設をになります。_ 

3 設定方まを選んでミ夫定ずる。 

[ Manual ] :テストトーンを出力するスピーカーを手動 
で切り換えて調整します。 

[ Auto ] :テストトーンを出力ずるスピーカーび自動で 
切り換わります。 



テストトーンは大きな音で巧生されます。 
MASTER VOLUME は自動的に0 dB にな 
り、テストトーンび巧生されます。 


4 それぞれのチャンネルレベルを調壁する。 

-10.0 d 目から+ ] 0.0 dB の範囲内で、0.已 d 目間隔 
で調整することびでをまず。 

r サブウーファーからのテスト I ンは周波数び低いため、実際のレべ I 
ルよりもかさく聞こえる場合びあります。 


5 戻るボタンを巧す。 

に hannel Level ] を終了します。 
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音の詳細設定 


スピーカーまでの距離を調整する (Speaker Distance ) 


U スニングポジション(視聴位置)か6スピーカーまでの距離を設定することにより、各チャンネルの遅延時間が 
自動的に算出され、 U スニングポジションで適切なサラウンド効果を得ることができます。マニュアルで設定す 
る場をは、それぞれのスピーカーから視聴位置までの距離を測り、ここで指定してください。 





1 [日 .Manual SP Setup ] を選んで巧定ずる。 

心 [Speaker Distance ] を選んで巧定ずる。 

_スピーカーまでの距離の設定になります。_ 

3 設定ずるスピーカーを選んでスピーカーまでの距 
離を設定ずる。 

0.1 m から9.日 m の範囲内で、日.1 m 間隔で設定でをます。 

I サラウンドバックスピーカーを2本接続した場合は、それらの設置 I 
crs 巨刊とに日 U ) および設定をリスニングポジションから等距離に 
I しますと、 THX モードの効果が最大限に発揮されます。_ J 

4 戻るボタンを巧ず。 

Speaker Distance ] 終了します。 
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音の詳細設定 


超ほ域音青のピークレベルを調整する (Bass Peak Level ) 


ドルビーデジタルや DTS などのソフトには超ほ域信号成分 (LFE チヤンネル)び含まれています。この超あ域信号は 
他のチヤンネルより再生レべ!レび大きいため、スピーカーの巧生能力を超えて音卢に歪みび生じることびあります。 
ここでは、 LFE チヤンネルのピークレべ)レを調整して歪みを防止します。 



[一80 dB] に設定される 
と、サブウーファーから音 
は出力されません。 



1 [己 . Manual SP Setup ] を選んでミ夫定ずる。 


'[Bass Peak Level ] を選んで巧定する。 

_超ほ域音声のピー~クレベル設定になります。_ 

づ [Setting Start ] か [Setting Clear ] を選んでミ夫定 
する。 

に ettin 旨 Start] :テストトーンを再生し、設定を行い 
ます。自動的に MASTER VOLUME び一已〇 dB になり 
ます。手順4へお進みください。 

[Setting Clear] :調整された LFE チヤンネルのピーク 
レベルをもとに （OFF に)戻します。手順巨へお進みくだ 
さい。 



4 テスト!-ーンを調壁していき、スピーカーか日の 
音に歪みが生じる手前まで調壁する。 


サブウーファーで [YES] (有り）または [PLUS] び選択さ 
れている場合は、サブウーファーからのみテスト!ン 
び再生されます。 

サブウーファーび[N0](巧し)の場合は、サブウーファー 
LW+ の [LARGE] (ガに設定されているフ□ントまたはサ 
_ラウンドスピーカーからテストトーンび再生されまず。 

5 手順4で調壁した値をミ夫定する。 

MASTER VOLUME び元の位置に戻ります。 

6 戻るボタンを巧ず。 

[Bass Peak Level] を終了します。 

r. 工場出荷時は「日 FF 」 に設定されています。 I 

. サブウーファーに自動スリープ機能びあると动ま、この設定を始める 
前にサブウーファーの電源び入っていることを確認してください。 
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音の詳細設定 


広い部屋での高音域を抑制する ( X - Curve ) 


広い視聴環境では、聴感上高域がきつく聞こえてしまう傾向があります。 X - Curve ( X 力ーブ)は高域に kHz 政上) 
の周波数を減衰させる力ーブで、減衰の傾きは一0.日 dB / oct 〜一3.0 dB / oct (0.5 d 目ステップ)の目種類から 
選択巧能です。政下の表を目安に、部屋の広さや聴感によって、自由に調節してください。 

この補正は 「Acoustic Cal EQ 」 （一目己ぺージ)の補正値には影響しません。 


部屋の広さによる減衰カーブの目安 


部屋のにさ 

〜36 

〜4扫が 

〜日0 m2 

〜72 

〜300 m2 

〜1000 

減衰カープ 

一0.己 d 巨/日 CT 

-l.OdB/OCT 

-1.5 dB/OCT 

-2.0 dB/OCT 

-2.5 dB/OCT 

-3.0 服/ OCT 



[ X - Curve ] を終了します。 


THX モードでは、 X カープと同じよラな、高域を補正する Re - 
Equalization という機能び働く ため、 X 力ー ブの設定は無効になります。 
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音の詳細設定 


サラウンドバックスピーカー間の S 顧!を設定する (THX Audio Setting ) 


THX Ult 「 a 2 規格で新規に開発された ASA(Aclvanced Speaker Array ) 技術を用いた 、 THX Select 2 Cinema 
と THX MusicM 日 de、THX Games Mode に最適な効果をもた 6 すための設定です。サラウンドバックスピー 
カー間の距離(日 m 〜日 .3 m 、0.3 m 〜1 .2 m 、 1 .2 m 政上の3段階）に応じて処理を変化させます。 THX の推 
奨するスピーカー配置は下図のとおりです。 

「Speaker Settin 宫」（一74ぺージ)でサラウンドバックスピーカーを[ N 0]または[ X 1 ] で設定したときは、この 
項目は選択できません。また、 「 Suit Back System 」 （一日1ぺージ)で ！" Second Zone 」 または 「Frant Bi - AMP 」 
を選択したとさち、この項目は選択でさません。 


尸 




System Setup 


システムセットアップで使用するボタン 

I.Auto MCACC 

2.Surr Back System 

3. Manual MCACC 

4. Data Management 


(設定 1 八^^^:^へ (戻る 1 

6.Input Setup 

7.Other Setup 

。： Exit 


AV ァンプ 1 — ► — ► ( ^( みを 3^*) —^ 广、。 

、 _ ^ _ 



2 


5.Manual SP Setup 


a. Speaker Setting 

b. Channel Level 

c. Speaker Distance 

d. Bass Peak Level 

e. X-Curve 



す 、： Return 



1 [己 . Manual SP Setup ] を選んでミ夫定ずる。 

ん [THX Audio Setting ] を選んでミ夫定する。 

サラウンドバックスピーカー間の距離の設定になりま 
ず。 


3 サラウンドバックスピーカー間の距離を選ぶ。 

[0-0.3 m ]、 [>0.3- 1.2 m ]、[1.2 m く]のいずれか 
_を選びます。_ 

4 戻るボタンを巧す。 

[THX Audio Setting ] を終了します。 



80 






入力端子の設定 


リ八け、ル端子に入力した音声/映像信号を設定する 〜 Inout Setup 〜 


を入カフアンクシヨンごとに割り当てる音声信号と映像信号の入力端テを変更することびでさます。ムソ下の接続 
を行ったとをはおずここで設定して<ださし、工場出荷時の設定はち下の表のとおりです。〇は工場出荷時は設定 
されていませんび、割り当てることびでさる入力端テです。 X は割り当てることびでをません。 


. U アバみレのデジタル音芦入力端子に記載された工場出荷時 
の設定と異なる接続をしたとき。 

^デジタル音声入力の設定 ( Di 旨け al In ) 

. コンポーネントビデオ映像入力端子または D 4 ビデオ映像 
入力端テに映像機器を接続したとを。 

ーコンポーネント /[ M ビデオ映像入力の設定 ( Comp / D 4 In ) 








DVD/LD 

COAX 1 X O 

TV/SAT 

OPT 2 X O 

DVR/VCR1 

OPT 1 X O 

DVR/VCR2 

COAX 2 X O 

VIDEO/GAME 

固定 X X 

HDMI 1 

O HDMI-1 X 

HDMI 2 

O HDMI-2 X 

USB 

XXX 

CD 

OPT 3 X X 

CD-R/TAPE/M D 

O X X 

TUNER 

割り当てることが 
でさない入力です。 

MULTI CH IN 

iPod 



2 


3 




• 別の入カフアンクションで、同じ入力端子を還択 
ずることはでさません。同じ入力端子を還んだと 
をは、先に設定されていた入カフアンクションの 
設定び OFF に切り換わります。 

. コンポーネント端子の使用については、 r 映像機器 
の接続について」卜2已ぺージ)をご覧ください。 
• 同じ入カフアンクシヨンで複数の機器を還択する 
ことはでをません。 


システムセツトアップでほ用するボタン 


設 

定 

1[己 . Input Setup ] を選んでミ夫定する。 


' 変更したい入カフアンクシヨンを選ぶ。 


3 変更したい設定を選んで割り当てたい入力端子を 
設定ずる。 

詳しくは前ページの説明をご覧ください。 

たとえば光デジタル端テ （ IN 回）を使って DVD プレー 
ヤーを接続したときは 、 「Digital In 」 のに 0 AX -1] を 
[0 PT -3] に変更します。また、 D 4 VIDEO IN 田に入力 
した映像信号を再をしたいときはに omp / D 4 In 」 の設 
定を [04 In -1] に設定します。 

プラズマディスプレイの映像入力と本機の音声入力を合 
わせたいとさは93ページの r プラズマディスプレイの入 
__力連動設定 〜 PDP In ( SR +) 〜 I をご覽くださし)。_ 

4 戻るボタンを f 甲す。 

[Input Setup ] を終了しまず。 

システムセットアップを終了するとさは、 a 若を押しまず。 
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その他の設定 


ディスプレイに表示をれる入力ちを変更する 


ディスプレイに表示される入力名を変更することびでさます。 DVR / VCR 1 入力を選択ずると、工場出荷時の設定 
では 「 DVR / VCRl 」 と表示されますび、この表示を自由に変更することびできます。たとえば、接続した機器の 
名称 （ DVR - DT 90) などに変更すれば、どこの入カフアンクシヨンにどんな機器び接続されているのかを簡単に 
確認することびでさます。 



2 




4 



5 




1 

[ e.Input Setup ] を選んでミ夫定する。 

2 

名前を変更したいファンクシヨンを選ぶ。 

3 

(▼ Next ) に従って次のぺージを表示させる。 

A ボタンを押してに/ 2) ぺージを表示させます。 

4 

「Input Name 」 で [ Rename ] を選んで決定ずる。 

工場出荷時に戻したいときは [ Default ] を選んで決定し 
も;^ 〇 


5 仁与ボタンで力ーソルを動かしてなみボタンで入 

力する文字を選ぶ。 

入力でをる文字は！;(下のとおりでず。 

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 

abcdefghijkimnopqrstuvwxyz 

0123456789 

! "#$〇/〇&'()*+,-./:;く=>?@[ \ r _{|} 〜（スぺース） 

なみボタンを押し続けると文字がスク□ールします。 


6 手順己を繰り返して入カフアンクシヨン名を入力 
ずる。 


7 巧定ボタンを f 甲して入カフアンクシヨン名をミ夫定 

ずる。 

他にを名前を変更したい入カフアンクシヨンびある場合 
は、手順2〜巨を繰り返します。 


8 戻るボタンを巧す。 

[Input Setup ] を終了します。 

システムセットアップを終了するとをは、 a 若を押します。 
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その他の設定 




OSD (オンスク U - ンディスプレイ)をお持ちのテレビの中央で表おできるように調整します。 OSD に表示される 
システムセツトアップなどの文字び切れないよラにする機能です。 



5 


戻るボタンを f 甲ず。 

[Other Setup ] を終了します。 


















II モコンにぶる他機器の操作 


他機器を操作するための U モコン設定をする 


付属の U モコンを使って、本機政外のパイオニア製品や他社の機器（ビデオデッキ、テレビ、 DVD 、 CD プレー 
ヤーなど)を操作することができます。お手持ちの機器のプ U セットコードが U モコンに登録されている場をは、 
該当するコードを呼び出すだけで操作できるよラになります。また、プ U セットコード非対応の機器でち、その 
機器に付属の U モコンか6直接登録(学習)することが巧能です。 


他機器の U モコン信号を本機の U モコンに呼び出す(プ y 七ットコード設定) 


本機付属の U モ]ンには、複数の AV 機器(他社製品を含む)の U モコン]-ドが登録されてしなす。登録する機器のブラ 
ンド名から検索することが可能です。 

各ボタンの役割は n 」 モコンで他機器を操作する」(一8已ぺージ促ご覧くださし、。 



2 


区 V アンプ] 



ク 


AV アンプボタンを巧しなが日設定ボタ 
ンを巧ず。 

U モコンにに ETUP 」 び表示されます。 
設定を中止するには AV アンプボタンを2秒間 
押し続けます。 


レ〇 rPRESETJ を選んでミ夫定する。 

じ!) 「 EXIT 」 を選んでミ夫定すると設定を終了しま 

のす。 


3 1 の I I DVR2 I テレ taw 

[DVD I I TV ] I DVR1]I I 

[TOOTEl "DM け I |_ USB I 
〔iPod I iHDMij] I tuner] 


o' 


操作したい機器のマルチコント 
□-ルボタンを選んで決定する。 

CD のよラに黒い四ち砕で表示され 
た機器はシフトボタンを押しなびら 
選びまず(例： CD を選ぶときはシフ 
卜と DVD を押す）。 


登録する機器のブランド名の頭文字を選 
んでミ夫定ずる。 

たとえば、バイオニアを登録するときは、 
rp 」 を還びます。 


5 こ三:> 登録ずる機器のブランド名を選んで巧定 
0ずる。 

の 


4公 

© 

の 



6 


な 

© 

の 


登録ずる機器とコード番号を選んで巧定 
ずる。 

たとえば、 DVD プレーヤーの場合は 「 DVD 」、 
コード番号び複数あるとさはそれぞれのコー 
ド番号で試してみてください。入力機器ボ 
タンを押して、その機器の電源を入/切でを 
れば正しし值のび選ばれたことになります。 
roK 」 び表示されて、登録び終了します。 
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ドを刃） AV アンプボタンを吕秒間巧し続けて、プ 
リセットコード設定を終了する。 








II モコンにぶる他機器の操作 


IJ モコンで他機巧を操作する 


. 1;(下の1」モコン操作を行ラには、あらかじめ操作したい機器の1」モコンコードを登録しておく必要びありま 
す。詳しくは r 他機器の U モコン信号を本機の1」モコンに P 乎び出す(プ1」セツトコード設定)」（一84ぺージ)を 
ご覧ください。 

. 実際に操作を始める前に操作したい機器の他機器操作ボタンを巧して、 U モコンをその機器の操作モードにし 
てください。さ機器の詳しい機能については、それぞれの取扱説明書をお読みください。 

• 機種によっては操作できないボタンちあります。 


\ 機能 
ボタン 

DVD プレーヤー 

L □プレーヤー 

DVD レコーダー 

ビデオデッキ 

CD プレーヤー 

CDV フレーヤー 

MD レコーター 
カセットデッキ 

テレビ 

CATV 

BS/CS デジタ J げューナー 
地上デジタルチューナー 

入力機器 

電源の人/切（スタンバイ） 


前チヤフター 
(トラック）頭出し 

青、ページ戻る 

►►1 

次チヤフター 
(トラック）頭出し 

黄、ページ進む 

II 

一時停止 

ホ、テレビ‘/ラジオ 

► 

再生 

テレビ切換 


早送り 

ま組情報 


早戻し 

d (データ連動） 


停止 

緑、信号切換 

録画 

(シフト +►) 


録画/録音の開始 


録画停止 
(シフト+ ) 


録画/録音の停止 


シフト+ II 


緑画/録音の一時停止 


ジュークボックス 
(シフト+ ►►!) 


た-ク纖ス機能の 



数字ボタン 

メニュー画面の操作 

チヤフター(トラック）の選択 

チャンネルの選択 

+1 日ボタン 

チヤフター(トラック）の選択り日政上の数値入力巧） 

チャンネルの選択 
に観上の 
数値入力用） 

決定/ 

DEC 

[DVD フレーヤ ー] 
CLEAR ボタン 
として使巧 
[L □フレーヤ ー] 

A/B 面の切り換え 

セットアッ: Til 面 
(DISC NAVI) の 
表示 

決定ボタンと 
して使巧 

に D チェンジヤー] 
ディスクの選択 

チャンネル入力に使巧 

トップメニュー 

トッフメニューの表お 



日ニュー画像切換 

メニュー 

ディスクのメニュー画面の表示 



メニュー画面の選択 

い一 + 

決定 

各メニュー画面の操作 

き組表 

セットアップ画面の表示 



ま組表の表示 

CH +/- 

チヤンネルの選択 


チャンネルの選択 

曰ド 

音声(言語)の選択 


音声切換、衛星切換 

字幕 

字幕（言語）の選択 



チャンネル戻し 

HDD 

(シフト+ 

CH-) 


[HDD 内蔵 

DVD プレーヤー] 

HD □操作の選択 




DVD 
(シフト+ 

CH+) 


[HDD 内蔵 

DVD プレーヤー] 

DV □操作の選択 




戻る 





戻るまたは 

EXIT の選択 

シフト+ 

トップメニュー 





地上アナ n グ 

シフト+ メニュー 





地上デジタル 

シフト+ま組表 





日 S デジタル 

シフト+戻る 





CS デジタル 


U 

モ 

□ 

ン 


DVD プレーヤーによっては101；■(上を選ぶとき+10ち式ではなく、 ENTER ち式でま号をミ夫める機種びありま 
すび、その機種ち本機リモコンでは+] 〇ボタンで操作することびできます。 
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II モコンにぶる他機器の操作 


巧をなボタンに他機器の操作を記憶させる(学留モード) 


他機器の U モコンの操作を本機の U モコンに直接学習させることができます。プ U セツトコードを登録しただけ 
では使用できない操作などは、1;(下の手順で追加登録(学習）してください。 


手順4学習可能なボタン 



pm CH レべ J 


トップた； 1_, 

4!® 


I 戻々） 

@ -テレビ基本 )• ホ —•一 

A 力切 M かン 7 ル I 

d I ■— I WEim 

〇 〇 G > 風 

I ■■• 止 I 网ゎ幻 I 

S, 宇 ,I HDD ir~DVD~| 

^~ 

"a* SBthM STBtEO 



Pioneer 

し AV アンプ） 


上記イラストの反転表示されているボタ 
ンに登録皆習）が可能です。 

ただし、 r テレビ基本操作」ボタンは、マル 
チコント□ールの r テレビ操作」を選んだ 
場合のみ登録(学習)でさます。 

また、 r テレビ基本操作」ボタン政外は、シ 
フトボタンを併用することで1つのボタ 
ンに2種類のコードを学習させることが 
できます。たとえば、字幕ボタンに字幕操 
作と併用して G コードのボタン操作を登 
録したいときは、手順4でシフト対甲しな 
がら字幕ボタンを巧します。学習終了後、 
字幕ボタンだけを巧したとさは r 字幕」操 
作を、シフトを巧しながら字幕ボタンを巧 
したときはにコード」操作を行います。 



Ev アンプ] 



ク 


AV アンプボタンを巧しなが日設定ボタ 
ンを巧ず。 

「 SETUP 」 び表示されます。設定を中止する 
には AV アンプボタンを2砂間巧し続けます。 


ム こミ> 「 LEARNINGJ を選んでミ夫定する。 

r **) 「 EXIT 」 を選んでミ夫定すると設をを終了しま 

のす。 


3 rFTi 操作したい機器のマルチコン 

^ ~ ~~ ~卜□-ルボタンを選んで巧定 
ずる。 

「PRES KEY 」 が表示されます。 
CD のよラに黒い四角枠で表示さ 
れた機器はシフトボタンを巧し 
ながら選びます(例; CD を選ぶと 
さはシフトと DVD を押す）。 


4 本機器と他機器のリモコンを向かい合わせて、記 
憶させたい本機のボタンを巧す。 

2 cm 〜5 cm 

^ 一 II 馨 pprn 

い B 日 qU □口 お □□ 0 ) ) 

「PRES KEY 」 び点滅します。 

学習でをるボタンにつしでは左図をご覧ください。 


5 記信ぶせたい他機器のリモコンのボタンを、数桃甲 

して離す。 

「0 K 」 び表示されて、登録(学習）び終了します。 
「 ERROR 」 び表示された場合は、手順4からやり直して 
みてください。 


6 同じ他機器リモコンについて登録(学習）を続ける 
には、手順4〜己を繰り返ず。 

別の他機器 U モコンを登録するには、手順7へ進み、 
いつたん終了してからをラー度行つてください。 


7 防^ AV アンプボタンを2秒間巧し続けて、学 
- 習モードを終了する。 


LCD-R/TAPEJ LHDMI2J I USB | 
〔i Pod j (HDMIlj I TUNER j 


© 


o 


• 登録(学習）できる操作の数はパイオニアフォーマツトで、お I 
よそ20日コードです。 

. 手順4〜5は、強い董光灯の下や TV の前で行わないでくださ 
し、。異なるコードが登録されてしまうことがあります。 
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II モコンにぶる化機器の操作 



言操作の解除と設定を解除 


特定のボタンに登録された操作のみを解 
除する 


+ 

I 設定1 


AV アンプボタンを巧しなが日 
設定ボタンを巧ず。 

「 SETUP 」 び表示されまず。 

設定を中止するには AV アンプボ 
タンを2秒間押し続けます。 


ク ^ 3 ：：> 
© 
の 


3 飄飄岂解除したい機器のマ 

'■■ー ルチコント□—ルを 

選んでミ夫定する。 

「PRES KEY 」 び点滅 
します。 


[CD-R/TAPEJ |_HDMI 2J |_ USB | 
^ i Pod I 卜 DM11] ITUNE^ 


o 


© 


4 消去したし y 票作ボタンを吕砂間巧し続ける。 

「0 K 」 び表示されて、消まび終了します。 


5 巧巧巧） AV アンプボタンを2秒間押し 

- * 続けて、登録解除を終了ずる。 


リモコンに設定されたプリセツトコード 
と学習させた他機器の操作を解除する 


AV アンプボタンを押しながら 
^設定ボタンを巧す。 


「 ERASEJ を選んで巧定す Z 

る。 


3 


I 設定 I 


に ETUP 」 び表示されます。 

設定を中止するには AV アンプボ 
タンを2砂間押し続けます。 


の 

© 

の 


「 RESETJ を選んでミ夫定する。 

「 RESET 」 び点滅します。 


© 


ミ夫定ボタンを吕秒間に Lhf 甲し続 
ける。 

「0 K 」 び表おされて、設定び解除 
されまず。 


マルチコントロールボタンの入力切換を解除する(ダイレクトフアンクシヨン) 


ダイレクトフアンクシヨンはマルチコント□ールボタンを押したときに、本機の入カフアンクシヨンを連動し 
て切り換えるかを設定する機能です。オフにすると入カフアンクシヨンは切り換わ6ず、 U モコンの操作ボタ 
ンの機能だけが切り換わります。工場出荷時はすべてオンになっています。 


[ AV ァジミ 


(設定 I 


AV アンプボタンを巧しなが5 
設定ボタンを f 甲ず。 

に ETUP 」 び表示されまず。 

設定を中止するには AV アンプボタ 
ンを2秒間押し続けまず。 


2 


の 

© 

の 


roiRECT FJ を選んでミ夫定す 
る。 


3 圈 四) 圈3操作したい機器の 

^ ' 一一 '' 一— '' ― ' マルチコント □- 
ルボタンを選んで 

© み定ずる。 


[CD-R/TAPEJ |_HDMI2| I USB , 
Pod I 卜 DMIl| [tUNErJ 


o 


4 


の 

© 

の 


手順 3 で還んだ機器について、 
ダイレクトフアンクシヨンの 
ON 、 OFF を選んでミ夫定する。 

「0 K 」 び表示されます。 


リモコン 


5 lAV アンプ 


AV アンプボタンを吕秒間 f 甲し 
続けて、ダイレクトフアンク 
シヨンの設定を終了ずる。 87 




II モコンにぶる他機器の操作 


リモコンに表示される入力ちを変更する〜リネーム機能〜 


U モコンディスプレイに表示される入カフアンクシヨン名を変更することができます。たとえば、 DVD レコーダー 
を2台お持ちの場合、 DVR 1 と DVR 2 のそれぞれを機器の名称(例： 「 DVR - DT 9 日」など）に変更することができま 
す。各入カフアンクシヨン(化機器操作ボタン）ごとに接続された機器や X —力一名などを入力すれば、どこの入力 
フアンクシヨン(他機器操作ボタン）にどんな機器が接続されているのかを簡単に確認することができます。 



臣 V アンプ] 



ク 


AV アンプボタンを巧しながら 
設定ボタンを巧ず。 

「 SETUP 」 び表示されます。 
設定を中止するには AV アンプボ 
タンを2砂間押し続けます。 


ム こ王、 「 RENAME 」 を還んでミ夫定す 

© 3d 

の 


3 


I 化 I I W い I テレ 

I DVD ] I TV I I DVR1 \ r I 

ICD-R/TAPEI IHDMI2I [ USB J 
I I Pod j IHDM111 I TUNER ， 


© 

5 


名前を変更したい 
入カファンクシヨ 
ン(他機器操作ボ 
タン）を選んで巧 
定ずる。 


U モコンデイスプ 
レイが入カフアン 
クシヨン名の変更 
画面になります。 


「NAME EDT 」 を選んで決定ず 
る。 

名前をもとに戻したいときは 
「NAME RST 」 を選びます。 


5 な/み ボタンで入力ずる文字を 

/ T-n 選んで、 仁/与 ボタンで力ーソ 
り^^へ ルを左ちに動かす。 

入力でさる文字は下のとおりで 

のす。 

ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 
0123456789 \/*+- (スぺース） 

最大8文字まで入力することがでさ 
よ9 〇 


4公 

© 

の 


6 拘人力を終了ずる。 

^ U ネーム機能を終了しまず。 
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スピーカーの応用接続 


スピーカーの 応用ち 続 


U アパネルの SURROUND 目 ACK 端子は、サラウンドバックスピーカーを接続するだけでなく、フ□ントスピーカーの 
高音質化や、別エ U アでのステレオ再生に使用できます。（ただし、メインシステムは最大已 .1 ch までとなります。） 



—を高品位接続する〜イアンブ沒療- 


フ□ント ch 用スピーカーがバイワイヤ U ング対応であれば、さらに高品位な Bi - Amp 再生が可能です。 


接続 



スピーカー端テ 因の 
フ n ント ch とスピー 
カー 端子回の出力は 
同じです。 High / 
Low は囚/回のどち5 
とでを接続でさま 
す。 


•サラウンドバックシステムの設定 （一目1ぺージ） 

[ Front 目 i - Amp 」 を選択してください。 
サラウンドバックかは自動的に 「 N 日(無し)」に固 
定されまず。 

•スピーカーシステムの切り換え（一已目ぺージ） 


A 

ミ主意 


フ□ントスピーカーの聞- Amp 接続をするときはアン 
プへの悪影響を防ぐため、スピーカーに付属されている 
Hi 旨 h - Low の シヨー ト金具は必ず外してください。 
詳しくはスピーカーの取扱説明書もご賣くださし、。 


A + 巨 ( SP ^ AB ) び通常再生状態となります。 


ネットワークび着脱できるスピーカーの場合、ネッ 
トワークびがれた状態では効果び得られませんの 
でご注意ください。 


Bi-wire ( バイワイヤ接続の場合） 

「Normal ( SB )」 または 「Second 
Zone 」 でシステムを組む場をは、巨 i - 
Amp ではなく目 i - wi 「 e 接続が可能で 
す。スピーカー端テ回に、バイワイヤ 
リング対応 スピー カーの High と Low ] 本はバナナプラグを 
の3本を並列に接続してください。巧いると便利です 



A 

注意 


この方法で異なる2つのスピ- 
で < ださし、。 


•カーを接続しない 


別の部屋でのステレオ再を用スピーカーを m する〜セカンドゾ-ン援歲， 


寝室やキッチンなど、；><インの U スニングルームとは別の場所でステレオ再生が可能です。 


接続 



-サラウンドパックシステムの設定 1ベージ） 

[Second Zone 」 を選択してくださし、。 

サラウンドバック ch は自動的に 「 N 日(無し)」に固定さ 
れます。 

-スピーカーシステムの切り換え (一日白ぺージ） 

巨または A + B を選おしてください。 


エキスパ—卜 
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連動機能/集中コント□ール 


他のパイオニア製品をつないで集中コント□ールする 


コント□ール入力/出力端テの付いた複数のパイオニア機器を、本機の U モコン受光部を使って集中コント□ール 
することができます。 U モコン受光部を持たない機器や、受光部が信号を受け6れないところに設置した機器も 
U モコン操作が巧能になります。 



本機のリモコン 製品の CONTROL IN 端子へ 


. 本機の CONTROL IN 端テにコント□-ルコードを接続すると、 U モコンを本機に向けて直接操作することはできません（リモコン 
信号受光部び機能しなくなります)。 

• 接続には巿販のモノラル S ニプラグ付をコード(抵抗なし）をお使いください。 

. コント□ール端子の接続をする場合は、必ず才ーデイオ]-ドまたは映债ケープルの接続もしてください。デジタル接続だけでは、 
システムコント□ールは正しく動作しません。 
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連動機能/集中コント□—ル 


パイオニアのプラズマディスプレイと連動操作する 


SR + に対応したプラズマディスプレイ (2003 年が降に発売されたモデル)を、 SR + ケーブルで接続することでシ 
ステム動作を実現します。プラズマディスプレイの画面を見ながら本機のシステムセットアップをしたり、音量や 
U スニングモードの確認ができます。また、本機とプラズマディスプレイの入力を連動させて切り換えることがで 
きます。本機とプラズマディスプレイをシステム動作させるには、下記の接続および設定が必要となります。 


プラズマデイス プレ丫とのな結 


このシステム動作を実現するためには専用の SR + ケーブル(パイオニア部品番号： ADE 70 日己)が必要となりま 
ず。詳しくはパイオニア部品受ミまセンターへご連絡ください。市販の4極ミニジャック(両端とも)付コードでも 



-デジタル音吉出力. 


同軸 
























連動機能/集中コント□—ル 


モードを設定する ( SR + Setup ) 


本機とプラズマディスプレイの連動について、下の2つの設定を行います。 

PDP Volume Control :音量連動モードの設定 

連動モードを実行したとさ(^93ぺージ)にプラズマディスプレイの音量を下げるかどラか設定します。 

roN 」 に設定すると連動モードを実行したとき瞬時にプラズマディスプレイの音か6本機の音に切り換えることが 

でさます。 _ 

Monitor Out Connect :システムセットアップ表示連動の設定 

本機のシステムセットアップを表示するために、接続したプラズマディスプレイの入力を設定します。システムセッ 
トアップを開始したとさに自動的にプラズマディスプレイの入力ち切り換わり、また、本機のシステム表示とプラ 
ズマディスプレイの SR + 表示が重な6ないよラに連動させます。 






- 

• 本機とプラズマディスプレイを SR + ケーブルで接続して、本機とプラズマ 
ディスプレイの電源を入れてください。 

• 本機の音声入力とプラズマディスプレイの映像入力の連動設定は r プラズ 
マディスプレイの入力連動設定 〜 PDP In に R +) 〜」（一日3ページ)で設 
定します。 


1 

本機の電源を入れて、 AV アンプボタンを巧す。 

U モコンびアンプ操作モードになります。 

シス了ムセットアップ画面を表するため1しは、了レビ 
の電源を入れて入力を切り換えて < ださい。 

2 

設定ボタンを巧ず。 

システムセットアップび表示されます。 

3 

[ T.Other Setup ] を選んでミ夫定する。 

4 

[ SR + Setup ] を選んでミ夫定する。 


5 PDP Volume Contorol について、音声連動を選 
択ずる。 

[ ON ] :連動モードを実行するとプラズマディスプレイ 
の音量を消音します。 

[ OFF ] :音声連動しません。 


0 Monitor Out Connect について、本機の MONI - 
TOR OUT 出力か日プラズマディスプレイのどの 
入力へ接続したのかを選択ずる。 

「 Input - 1」〜 「 Input - 已」 （「 Input -」 の入力数はプラズマ 
ディスプレイによって異なります）、 「 OFF 」 から選びま 
す。システムセットアップ時にここで設定した入力にプ 
ラズマディスプレイの入力び切り換わります。 

_工場出荷時は rOFFI に設をされています。_ 

7 戻るボタンを巧ず。 

連動モードの設定を終了します。 3 E 

システムセットアップを終了するには、 G を押します。 
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連動機能/集中コント□-ル 


[DVD I [ TV I foVRI I 

[(MlAkKJ [HbMl2j L U 巧 I 
[ i Pod I 〔 HDMI1I〔TUNER I 



プラズマディスプレイの電源び OFF のとさ、ま 
たは正し<接続されていないとさは連動モード 
は働定ません。 

入力連動モードを設定していない入力のと定 
は、プラズマディスプレイの画面は切り換わり 
ません。 

プラズマディスプレイと本機に表示される音量 
値は異なります。また、プラズマディスプレイの 
画面に表おされる音量値は目安です。 

SR + ケーブルを接続した状態でプラズマディ 
スプレイの電源び切れているとさはリモコンで 
本機の操作びでをません。 

入力び iPod のときは Mon け or Out Connect 
で設定された入力に連動します(^93ぺージ)。 


プラズマディスプレイの電源を入れる。 

AV アンプボタンを巧してリモコンをア 
- ンプ操作モードにずる。 

® SR+ 連動モードを ON にする。 

表示部に SR + ON と表示されます。 

連動モードを稱除したいとをは再度 SR + ボタ 
_ンを押します。_ 

システム動作を確認ずる。 

け下の操作を行ラと本機とプラズマディスプレイび連動 
して動作します。 

• 本機の入力を切り換えるとプラズマディスプレイの入 
力び切り換わります。 

• 本機の音量を調整するとプラズマディスプレイの画面 
に音量値び已秒間表おされます。 

. その他、本機の各種操作内容および設定状況を表示し 
まず。 


プラズマデイスプレイの入力連動設定 〜 PDP In ( SR +) 〜 


本機の音青とプ ラブ マディスプレイの映像の入力を連動させるための設定です。 ソース 機器の映像出力を直接プ 
ラブマディスプレイの映像入力に接続した場合、本機の入力切り換えと連動してプラブマディスプレイの映像入 
力ち自動で切り換わります。プラブマディスプレイに内蔵されているテレビチューナーの音卢出力を本機に接続 
したときにち利用できます。例として DVD の音声を本機の DVD / L □に、映像をプラズマディスプレイのビデオ 
入力2に接続した場合を説巧します。 

ここか日読む場合は己9ぺージの手順1〜3を行ってか日 
む下の手順へお進みください。 



[己 . Input Setup ] を選んでミ夫定する£ 


DVD/LD 

Input Name [ Rename ] 
PDP In (SR+) 

ENTER:Next Finish 



4 rPDP In ( SR +) J で、本機の音声入力とプラズ 
マディスプレイの映像入力の連動を設定する。 

例） rinput -2 」を選びます。 

プラズマディスプレイ ( PDP ) の BS デジタル放送を選ぶ 
とさは、本機の入力を TV / SAT に切り換えてから PDP 
の入力を切り換えてください。 


5 戻るボタンを巧ず。 

プラズマディスプレイの入力連動設定を終了します。 
システムセットアップを終了するには、^を押します。 


連動モードを実巧する 


■ 


本機とプラズマディスプレイび SR + ケーブルで接続されていることを確認してください。 


エキスパ—卜 
















II モコンによる連動動作 


リモコンの他機器連動機能をほいこなす 


起動時連動操作〜マルチ-オペレーション〜 

視聴を始めるための一連の動作を、2つのボタンを巧すだけで実現 
させる機能です。あらかじめ決められているコマンドに加え、各 
他機器操作面に巧し、己つまで自由に登録できる操作(コマンド)を 
設定でさます。 


必ず送信される 
y 特定のコマンド 

(パイオニア製品のみ有効で 
一部無効のちのちありまず） 


ノ 


ユーザーにより 
自由に設定が可能 


設定が無い場合は 
上言己コマンドのみ送信されまず 


ノ 

終了時連動操作〜システム•オフ〜 

視聴が終了したときに、すべての機器の電源を一斉にオフにする 
動作を2つのボタンを巧すだけで実現させる機能です。 

已つまで自由に登録できる操作(コマンド)と、本機を含めたすべて 
のパイオニアの機器の電源オフのコマンドが送信されます。 




巧の @2 


卜 紙 - t 


:逆:普 

I 


d L»nj ，田请 , 

〇 〇 〇脚 

I 旧阳ィゎ ，;| 

fljSfc 

B ， 车 ,I HDD 
|»nnt| •，抑 SflchM CTEREO 


〇 



上記イラストの反転表示されている 
ボタンに登録巧能です。 



ユーザーにより 
自由に設定が可能 

設定が無い場合は 
下記コマンドのみ送信されまず 


DVD レコーダーなど、一部対応していない機器も 
あります。 

• 録画中に電源び切れてしまラことのないよラに、 r 必 
ずを信される特定のコマン问に DVD レコーダーの 
電源を OFF にするコマンドは入っていません。 


必ず送信される 
特定のコマンド 
(パイオニア製品のみ有効で 
-部無効のものもありまず） 


通常、ボタンにはパワーの日 N / C 1 FF ]- ドび 
入っています。このコードでは、電源は前の状態 
の逆になるため、確実に ON (または曰 FF ) させる 
ことはでさませんので、自由コマンドとして設定 
することはお勧めしません。 
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II モコンによる連動動作 


連動操作を設定する 


政下の設定を行う前に、この機能で使用したい U モコ 
ンコードは、必ずプ U セットコード設定か学習モード 
を使用して、何かのボタン(キー）に割り当てておく必 
要があります。 

ここでは例として、 DVD ボタンに 「 DVD を再生(また 
は停止)する」といラ操作を記憶させます。 

1 戸 V ァジプ I 

+ 

(設定） 

AV アンプボタンを巧しなが日 
設定ボタンを巧ず。 

に ETUP 」 び表示されます。設定 
を中止するには AV アンプボタン 
を2秒間押し続けます。 

2な 

© 

起動時連動の設定は 

「MULTI 0 P 」 を逞んでミ夫をし、手 
順3に進みます。 


終了時連動の設定は 

に YS OFF 」 を選んでま定し、手 
順4に進みます。 

3 起動動作を記憶させ 

mm \ rHDMm rusn たい他機器操作ボタ 

应ンを選んで決定ずる。 

例） D \/ D ボタンを選んで 
◎ピ^ 游します。 

4な 

© 

の 

「CODE EDTJ を選んでミ夫定す 
る。 

rCODE ER 引を選択すると現在 
登録しているコマンドを消去し 

9 〇 

5 

© 

の 

登録したい CODE を選んでミ夫 
定ずる。 

仅 lj)ri ST C 日 DE 」 を選んで決定し 
ます。 

「PRES KEY 」 が点滅して]マンド 
の登録になります。 


6 操作したい機器を選 

ICD-RmPE| [HDMI2I USB I JR ブ々〇 

GTJ じ =j 例） D V D ボタンを選び 

f 2 zq ます。 


実行したい操作ボタンを選択ずる。 

例) ► 再を(または停止)ボタンを選びます。 
コマンドま号選択画面に戻りまず。 

(手順8へお進みください。） 


な 

© 

の 


更にコマンドを登録したいと 
きは、「* * * CODEJ を選ん 
でミ夫定したあとに、手順6〜7 
を繰り返す。 

1つの他機器操作ボタンに巧して最 
大已つまで登録することびでをます。 


9 <；：1：：> 「 EDITEXITJ を選/〇でミ規する。 

風 SETUP メニユーの表示画面に戻り 

N ます。別の他機器操作ボタンにも登 
録するときは、手順2〜8を繰り返し 


<2^ 

© 

の 


て < ださい。 

r * Exit * J を選んで巧定する。 

連動操作の登録を終了します。 


連動操作を実巧する 


化觸連動 
[〇1 


マルチオペレーシヨンモード 
にする。 

「MULTI OP 」 び点滅します。 

U モコンを受光部に向けてください。 


2 

L CD J I DVR2J テレ 

C DVD I t TV J I DVRI J I I 
ICD-R/TAPEI [HDMI2J |_ USB | 

〔iPod I 卜 DM"j I TUNER) 

ち ~ 


起動時連動の実行は操 
作したい他機器を選択 
ずる。 

プ U セット動作と、このボ 
タンに登録されているコマ 
ンドび実行されます。_ 

終了時連動の実行は入 
力機器の電源ボタン（シ 
ステム切）を巧ず。 

このボタンに登録したコマ 
ンドとパイオニア製品の電 
源オフコマンドび送信され 
よす 0 


各コードの送信び終了するまで、 I 」モコンを受光部に向けて 
おいて < ださい。 

登録したコマンドによっては、送信終了まで3秘な上かかる 
場合ちありまず。 

登録した機器の扶態によっては、登録した動作と異なる場合 
びあ0ます。 


エキスパ—卜 






参ち/技術資料 


スピーカーの 配置について 


スピーカーの配置はマルチチヤンネルサラウンド再生において重要な役割を果たします。 

政下の図を参考にしなが 6 U スニングルームに合わせたスピーカーの配置をお試しください。 

スピーカーを床に直接設置すると、建物に直接振動び伝わり音質び変わってしまったりします。また、柔5かすざる 
棚の上などち音質に影響びありますので、専用スタンドやコンク U —トブ n ックなどの使用をお勧めします。 


フ□ント&センター 


リスニングポイントか6の角度 



センター ( C ) を使用する場合は広め 
に、センター ( C ) を使用しない場合 
は狭く配置することをお勧めしま 
す。（上図の範囲） 


奥行を 



センターに）はフ□ント （ L / R ) と同 
一面か5フ□ントまでの距離を超え 
ない位置に。フ□ントよりも前方だ 
と音場感を損ねます。 


スピーカーの向を 



中抜け感を防ぐために多少内振0 
に。ただし、あまり内振0にしすざ 
ると広び〇感などを損ねます。 


サラウンド&サラウンドパック 


サラウンドバック無しの場合 サラウンドバック1本の場合 


サラウンドバック2本の場合 



サラウンド スピーカー ( SL / SR ) は 
ちの位置より上ち目日 cm 〜]ので 
やや下振0にします 。 D V D オー 
ディオ用の配置と両立したいとさ 
は後ち寄0に配置します。 SL と SR 
び真正面で向を含わないよラに多 
か左ちに振ったりしてみてくださ 
い。 


サラウンドバックスピーカー ( S 巨/ SBL / S 巨 R ) もちの位置より上方目0 cm 〜 
1 m でやや下振りにします。サラウンドバック2本の場含は S 目 L と SBR を隣 
接させ U スニングポジシヨンから等距離に設置(設定)すると T H X モードの 
効果げ最大限発揮されます。 


サブウーファー _ 

特に制限はありませんび、他のスピーカーの低音出力との打ち消し含いび起こ5ないよラな場所に配置してくださ 
い。また、壁の近くに設置すると建物との共振により低音げ極端に増強される場合びありますのでごを意ください。 
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DVD ソフトのバッケージのほとんどにじ(下のよラな表示びされています。 

1枚のディスクに複数の音声び収録されている場合びをく、どの音声を聴くのか逞択することびできます。 


風) 


収録音声数 


1.英語（己.1かサラウンド） 

各曰本語（ドルビーサラウンド） 

3.英語 （ DTS 已 .1 ch サラウンド） 
録音方式 


□□ DOLBY I 


U I C I [ A L 

ES 

SURROUND 


音声記録方式 


ドルビーデジタルは DV □の標準音声フォーマツトであるため、単に r 已 .1 ch サラウンド」と記載されている場を 
は、「ドルビーデジタル（日.1 ch )」 であることをおします。 


デジタル音青の記録方式について 


デジタル音声のフォーマットは、下記の r デジタル記録ち式」と r 収録チヤンネル」の組みをねせにより細分化されてし、ます。 

デジタル記録方式 収録チヤンネル 


非圧縮デジタル方式 

PCM (Pulse Code Modulation ) 方式が一般的で、 
CD や DVD の2 ch トラックなどに用いられています。 
ヴンプ U ング周波数やビット数の数字が大きいほど高 
音質となり、通常の CD は44 kHz / 16 bit ですが、 
DVD は48 kHz /20 bit や目目 kHz /24 bit などで記 
録されています。 DVD オーディオは、この高音質を 
保ったままマルチ ch 収録が可能で、1日2 kHz の2 ch 
信号も収録できます。 SACD を非圧縮マルチ ch 記録で 
すが、 PCM とは違う高速 Z 1 芝変調]ビットち式を採用 
しています。 DVD オーディオや SACD のデジタル伝送 
には i . LINK または HDM 腊続が必要となります。 

圧編デジタル方式 

ドルビーデジタルや DTS 、 MPEG -2 AAC などはすべ 
て圧縮デジタルち式です。各フオーマットとち聴感む 
理学などを用いて、音質変化を感じさせない独自の圧 
縮ち式を開発し、従来のデジタルケーブル(同軸または 
光ファイバー)でのマルチ ch 伝送を可能にしています。 


2 ch ステレオ信号 

左ちの2つのチヤンネルに別々の音が記録されている 
信号で、通常の音楽用 CD などはほとんどがこのタイ 
プです。 

2 ch サラウンド信号 （ ドルビーサラウンド信号） 

フ□ント左/ち、センター、サラウンドの 4 ch 信号を 
所定の演算で 2 ch に変換してある信号です。そのまま 

2 ch で再生しても違和感なく楽しめますが、所望のデ 
コード処理 （ ドルビープ□□ジックサラウンド再生な 
ど）により、製作をの意図どおりの再生となります。 
マルチ ch サラウンド信号 

3 ch 政上の独立した信号が収録されたちのをマルチ ch 
信号と呼びますが、已 .1 ch 収録が最も一般的です。 

フ□ント左/ち、センター、サラウンド左/ちの已 ch 
と、 LFE と呼ばれる超低音域専用の 0.1 ch に独立した 
信号が記録されています。近年では日.1 ch 信号ち登場 
し、上記の已 .1 ch に加えサラウンドバック ch 信号が収 
録されています。 


デジタル音青の再生方式について 


7ルチチヤンネルサラウンド再生 


3本じ(上のスピーカー(サブウー ファー を除く）で多チヤンネ 
ル再生することを指します。音場の立体感や移動感び増 
し、迫力ある臨場感び期待でをます。音源となるソフトび 
マルチ ch 収歸な5ばソフトに忠実に再生し、ソフトび2 ch 
の場合は、マト U ックスデコード姐理（ドルビープ □□ 
ジック llx や Neo :6 技術など)を施し、マルチ ch 再生さはる 
ことが巧能です。 


(2 ch ) ステレオ再生 

2 ch 信号をそのまま再生する場合と、マルチ ch ソースを 
2 ch にダウンミックスして再生する場合の双方を意味し 
ます。設定やソースによ0、サブウーファーから音び出 
る在] ch 再生も r ステレオ再生」と呼ぶことびあります。 


デコードとは 

デジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデジタル 
信号を、もとの信号に変換させる技術です。また、2 ch の音 
源をマルチ ch 化させる演算技術をマトリックス-デ]-ドと 
言い、曰.1 ch 信号を目.1 ch に伸長させる技術もデ]-ドと呼 
ぶことがあ0ます。 
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ドルビー 


□□LDOLBYJ 
DIGITAL* EX 

I J ； fl ■ けけ 【*■■<! 


ドルビーデジタル 

ドルビーデジタルは、ドルビーのマルチチャンネル音声 
システムのディスク U —卜-デジタルサラウンド方式の名 
称です。映画業界のを流であり、 DVD ビデオの標準音青方 
式としてち採巧されるなど、デジタル時代の標準フオー 
マットとなっています。独立した各チャンネルに記録され 
た自然で高度な立体音像と、低域専用 ch により、臨場感あ 
ふれるマルチ ch サラウンドを再現します。人間の聴覚特性 
を応用した圧縮技術により聴覚上の音質低下を招さませ 
ん。この信号を伝送するには、デジタル接続び必要で 
す。その他にち攻下のよラな機能を持つ柔軟性の高い 
フオーマットです。 

1) モノ、ステレオ、プ□□ジック対応の構成および已 .1 巳 h 
音声の再生に最適なダウン S キシング 

2) 広範囲のビットレートにわたる動作 

3) ダイナミックレンジ情報を伝達する機能 

4) ダイア□グノーマライゼーシヨン機能 

ダイア□グノーマライゼーシヨン機能とは平均的音 
量レベルび異なるさまざまなソフトでち、一定の音 
量で再生されるよラに自動調整する機能です。 

「 Dial . Norm 」 と表現されることわあります。 

ドルビーデジタルサラウン HEX 

ドルビーデジタルサラウンド EX は、映画「スターウオーズ•エ 
ピソード1」の製作に向けて、ドルビーラボラト U —ズと THX 
社で 共同 開発された、日.1 ch 再生可能な新しし请響 フォー 
マットです。新たに力に日れたサラウンドバック ch により空 
間表現力、定位感び高め5れ、中央か5離れた客席からでわ 
3巨日度の回転や頭上を通過するよラな移動音効果•音像をよ 
り生々しく体感することび巧能となりました。フィルム上で 
はサウンドトラックのサラウンド L / Rch にエンコードされ 
るため、既をのドルビーデジタル(已 .1 ch ) 環境での再生互換 
性びあります。この技術により製作された映画の U ストはド 
ルビーラボラト U —ズのウェプサイトでご覧になれます。 
http :// www . clolby . com / 


プ□□ジック llx 製品は、プ□□ジック llx の持つ様々な機 
能を、選択して搭載することび巧能です。プ□□ジック llx 
搭載、とキャッチフレーズされた商品でち、必ずしち全く 
同じ機能を持っているとは限らないことにごを意ください。 


ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づき製造され 
ています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic . Surround 
EX 、 ダブル□記号及び AAC □ゴは、ドルビーラポラト 
U —ズの商標です。 


ドルビープ□□ジック 
ドルビープ□□ジック llx 

ドルビープ□□ジック llx は、ドルビープ□□ジック、ド 
ルビープ□□ジック II 、ドルビーデジタル EX をさ5に改 
良し、ステレオ音声や日.] ch 音声を、すべて最大 7.1 ch 
まで拡張でさるマト U ックスデコード技術でず。 

ステレオ音声のマルチ ch 化で式として、ドルビープ □□ 
ジックは4じりに、ドルビープ□□ジック II では日 ch 化し 
ていましたび、それらをさらに進化させ、^インの 7ch 
を創り出します。 

また已 .] ch ソースに巧し、ドルビーデジタル EX はモノラ 
ルのサラウンドバック C h を生成していましたび、これを 
ステレオ化することで最大 7. 1 ch 再生び巧能になりまし 
た。今まで政上に自然でシームレスな移動感、滑5かで包 
み込むよラな、音楽および映画サウンドを体験でさます。 
本機には複数のモードを搭載しているため、お好みに応 
じて切り換えることび可能です。 

■2 ch ソース用 

M 日 VIE / MUS に/ GAME/PRO LOGIC 

■己.1 ch ソース用 

MOVIE/MUSIC 

MOVIE (□□PRO LOGIC llx MOVIE) 

7.1 ch 化します。映画再生に適したモードで、特にドル 
ビーヴラウンド-エンコード作品に効果的です。 

MUSIC (□□PRO LOGIC llx MUSIC) 

7.1 ch 化します。音楽再生に適したモードで、通常のス 
テレオ録音されたソース ( CD など)を再生するとさにち効 
果的です。サラウンド Ch は定位よりわにびり感を重視し 
ています。 

PROLOG に (□□PRO LOGIC) 

従来のドルビープ□□ジックと同等の再生 モー ドです。 
ソースのクオリティを問わず、幅広くお使いいただける 
モー ドです。 


■2 かソースに对するプ□□ジックとプ□□ジック llx の違い 



プ□□ジック 

プ□□ジツク II 

プ□□ジック llx 

础果的な 
ソース 

ドルビーサラウンド 
エンコード処理され 
たステレオ音声 

すべての 
ステレオ音声 

すべての 
ステレオ音声/ 
Dolby Digital 
己.1 ch ソース 

デコード 
チヤンネ 
ル数 

4.1 ch 
/サラウンド、 

V モノラル ノ 

己.1 ch 
/サラウンド、 

\ステレオ 

7.1 ch 

サ与0 V K 

(甘ラウンドバ1ッタ、) 
ステレオ 

周波数 

特性 

サラウンド 

7 kHz 帯域制限 

全チヤンネル 
フルバンド 

全チヤンネル 
フルバンド 


98 



参ち/巧術資料 


DTS 


f の量 


DTS 


DTS-ES 


デジタルシアターシステムズ (Distal Theater Systems ) 
の略で、低圧縮率と高転送レートがちた5す豊富な情報 
量により、高音質マルチチャンネルサラウンド再生を実 
現します。音楽巧にも独自録音に よる DTS - CD びありま 
す。 


DTS 96/24 


己.] ch すべてを日日 kHz /24 b けの高音質で再生するヴ 
ラウンド フォーマツ トで、スタジオのマスター音源のク 
才 U ティを踏襲しています。 DVD の限5れた記録エリア 
で、高音質/高画質を両立させるために開発されました。 
本徽ま、 DTS 9 目/24対応デ]-ダーを搭載しているの 
で、既存の DTS 対応の DVD プレーヤーと、 DTS 日目/24 
に対応するデコーダー ( AV アンプ等)をデジタル接続す 
ることで、再生することびできます(専用プレーヤーは必 
要あ0ません)。従来の DTS デコーダーでは通常の DTS 
信号として再生されるため、完全互換性を持っています。 


2 日日日 年 1 ] 月に発表されたサラウンド フォー マットで 、 「DTS 
Extended Surround 」 の略称です。従来の己.]巳 h にサラウン 
ドノ f ック巧巨）かを加えたもので、かつてない音憬•定位感をも 
た5すことが可能になりました。 「 DTS - ES ディスク U - 卜目 . 1」 
と「 DTS - ES マトリックス目. 1 」の2種類びあり、どちらも従来の 
DTS 5.1 ch デコーダーとの下位互換性を有しています。 


DTS Neo :6 


すべての2 ch ソースを 6. 1 ch 化するマトリックスデコー 
ド技術です。 Cinema モード/ Music モードびあります。 

CINEMA (Neo6: CINEMA) 

6.1 ch 化します。映画再生に適したモードで、 2 ch でち 
映画館特有の移動感などをお楽しみいただけます。 

MUSIC (Neo6: MUSIC) 

6.1 ch 化します。フ□ントか 5 は原音をそのまま再生す 
るため音質の変化が無く、音楽再生に適しています。ま 
た、センター/サラウンド/サラウンドバック ch の音声び 
音場にナチュラルな広び〇感を加えます。 

「 DTS 」、「 DTS - ES 」、「 Neo : 巨」および 「DTS 96/24」は 
Digital Theater Systems 社の商標です。 



AAC 


巧 


MPEG -2 オーディオの標準方式の一つで、目 S デジタ 
ルや地上デジタル放送で採用されている音声符号化規 
格です。高圧縮率ながら高音質を確保でさる点が特長 
で、番組内容によりマルチチャンネル設定が可能な 
フオーマツトです。 


■米国におけるパテントナンバー 


08/937,9已〇 
已 84839] 

己，291.已已7 
已，451.9已4 
已400 433 
己，222,189 
己，3已7.已 g 斗 
已7已2 22己 
己，394.473 
已，已83.962 
己，274,740 
己，633,9 8] 


己297 236 
4.9 14,70] 

己,23己， 67] 
07/640,己己0 
已.己79,430 
08/678,巨巨6 
98/03037 
97/0287已 
97/02874 
98/03036 
已 .22 7,788 
己.28己，498 


已，481,614 
已，已92.已84 
已，781,888 
08/039.478 
08/211.547 
己，703,999 
08/已已ス046 
08/894,844 
己，299,238 
己，299,239 
己，299,240 
己，197,087 


己.490，170 
己.264,84巨 
己.268,68己 
已 .37 己，189 
己.己81，6己4 
0己-183.988 
己己48,己74 
08/己06,729 
08/己76,49已 
己.717,821 
08/392,7己6 
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Windows Media ® Audio 9 Professional 


Windows Media ® Audio 9 Professional ( WMA 9 


Plays Sjf 

Windows 

Media™ 


Pro ) は、マイク□ソフト社が従来の Windows Media 
Aucno ( WMA ) のテクノ □ジーをさ6に進化させて開発 
したディスク U —卜-デジタルサラウンドフォーマッ 
卜です。 WMA は圧縮効率の高さを特徴とし、イン 
ターネット配信によるスト U — S ング再生やダウン 
□-ド再生など Windows ® PC での音楽再生に用いら 
れる圧縮音声の標準フォーマットとなっています。 
そしてこの Windows Media 日シリーズでは 、 WMA 
の特徴を継承しながら、さらにマルチチャンネル対応 
に拡張しました。 WMA 日 Pro コーデックは、96 kHz / 
24 bit の解像度によるク U アな音質•曰.1 ch /7.] ch 
完全ディスク U —卜処理による高い臨場感を確保しな 
が6、低ビットレートでデジタルサラウンドヴウン 
ドを実現します。またその高い圧縮効率により、 CD / 
DVD などのデジタルメディアだけでなく、高速ブ□一 
ドバンド通信によるスト U —ミング配信にち対応して 
います。 

Windows Media 及び Wind 日 ws □ゴは米国 

Microsoft Corporati 日 n の米国及びその他の圆こ 

おける登録商標または商標です。 


本機は WMA 9 Pro デコーダーを内蔵していますので、 
WMA 9 Pm 対応プレーヤー*と同軸または光フアイ 
バーケーブルでデジタル接続することによって、 
WMA 9 Pro でエンコードされた音声を本機でデコード 
して再生することができます。 

* WMA 日 Pro 対応プレーヤーとしては、 PC 、 DVD プ 
レーヤー、セットトップボックス等が考え6れます。 
ただし、それらの機器の同軸または光出力端子から 
WMA 9 Pro 音声を出力でさる場をのみ、本機でデコー 
ドして再生することができます。 



WMA 

WMA 9 Pro 

最大ディスク U - トチヤンみ機! 

2 ch 

已 .1 ch /7.1 ch 

最大量子化ビット数 

1巨 bit 

24 bit 

最大サンプ1」ング周波觀 

48 kHz 

白巨 kHz 

対応ビットレート 

128 kbps 〜1日2 kbps 

128 kbps 〜768 kbps 

S / PDIF 伝送 

非圧縮 

圧縮 



THX 


THX は、 THX 社によって確立された独自の規格と技術の集大成です。「映画館でもホームシアターでを、映画の 
サウンドトラックは映画監督の意図どおり、でさるかぎり忠実に再生して欲しい」といラジョージ-ルーカス監督 
の情熱によって誕生しました。 THX はホームシアターの音場最適化に関する数々の特許技術を開発しています。 

THX Selects 


ホームシアター機器が THX Selects 認証されるには、下記の技術を備え、かつ品寶と動作に関する一連の厳しい試験 
に合格しなくてはなりません。こうして製品搭載が許諾される THX Selects の□ゴは、ご購入いただいたホームシア 
夕一製品が長年にわたって素晴らしい性能を維持する保証となります 。 THX Selects 規樹ま、プ U アンプ-パワーア 
ンプの性能、操作性、デジタル•アナ□グの両分野に渡る何百もの性能要求を含め、製品の全体像を網羅しています。 


THX Cinema 

映画のサウンドトラックは、ダビングステージ(ミキシ 
ング専用大型映画館)で制作されます。 DVD などに収 
録 する 音声ちそのサウンドトラックのままで、 ホーム 
シアター向けの変更は加えません。家庭と映画館との 
空間的な違いによる音色の差を補正し、映画館の音場 
を正確に巧現します。 

THX Surround EX 

「THX Surround EX - Dolby Digital Surround EX 」 
はドルビーラボラト U —ズとルーカスフィルム社の 
THX 部門との共同開発によるちのです。 U スナーの後 
ちに位置するよう加えられたサラウンドバックじりは、 


ミキシング段階で Dolby Digital Surround EX 巧術 
によって符号化され、映画館での上映時に復元されま 
す。従来の己] ch スピーカー構成では表現しされなかっ 
た後方部の繊細な描写力-空間の奥行さや広がり感•音 
像定位などが得られるようになりました。一般家庭でこ 
の新技術を忠実に再生することがでさるのは 、 THX 
Surround EX の□ゴが搭載された製品だけです。この 
製品は通常の已 .1 ch ソースでも 「THX Surraund EX 」 
モードでお楽しみいただけます。この場をのサラウンド 
バックかの音声は、所定の演算処理によって生成されま 
すので、お好みに応じてご使用ください。 
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THX は THX 社の商標または登録商標です。 
Surround EX は THX 社とドルビーラボラト U — ズ 
び共同で開発した巧術であり、ドルビーラボラト 
1」ーブの商標です。許可のをとに使用されていま 
す。不許複製。 


Re-bqualization _ 

映画のサウンドトラックは、映画館での上映用に製作 
されているため、それを家庭用のオーディオ機器で再 
生すると、過度に明るく耳障りに聞こえます。 Re - 
Equalization はル型のホームシアターでを正確な音色 
バランスを再現します。 

rimbre Matching _ 

人間の耳は、音の到達ち向によって音色の感じちが変 
わります。映画館では数多くのサラウンドスピーカー 
が聴衆を囲むように配置されていますが、 ホーム シア 
ターでは U スナー両側の2本のみです。この配置の違 
いから起こる音色の差を補正し、かつ前ちから到達す 
る音の性質に合わせることによって、フ□ント-ヴラウ 
ンド間の音のつながりを スムーズに します。 

Adaptive Decorrelation _ 

映画館ではサラウンドスピーカーが多数なのに巧し、 
ホームシアターは 通常2本です。そのため、広がり感 
やサラウンド感に欠けてしまったり、近接したス ピー 
力一に音場が偏ってしまうことがあります 。 Adaptive 
Decorrelation はサラウンド信号間の時間と位相の関 
係を微妙に変化させることにより、 2本のスピーカー 
でち U ス ニン グェ U アを拡大して、映画館と同様の効 
果ををたらします。 


Advanced Speaker Array (ASA) — 

ASA 処理は、サラウンドバックスピーカーを 2 本使用 
し、その2本を近接して設置した場合に最高能力を発揮 
します。この技術は THX Select 2 Cinema、THX 
MusicMode または THX Gaines Mode で使用します。 

THX Selects Cinema _ 

Dolby Di 畳 ital や DTS 等で収録された己.] ch 映画 ソー 
スに適しています。この モー ドにおける ASA 処理は、 
サラウンド成分を分析し、雰囲気やち向感が最善にな 
るようサラウンドバックに成分を振り分けます。 

THX MusicMode 

マルチチヤンネルの DVD 音楽ソフトの中には、映画の 
ヴウンドトラックとはまったく違ったミキシングを 
行っているちのがあります。 ASA 技術は、この DTS 
や Dolby Digital 等で収録された日.] ch 音楽ソース 
に巧し、音楽再生に適した後部音場の安定的な広がり 
感をもたらします。 

THX Games Mode _ 

ステレオやマルチチヤンネルとして収録されたゲーム 
ソフトの音楽再生に適しています。音場定位技術であ 
る 「Advanced Speaker Array 」（ ASA ) の処理を加 
え、360°取り囲むような音響空間を創り出します。 


「本機は「6.1再生お出信号」 （DTS - ES と Dolby Digital 
Surround EX) を自動検出しますび、それらの技術を用いて上 
映された映画でも、 DVD 化の際にこの検出信号を収録していな 
いをのがあります。この場合は手動で最適なモードに変更して 
ください。 Surround EX 技術により製作された映画の U ストは 

をウてブサイトでご覧になれます。 

心 - 
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HDMKHigh Definition Multimedia Interface ) とは 1 本のケーブルで映像と音声を受信するデジタル伝送規格 
です。ディスプレイ接続技術の DVI(Di 畳け al Visual Interface ) を家庭向けの才ーディオ機器用にアレンジした 
ちのであり、高い帯域幅のデジタル内容保護 ( HDCP ) を実現した次世代テレビ向けのインターフェース規格です。 


接続コードについて 




\ ■Audio control ) 
Cable (for iPod) 


本機と iPod を接続する 
ことびでさるケープル 
です。 
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(6.1ch 再生お出信号付） 


DTS 

DTS96/24 
( 己 .1 ch 信号等） 


DOLBY D に ITAL 
MPEG-2 AAC 
WMA9 Pro 
DVD-A 

( 己 .1 ch 信号等） 

WMA9 Pro 

(6.1 か厦号 / 7.1ch 信号） 


DOLBY DIGITAL EX 
(6.1 ch 巧生巧出信号付） 

DTS-ES 
(6.1 chi 信号 / 

巨 .1 か再生巧出信号佩 
DOLBY D に ITAL 
DTS 

DTS96/24 
MPEG-2 AAC 
WMA9 Pro 

DVD-A _ 

D 曰 LBY サラウンド 


I その他のステレオソース 


I LnmrFi 
rsLi rsRi 
fSBUirSBlISBR ] 
画 


mr c I 厂 R I 
rsn rsRi 

[SBLl [SBR] 

画. 3 

1_L 1[ C |l R J 

.[!□ rsRi 
[HO [mi 
画 

mrc ~ irR~i 
rsLi rsRi 
fSBLirSBlISB ^ 
riFEi 


CO の 
画回 一 
fSBLirSBlISB ^ 
画 


口 の 
rsLimrsn 
. fSBLirSBlISB ^ 
riFEi 


DTS + m PLIIx M 肌 ie+THX *1 
THX SELECTS CINEMA*! 
THXMUS に WODE-1 
THX GAMES MODE 
( 贾大 7.1 ch) 
DTS+Neo:6 +THX 
DTS + m PLIIx M 肌 ie+THX *1 
THX SELECTS CINEMA*! 
THXMUS に MODE*! 

THX GAMES MODE 
( 最大 7.1 ch) 

THX SURROUND EX 
m PLIIx M 肌 ie+THX *1 
THX SELECTS CINEMA*! 
THXMUS に WODE'l 
THX GAMES MODE 
( 最大 7.1 ch) 
WMA+THX CINEMA 
( 最大 7.1 chi) 


THX SURROUND EX 
( 最大 Zl か） 

DTS ES Matrix +THX/ 

DTS ES Discrete +THX 
( 呈大 7.1 ch) 

THX SELECTS CINEMA(SB SP 2 本） 

(8^7.1 か） 

THX CINEMA(SB SP 1 本） 

( 最大己 . 1 か） 


正 PLIIx Movie +THX 
m PRO LOG 忙 +THX で 
Neo:6 Cinema +THX 
THX GAMES MODE-1 
( 最大 7.1 か） 


DTS + の PLIIx Movie -1 
DTS + 正 PLIIx Music 
( 竜大 7.1 ch) 


DTS+Neo : 已 
DTS + 正 PLIIx Movie 
DTS + 正 PLIIx Music 
( 贾大ス 1ch) 


正 DIGITAL EX 
□□ PLIIx Movie *1 
正 PLIIx Music 
( 最大 7.1 ch) 


ストレートデコード巧生 
( 竜大 7.1 ch) 


田 ] DIGITAL EX 
正 PLIIx Movie *1 
( 最大 7.1 ch) 
DTS ES Matrix/ 
DTS ES Discrete 
( 虽大 7.1 ch) 

ストレートデコード再生 
( 最大 5.1 ch) 


田 ] PLIIx Movie 
正 PLIIx Music 
m PLIIx Game 
m PRO LOGIC "2 
Neo;6 Cinema 
Neo:6 Music 
( 最大 7.1 ch) 


DTS+Neo : 己 
( 最大 7.1 ch) 


m DIGITAL EX 
m PLIIx Movie *1 
( 最大 : 7.1 ch) 


f ストレー ト デコード再生 1 

I ( 最大 : 7.1 か） I 


□□ DIGITAL EX 
m PLIIx Movie *1 
( 最大 7.1 ch) 
DTS ES Matrix/ 
DTS ES Discrete 
( 最大 "7.1 ch) 

ストレー ト デコード再生 
( お大己 .1 か） 


正 PLIIx Movie 
( 最大ス！ ch) 


Neo : 已 Cinema 
( 最大 7.1 ch) 
ステレオ再生 
( 屋大 2.1 か） 


ストレートデコード 
巧を 

( 最大 5.1 ch) 


ストレートデコード 
巧ま 

( 最大 5.1 ch) 


AUTO SURROUND AUTO SURROUND 
と同挣 と同様 


AUTO SURROUND AUTO SURROUND 
と同を と同な 


ステレオ再生 
( 虽大 2.1 ch) 


ステレオ再生 
( 最大 2.1 ch) 
ANALOG DIRECT 

(2 か） 

ステレオ再生 
( 最大 2.1 ch) 


*1 :サラウンドバックスピーカーを]本しか接続していないとをは選択ずることびでさません。 
*2 : anPRO LOGIC は常に最大日.] ch までの再生となります。 

*3 : 6.1 ch 信号のときは巧目 U 巧目 R 」 び消口して rSB 」 が点灯します。 
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リスニングモードの詳細と出カチヤンネル数の一覧 


この表は出力する最大の出カチャンネル数を示したもので、厳密なデコード ch 数とは異なります。詳しくは「デジタル 
音声 フォーマッ トについて」卜目7ぺージ)をご覧ください。 

f. 表中の灰色で表示された部分は、本機により最適なモードび自動選択されます。ユーヴーによる選択はでさません。 I 

• MULTI CH IN 入力時は J 」 スニングモードの効果を加えることはでさません。 

1^. 入力信号によっては、サラウンドバック信号を生成でさないものがあります。_ J 

サラウンドバックスピーカーを接続しているとを 



QXHV 止 13 ：既国ち费 


OH3io 止 —3 ：脚固 £ogs 
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サラウンドバックスピーカーを1本しか接続していないとさは選択することびでさません。 

□□ PRO L 日 G には常に最大己.] ch までの再生となります。 

5.1 ch 信号のときは 「 S 日 Mrs 目 R 」 び消灯します。目.1 ch 信号のときは 「 S 目 Mrs 目 R 」 び消灯し 「 SB 」 が点口します。 


サラウンドバックスピーカーを接続していない、または SBch 処埋モード OFF のとき 




1 入力信号 1 

THX 

STANDARD 

AUTO SURROUND 

DIRECT 

PURE DIRECT 


じ H 

信号名称 

インジケーター例 








WMA9 Pro (6.1 ch 信号 / 7.1 ch 厦号） 


THX CINEMA 
( 最大 5.1 ch) 

ストレートデコード再を 
( 忌大 5.1 ch) 

ストレートデコード巧を 
( 最大巳 .1 か） 

ストレートデコード再生 
( 最大 5.1 ch) 

ストレートデコート巧を 
( 最大 5.1 ch) 

〇 

i 

OiT 

醇 

1 

t 

DOLBY DIGITAL EX (6.1 か再ち検出信号巧 ) 
DTS-ES(6.1 か信号 / 6. 1 かち生検出信号が） 
DOLBY DIGITAL 

DTS 

DTS96/24 

MPEG-2 AAC 

WMA9 Pro 

DVD-A 

(5.1 ch 信号等） 

1 L II C II R 1 
rsn rsRi 

fSBLl [SB^ 

画 . 3 

THX CINEMA 

ストレートデコード再ち 

ストレートデコード再生 



止 

ム 


DDL 巨 Y ヴラウンド 

口 の 

四回 

ISBLII SB IISBRI 
画 

m PLII Movie +THX 
m PRO LOGIC +THX で 
Neo:6 Cinema +THX 
( 最大 5.1 ch) 

正 PLII Movie 
m PLII Music 
正 PLII Game 
m PRO LOGIC *2 

田 ] PLII Movie 
( 最大己 .1 ch) 

AUTO SURROUND 
と同様 

AUTO SURROUND 
と同様 

巧 

ち 


DTS ヴラウンド 


Neo:6 Cinema 

Neo : 巨 Music 
( 最大 5.1 ch) 

Neo : 日 Cinema 
( 贾大巳 .1 ch) 



の 

の 

晒 

ち 

扣 

その他のステレオソース 



ステレオ再を 
( 最大 2.1 か） 

ステレオ巧生 
( 最大 2.1 か） 

ステレオ巧を 
( 最大 2.1 ch) 


アナ□グ入力 

田 面 

1 SL II S II SR 1 





ANALOG DIRECT 
(2 ch) 



PCM 

ISBLII SB IISBRI 
画 





ステレオ巧を 
( 岳大 2.1 ch) 



DVD-A 







ADW\A/CED SURROUND モードの種類と効果 


理想の視聴空間形状や、各ソフトに収録された音声の研究などにより開発された、パイオニアオ U ジナルのサラウンド 
モードです。映画/音楽 / TV 放送/ゲームなど多岐にわたるいかなるソフトでも、快適なサラウンド再生が提供できるよ 
う、多種のモードをご用意いたしました。各ソースはデコード処理に ch ソースはマト U ックス’デコード処理）後、それ 
ぞれに合わせた才 U ジナルの処理を加えています。政下をご参照のラえ、お好みに応じて選択して<ださい。 


ACTION 

アクションシーンや戦闘、爆発シーンの迫力び、包み込むよ 
ラに再現され、映画の迫力や臨場感を楽しめます。 

SCI-FI (Science Fiction ) 

セリフと効果音の分離び良いため、 SF 映画などの SE (特殊効 
果音)の多いソースに効果的です。 

DRAMA 

サラウンドスピーカーからの音び一体となって、1つの大きな 
スピーカーのよラに響くイ^ージで、落ち着いた雰囲気でス 
I -一 U 一性重視の映画の再生に効果的です。 

MUSICAL 

ミュージカルなどの音楽系ソースを再生しているときのサラ 
ウンド感や、コンサートホールのホール感を再現します。広 
い空間で音に包み込まれるよラな響きが特徴です。 

MONOFILM 

古い映画やモノラル信号のテレビ放送も含め、すべてのソー 
スに適したマルチチヤンネルサラウンドモードです。 

7-D THEATER 

2 ch で収録された音靑を、已 ch または7 ch のサラウンド効 
果で再生できます。ドルビーサラウンドソフト再生時は特に 
効果的です。 

CLASSICAL 

大型のコンヴートホールをイメージしています。反射音の遅延 
時間帯が長く、さらに残響音を加えることでコンヴートホール 
特有の美しい響さと、オーケストラの迫力び楽しめます。 


CHAMBER 

石(コンク U - 卜製)のコンサートホールをイ;><-ジしています。 
残響音豊かな本格的コンヴートホールの響きを楽しめます。 

JAZZ 

ジャズクラブなどのか規模なホールをイ;ージしています。 
音の響きが強いのが特徴で、目の前で演奏しているよラな迫 
力と定位感を楽しめます。 

ROCK 

中規模コンサートホールをイ;-ジしています。楽器の分離感と 
臨場感びあり、重低音に迫力のあるサラウンドを楽しめます。 

DANCE 

フ□アの床面び正方形をしているクラブをイメージしていま 
す。音の響さが強いのが特徴で、迫力のあるダンス S ユー 
ジックが楽しめます。 

7CH STEREO 

標準のステレオ (2 ch ) 音芦を加工することな<、ステレオ音 
声のまま日本または7本のスピーカーで再生します。部屋のど 
の場所でも同じよラなステレオ感が得られます。 

ADV.V 旧 . SURR. 

フ□ントスピーカーとサブウーファーのみで仮想のサラウン 
ド再生をお楽しみいただけます。 

Phones Surround (へッドホン挿入時のみ） 

へッドホンでありなびら仮想立体音響を再現し、マルチチャ 
ンネルサラウンド再生時の臨場感をお楽しみいただけます。 

デコード処理の方法は、をモードに最適な巧術を組 
み合わせてありますのでお客様び変更することはで 
さません。 


r でつ 
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設定オールリセツトは！; TF の手順で実行します。操作は本体フ□ントパネルで巧います。 

設定オールリセツトを巧ラと、上記のすべての設定び工場出荷時の状態にな 0 ますので 十分ごま意ください。 

の本機び STAND 巨丫モードのときに TONE ③フ □ ントパネル表示部に 「 RESET ?」 と表示されたら 

ボタンを押しなび 5 STANDBY/ON Tit' ENTER ボタンを巧し、「日 K?」 表示後に SYSTEM 

タンを3秒し: LL 押し続ける SETUP ボタンを押します 



^電源コンセントからコンセントを長時間抜いた状態にしていてち、本機で設定した各種設定び消去されることはありません。 


工場出荷時の設定一覧 


設定項目 

初期値 

参照ページ 

スピーカーインピーダンス 

8 〇〜16 £2 

25 

サラウンドバックシステムの設定 

Normal (S 巨） 

61 

スピーカーの有り無し/お域再生能力 

すべて SMALL (か） 

74 

ヴプウーファー 

YES 馆り） 

74 

スピーカー出カレベル （Ml 〜 M 日） 

0 d 目（補正無し） 

76 

スピーカーまでの距離 （Ml 〜 M6) 

すべて 3.0 m 

77 

ク□スオーバー周波数 

80 Hz 

74 

定在波制御 

ON (ただし全フイルター 0 dB、 補正無し） 

64 

視聴環境の周波数特性の補正 （Ml 〜 M 已） 

全帯域0 d 日（補正無し） 

65 

超低域音声のピークレベル設定 

OFF 

78 

X-Curve 

OFF 

79 

サラウンド/ くックスピーカー間の距離 

0 - 0.3 m 

80 

ビデオコンバート機能 

ON 

45 

入力の設定 

U アパネル表記のとおり （Input Setup 参照） 

81 

入カファンクシヨン 

DVD/LD 

34 

入力信号の種類 

AUTO (入力信号により変化しまず） 

35 

SBch 処理モード 

ON 

40 

1」スニングモード 

AUTO SURROUND 

36 

MC 冉 CC 

MliMEMORYl 

39 

PHASE CONTROL 

ON 

41 

ミッドナイト/ラウドネス 

OFF 

42 

ダイア□グエン A ンスメント 

OFF 

42 

サウンドレト U バー機能 

OFF 

43 

トーンコント□-ル 

OFF 

43 

冉V調整機能のを項目 

(AV 調整のページを参照） 

44 

Digital Safety 

OFF 

109 

スピーカーシステム冉/日 

SP (冉 )： ON 

56 

ディスプレイの明るさ 

一番明るい 

54 

SR +連動モードの設定 

OFF 

92 


本機のすべての設定を工場出荷時に戻す 
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定格出力(サラウンド動作時） 

20 Hz 〜20 kHz ' 0.09 〇/〇、8 Q 


フ n ン . 1 

センター . 

サラウンド . 1 

サラウンドバック . 1 


入力端子(感度/インピーダンス） 

LINE 系 . 33已 mV /47 to 

周波数特性 

LINE 系 . 5 Hz - 100 kHz ' こ如目 

出力端子（レベル/インピーダンス） 

REC OUT 系 . 33已 mV /2.2 kO 

卜ーンコント□-ル 

BASS . + 目服(100 Hz ) 

TREBLE . + 目服 （10 kHz ) 

L 日 UDNESS (ボ U ュームポジション ー4 日 d 巨時） 

. +4 d 巨/+2 d 巨（100 Hz / 10 kHz ) 

SN 比 ( IHF 、 ショートサーキット、 A ネットワーク） 

LINE 系 . 103服 

SN 比 ( EIA 、 1 W (1 kHz )) 

LINE 系 . 83服 

ビデオ部（コンポジット、 S ) 

入力端子(感度/インピーダンス） . 1 Vp - p /75 i 2 

出力端子（レベル/インピーダンス） ....... 1 Vp - p /75 i 2 

周波数特性 . 5 Hz 〜1日 MHz 

SNhh. 6 己 d 巨 


オーティオ部 

実用最大出力 ( J 曰 TA 、 1 kHz 、] 日〇/〇、目狂） 

フ□ント . 180 W +180 W 

センター . 180 W 

サラウンド . 180 W +180 W 

サラウンドバック . 180 W +180 W 

定格出力(ステレオ動作時） 

20 Hz 〜20 kHz ' 日.0目％、8 〇 
. 110 W +1 10 W 


コンポーネントビデオ部 

入力端テ(感度/インピーダンス） 

Y 入カレベル . 1 Vp - p /75 Q . 

Cb / Pb 、 Cr / Pr 入カレベル .0.7 Vp - p /75 

出力端子（レベル/インピーダンス） 

Y 出カレベル . 1 Vp - p /75 

C 巨/ Pb 、 Cr / Pr 出カレベル .0.7 Vp - p /75 

周波数特性 . 日 Hz 〜10日 MHz 

SNlt . 色已 d 巨 

電源部-そのイ也 

電源 . AC 100 V 、已〇 Hz /60 Hz 

消費電力 . 34已 W 

待機時消費電力 . 0.目已 W 

予備電源コンセント 

連動 . 1 (1 日日 W 最大） 

外形寸法(幅 X 高さ X 契行） 

. 420 mm x 173 mm x 466 mm 

質量 .1 日. 3 k 呂 

付属品 

U モつン . 1 

単3お乾電迪 (' R . 日'2 

セットアップ用マイク（已 m ). 1 

iPod ケーブル . 1 

保罰» . 1 

取扱説明書 


♦仕様およびが観は改良のため予告なく変更することび 
お0ます。 


F 


お手入れについて 

通常は柔らかい布でから拭きしてください。巧れがひどい場をは水で己〜6倍に薄めた中性洗 
剤に柔らかい布を浸してよく絞った後、巧れを拭き取り、その後乾いた布でおいてくださ 
し、。アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤などが付着すると、印刷、塗装などがはげる 
ことがありますのでごま意ください。また、化学ぞうきん等をお使いの場合は、化学ぞうき 
ん等に添付のを意事項をよくお読みください。 


固 

I S の I 子ケ;<卜 1 


音のエチケット 

楽しい音楽を時と場所によっては気になるちのです。隣近所への思いやりを十分にいたしま 
しょラ。 

ステレオの音量は、あなたのむがけ次第で大きくをルさくをなります。 

とくに静かな夜間にはルさな音でを通りやすいをのです。夜間の音楽鑑賞にはとくに気を配 
りましょう。近所へ音が漏れないように窓を閉め、お互いにむを配り、快い生活環境を守り 
ましょつ。 


仕様 


W W W W 
0 0 0 0 


W 

〇 


WW 
〇 〇 
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困ったとを 



と思つた6 


故障かな？と思ったら下を調べてみてください。意外なミスが故障と思われがちです。また、本機政外の原 
因ち考えられます。ご使用の他の機器および同時に使用している電気機器をあわせてお調べください。 

政下の項目を調べても直6ない場合は、修理を依頼してください。 


にごいで 


r 音び出ない」 r 音びおかしい」 r ノイズび出る」など、音についての疑問や症状です。 


活状 

原因 

巧応 

参照 

入力切換を合わせても、音 

入力端子の接続び正し < ない。 

接続を再確認する。 


び出ない 

デジタル入力の設定び正しくない。 

設定を修正する。 

81 


SIGNAL SELECT の入力信号選択が正しくなし、。 

SIGNAL SELECT (音声入力）ボタンで正し 
い入力信号を選択する。 

35 


S ュート状態(音量インジケーターび点ミ威)に 
なっている。 

U モコンでミュートを解除ずる。 

34 


セットアップ用マイクび接続されている。 

セットアップ巧マイクを振く。 

12 


スピーカー出力び OFF になっている。 

SPE 冉 KERS (音声入力）ボタンを巧して、 
ON ( SP ^ A ) にする。 

56 


音量び下びっている。 

MASTER VOLUME を調整する。 

34 

フ□ントスピーカー LU が 

スピーカーシステムの設定びフ□ント chU (が 

スピーカーシステムの設定を修正する。 

74 

の音が出ない 

ずべて N 日になっている。 

U スニングモードび STEREO になっている。 

サラウンド再生用の U スニングモードを選択 
する。 

36 

サラウンドバックスピー 

SBch 処理モードの設定び OFF になっている。 

ON を選択する。 

40 

カーから音び出ない 

SBch 処理モードの設定び AUT 日で「6.1か再 
生検出信号」の記録されていないソースを使用 

ON を選択する。 

40 


している。 

サラウンドバックシステムの設定び [ Front 扭- 
冉 mp ] またはに econd Zone ] になっている。 

[ Normal ( SB )] を選択する。 

61 


スピーカーシステムの設定でサラウンドまたは 
サラウンドバック ch の設定び[ N 0](無し)に 

サラウンドバック ch の設定を修正する。 

74 


なっている。 

接続び正しくない(サラウンドバック ch を]本 

接続を再確認する(サラウンドバック ch を1 

24 


のスピーカーで接続していて R ch 側に接続し 

本のスピーカーで接続しているとさは L ch 



ている）。 

側に接続する）。 


特定のスピーカーから音 

スピーカーシステムの設定び [ NOK 無し)になっ 

スピーカーシステムの設定を修正する。 

74 

び出ない 

ている。 

スピーカーの接続ががれている。 

スピーカーの接続を確認する。 

24 


ソフトのサウンドトラックび意図的にそのよラ 

U スニングモードによっては効果音のみ出力 

36 


に録音されている。 

される場合びあります。 



スピーカーの出カレベル設定びルさい。 

スピーカーの出カレベル設定を上げる。 

76 


サラウンドバックシステムの設定でに nd 

スピーカーシステムで「冉+日」または「日」にす 

56 


之 one ] び選択されているとさのスピーカーシス 
テムの選択び合っていない。 

る。 


表示部にマルチチャンネ 

再生しているソースのプ□グラムフオーマット 

故障ではありません。収録内容をご確認くだ 


ル信号のプ□グラム 

にはそのチヤンネルの情報び記録されている 

さい。 


フォーマットインジケー 
ターび点なしているび、音 
が出ていないスピーカー 
びある 

び、そのチヤンネルに音声び収録されていない。 



デジタル機器の音が出ない 

デジタル接続び正しくない。 

デジタル接続を再確認する。 

32 


デジタル入力の設定び正しくない。 

デジタル入力の設定を修正する。 

81 


SIGNAL SELECT の入力信号還おが正しくなし、。 

接続されているデジタル機器に応じて、 

S に N 冉 L SELECT (音声入力）ボタンで 

D に ITAL を選択する。 

35 


デジタル出カレベル調整機能び付いている CD 

プレーヤーのデジタル出力設定を適切に修正 



レコーダーなどのデジタル出カレベル設定び低 

する 。 （DTS CD の場合は0 dB に設定してく 



すざる。 

ださい。） 



再生ソフトのデジタルフオーマットに対応して 

対応フォーマットの音声トラックを選択する 

16 


いないプレーヤーである（または出力しない設 
定になっている）。 

(または出力させる設定にする）。 


PCML ソがの信号の音が出 

SIGNAL SELECT の入力信号選択び 「 PCM 」 に 

SIGNAL SELECT (音声入力）ボタンで正し 

35 

なし、 

なっている。 

い入力信号を選択する。 
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困ったとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

録音ができない 

アナログ信号をデジタルで、デジタル信号をア 

アナ□グ信号はアナ□グ録音、デジタル信号 

53 


ナ□グで録音しよラとしている。 

はデジタル録音のみ巧能です。 



コピープ□テクト信号の入ったデジタル信号で 

コピープ□テクト信号の入ったデジタル信号 



ある。 

は録音することはできません。 



REC 端子の接続び正し < ない。 

正しく接続し直す。 

31 

無入力でもノイズび 聞 こ 

電源そのをのにノイズび残っている。 

パソコンなどのデジタル機器とタコ足配線に 


える 


なっていないか確認する。 


MULTI CH INPUTS 好 

MULTI CH INPUT 端テに接続したをのではな 

MULTI CH IN ボタンを押して入力を切り換 

52 

に接続した機器で、 DVD 

い信号を再生している。(デジタル PCM 出力な 

え、マルチチヤンネル入力の再生をする。 


オーディオを再生したが 

ど） 



吕 ch にダウン=ックスさ 
れているよラな音になつ 
ている 

プレーヤーの出力設定び間違っている。 

プレーヤーの取振説明書をご覧ください。 


スピーカーの設定をフロ 
ントのみ 「LARGE」 とし 
ていてマルチかの DVD 
オーディオを再生したが、 
マルチ ch 音声がダウン 

S ックスされない 

ダウンミックス禁止のソフトを再生している。 

故障ではありません。 


DTS CD のヴーチ中にノ 

サーチ中に CD に含まれるデジタル情報を読み 

故障ではありません。サーチ中はアンプの音 


イズが出る 

取ってしまラ。 

量を下げ、スピーカーから出る音を抑えてく 
ださい。 


DTS の LD を再生すると 

音声入力信号の切り撰えで冉1\1冉 LOG び選択さ 

機器を正しくデジタル接続し、 S に NAL 

35 

ノイズが出る 

れている。 

SELECT (音声入力）ボタンで D に ITAL を選 
択する。 



サブウーファーの接続/再生について 


音についての問題の中でち、特に接続したサブウーファーについての疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

サブウーファーから音が 

サブウーファーあり/なしの設定び [ NO ] (無し） 

speaker Setting ] 設定を確認して、サプ 

74 

出ない 

に言受定されている。 

ウーファーの設定を [ YESK 有り)または 
[ PLUS ] にする。 



再生しているソース(シーン)や音楽に超低域成 

故障ではありません。収録巧容をご確認くださ 



分 （ LFE チヤンネル）び含まれていない。 

い。 



接続びがれている(または、まちびっている)。 

サブウーファーの接続を確認して、がれてい 
るとをは接続し直す。 

24 


サブウーファー側の電源び曰 FF になっている。 

サブウーファーの電源を確認する。 



ヴプウーファー側の自動スタンバイ機能び働い 

サブウーファーの機能を確認する（詳しくはサ 



ている。 

プウーファーの取扱説明書をご覧ください。） 


サブウーファーからの音 

低域成分のみない/ないソースやディスク 

再生しているソースの低域成分び少な<、ヴ 

74 

びかさい 

( CD など）を再生している。 

ブウーファーの音量が不足している場合は、 
[Speaker Setting ] でサプウーファーの設定 
を [ PLUS ] にする。 



サブウーファー出カレベルの設定値びかさい。 

に hannel Level ] の設定を確認して、適切 
なレベルに調整する。 

76 


ク□スオーバー周波数の設定び低い。 

[Crossover Network ] の設定を確認して、 
適切なレベルに調整する。 

74 


サブウーファー側のボ1」ューム設定びかさい。 

サブウーファーのボリュームレベルを上げる。 
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困ったとを 


映像について 


r 映像が出ない」けニュー画面(日 SD 画風が表示されない」など映像についての疑問や症状です。 


癌状 

原因 

巧応 

参照 

入力切換を合わせても、映 
像が出ないまたは違ラ入 

TV モニター側の入力切り換え設定び正しくない。 

TV モニターの取扱説明書をお読みになり、 
正しい入力に切り換えてください。 


力の映像が出る 

ビデオセレクト機能で異なる入力の映像び選択 
される。 

ビデオセレクト機能を正しい入力にする。 

54 


ソース機器と HDMI 端子で接続しているび 、 TV 
モニターを HDMI 端テで接続していない。 

ソース機器と TV モニターは HDMI 端子を 
使って本機と接続する。 

49 


ソース機器と TV モニターを接続しているコー 
ドの種類び違っていてビデオコンバート機能び 
OFF に設定されている。 

ビデオコンバート機能を ON にする。 

45 

コンポーネント端子や D 
端子に接続したソース機 
器の映像が出ない 

入力設定 (Input Setup ) の rComp / D 4 In 」 の 
設定び正しくない。 

入力の設定り nput Setup ) を正しく行う。 

81 

録画がでさない 

録画機器とソース機器の接続端テび含っていな 
い。 

録画機器の接続端デとソース機器の接続端子 
を(コンポジットまたは S ビデオで)合わせる。 
コピープ□テクト信号の入った映傲信号は録 
画することびできません。 

53 

コンパート後、出力映像が 

ビデオデッキで早をりしているときのよラに映 

ビデオコンバート機能を OFF にして、入力と 

26,45 

出ないまたは乱れる 

傲信号に乱れびあると去は、映傲び歪んだり、映 
日なくなることびあります。また、ディスプレイ 
側の性能によっては同様の症状び出ることをあ 
ります。 

同じビデオフオーマット（コンポーネント、 
D 4、 S 、 コンポジットビデオコードのいずれ 
か)で接続、再生してください。 



操作について 


r 操作できない」 r 電源が切れる」など操作時にある疑問や症状です。 


癌状 

原因 

対応 

参照 

大音量で再生したときに 
電源が切れる 

スピーカーコードの芯線びスピーカー端子から 
はみ出して J 」 アパネルに接触しているか、+/ 
一び接触し、保護回路び働いている。 

スピーカーの実動作上の最低インピーダンスび 
非常に低いため、保護回路び働いた。または、低 
周波の過大な入力び持続した。 

スピーカーコードの芯線をちラー度しっかりね 
じり直し、アンプまたはスピーカー側のスピー 
カー端子からはみ出ないよラに接続する。 
ボリュームを下げて再生する。 

チャンネルごとの周波数特性の補正で低域 
(63 Hz または] 2已 Hz ) のレベルを下げる。 
DIGITAL S 冉 FET 丫機能を SAFETY ] または2 
にすると、さ引こ数服音量び上げられる場合 
びあります。スタンバイモード時に 、 SYSTEM 
SETUP ボタンを巧しなが'ら STAND 巨 Y/ON 
ボタンを押すと、 SAFETY 1、 S 冉 FETY 2、 
SAFETY 日 FF び切り換わりまず。 ( SAFETY ] 
または S 冉 FET 丫 2を選ぶと一部の機能び使巧 
でさな < なることびあ0ます） 

24 

65 

電源が突然切れて 

PHASE CONTROL イン 
ジケーターが点滅ずる 

スピーカーコードの芯線がスピーカー端子から 
はみ出して、リアパネルに接触しているか、+/ 
一び接触し、保護回路び働いている。 

本機のアンプ回路び故障です。 

スピーカーコードのち線ををラー度しっかり 
ねじり直し、アンプまたはスピーカー側のス 
ピーカー端子からはみ出ないように接続する。 
すみやかに使巧を停止し、修理を依頼してく 
ださい。この症状のあとに電源の ON / OFF を 
繰り返すのはおやめ<ださい。 

24 

裏表紙 

電源が突然切れて DVD / 
LD インジケーターび点滅 
ずる 

本磯の故障です。 

すみやかに使巧を停止し、修理を依頼してく 
ださい。この症状のあとに電源の ON / OFF を 
繰り返すのはおやめ<ださい。 

裏表紙 

操作ボタンを巧しても動 
作しない 

空気び乾燥しているとを、静電気などの影響を 
受けている。 

電源プラグを一度コンセントからがして、再 
び差し込む。 


AMP ERR または 
MCACC インジケーター 
び点滅して自動的に電源 
び切れる 

本機のアンプ回路の故障です。 

すみやかに使巧を停止し、修理を依頼してく 
ださい。この症状のあとに電源の ON / OFF を 
繰り返すのはおやめ<ださい。 

票表紙 
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困ったとを 


症状 

原因 

対応 

参照 

OVERHEAT と点滅表示 

本機内部の温度び許容値を超えた。 

通風びよくなるよラに設置を変える。 

5 

したまま音が出な<なる 


一度電源を切り、冷えてから使用する。 


SIGNAL SELECT ボタ 

接続またはデジタル入力の設定び正しくない。 

機器の接続を再確認し、 r デジタル入力の設 

81 

ンを押してち入力が 


定」を正しく修正する。 


DIGITAL にな旦ない 

MULTI CH IN 入力になっている。 

MULTI CH IN 入力政がに切り換える。 

34 

己. 1 ch ソースを再をして 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定び曰 FF に 

DVD プレーヤーのデジタル出力設定を曰 N 

16 

いるのに、己.1 ch 再生さ 

なっている。 

にする。 


れなし、 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまたは 

DVD プレーヤーのドルビーデジタルまたは 



DTS 出力設定び曰 FF になっている。 

DTS 出力設定を ON にする。 


DVD 才ーディオを再生する 

MULTI CH IKI 端テはアナ□グ入力端テなの 

故障ではありません。プレーヤーの取扱説明 


とプレ—ヤ—には9巨 kHz 
と表示されるび、本機では 
表おされない 

で、デジタル情報を表示することはでをません。 

書ちご覧ください。 


96 kHz のソフトを再生 

プレーヤー側で96 kHz 出力び曰 FF になってい 

プレーヤーの9巨 kHz 出力を曰 N にする。 

16 

しても表示が目巨 kHz に 
ならなし、 

る。 



リモコン操作びできない 

リモコンの電池び消耗している。 

電池を交換する。 

5 


距離び離れすぎている。角度び悪い。 

途中に信号を遮る障善物びある。 

7 m 政内、左ち30°し^内で操作する。 

障害物を取り除くか、操作する場所を移動す 
る。 

U モコン信号受光部に光び直接当たらないよ 

17 


壁光むなどの強い光び U モコン信号受光部に当 



たっている。 

ラにする。 


他機器をリモコンで操作 

プ U セットコードの設定び間違っている。 

正しいプ U セットコードを設定する。 

84 

でさなし、 

電池切れの期間にメモ IJ 一び消去された。 

ちラー度設定を行ラ。 


SR 接続をしているのに相 

接続でコント□ール端子の IN / OUT を間違えて 

正し<接続し直す。 

90 

手機器がリモコンで動作 

いる。 



しなし、 

コント□ールコード U (列の接続をしていない。 

アナ□グのオーディオコードなどを接続する。 

90 


他社製品の同用途端子と接続している。 

他社製品の動作はサポートしていません。 



インジケーター/表巧について 


操作中のインジケーター表示などの疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

圧縮デジタル*のソフトを 

デジタル接続び正しくない。 

接続を再確認する。 

32 

再生しても、対応するイン 

デジタル入力の設定び正しくない。 

デジタル入力の設定を正しく行ラ。 

81 

ジケーターが点灯しない 

SIGNAL SELECT の入力信号選択び正し<な 

SIGNAL SELECT (音声入力）ボタンで正し 

35 


い。 

い入力を選おする。 



プレーヤーび停止か一時停止になっている。 

再生を開始する。 



プレーヤーの音声出力設定び間違っている。 

プレーヤーの音声出力設定を各フォーマット 
に対応するよう修正する。 

16 


再生しているトラックび PCM などになってい 

プレーヤーの音声切り換え機能で圧縮デジタ 

16 


る。 

ル*の音声を選おする。 


圧縮デジタル*のソフトを 

収録フォーマットび已 .1 ch (または「6.1 ch 再 

故障ではありません。再生しているソフトの 


再生してもずべてのプロ 
グラム フォーマツ トイン 
ジケーターが点灯しない 

生検出信号」対応)ではない。 

パッケージをご確認ください。 


圧縮デジタル*のソフトを 

デジタル信号び入力されていない。 

SIGNAL SELECT (音声入力）ボタンで 

35 

再生しても、 [XlDIGITAL 


冉 UT 0 または□に ITAL を選ぶ。 


または DTS などの表示に 

ソフトの音声び2 ch フォーマットである。 

故障ではありません。再生しているソフトの 

97 

ならない 

ドルビーサラウンドエンコードされたソフトで 
ある。 

パッケージをご確認ください。 


Surround EX (または 

「6.1 ch 再生検出信号」び記録されていない(劇 

SBch 処理モードの設定を曰 N にする。 

40 

DTS ES) ソフト再生時に、 

場公開時と DVD 収録時はまれに違ラ場合びあ 



SBch 処理モードの設定を 
AUTO にしてち EX (または 
ES) デコードしない 

ります)。 
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困ったとを 


癌状 

原因 

巧応 

参照 

Surround EX (または 

スピーカーシステムの設定で、サラウンドバッ 

サラウンドバック ch の設定を、接続したス 

74 

DTS ES ) ソフトを再生 
中、 SL 、 SB 、 SR のインジ 

クチャンネルび[ N 0](無し)に設定されている。 

ピーカーに合わせて変更する。 


ケーターは点灯ずるび、 

U スニングモードび正し<ない。 

SBch 処理モードの設定を ON または冉 UT 0 

36, 40 

EX (または ES ) デコード 
しなし、 


に変更し、 U スニングモードをサラウンドに 
して再生する。 

103 

DVD オーディオを再生 
しているのにディスプレ 
イには PCM と表示される 

HDM 胺続をしている入力で DVD オーディオ 
を再生すると PCM と表示されます。 

故障ではありません。 



圧縮デジタル*:ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AA 巳などの総称として使用します。 


MCACC (音場補正)について 


MCACC (音場補正)に関する疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

巧応 

参照 

音場補正の才ート設定を 
何度巧ってもエラーにな 
る 

マイクとスピーカーとの間に障害物びある。 

障善物を移動させる。 

12 

測定結果のサブウー 
ファーの距離が実際の距 
離より長い 

サブウーファー内部□ーパスフイルターの遅延 
特性の影響で再生音にデイレイびかかってい 
る。 

MCACC では、こラいった遅延特性を考慮し 
たラえで距離を特定して正確なデイレイ時間 
を設定するようにしています。 

15 

スピーカーの大、ル設定が 
誤った設定になる 

耳に聞こえにくい周波数の騒音びある。 

マイクの位置によって微妙な音響特性の変化を 
検出している。 

エアコンなどモーターを使用した機器の電源 
を切ってみる。 

Speaker S が ting ] で正しい設定にずる。 

74 

音場補正したが、音びおか 
しし、 

スピーカー端子の位相び反転している （+/ — び 
逆)。 

正しく接続する。 

24 

Acousutic Cal EQ で自 
動測定された補正カープ 
を手動で調整中に 
「 DVER 」 がディスプレイ 
に表示される 

調整値の組み合わせによっては補正レベルび許 
容量を超える。 

「 OVER 」 の表示び消えるまで、さまざまな帯 
域のレベルを下げる。 

65 


EQ 補正後の残響特性表示に関する疑巧 


症状 

原因 

対応 

参照 

PC または OSD 画面上で 
の EQ 補正を残響面液数特 
性表示のグラフびフラッ 
卜にそろわない 

グラフの傾斜は鶏響特性を示しています。部屋 
の残響特性そのちのは、 EQ 補正だけでは直すこ 
とびでさないため、グラフの傾斜角度は補正前 
樓でち同じになります。 

様々な原因によって 、 ALL CH ADJ で補正を 
行っても周波数特性のグラフはフラットになら 
ないことびおります。 

補正により、各周波数ごとのグラフが E 日の補 
正分だけ水平移動します。補正の効果は、指定 
した時間軸上のあるポイントでそろラことび 
確認でをます。 

残響特性(グラフの形状)そのものは、視聴環境 
を改善しないと変化しません。 

MCACC では、無理な補正をせず、音質的に最良 
となるよラ自動的に補正を行います。 

PC 表示 巧 
アプリケー 
シヨンソフト 

取扱説明書 

67 

Manual MCACC の EQ 
Ad 山 St で調整した補正量 
び補正後表示のグラフに 
反映されない 

残響周波数特性の表示では、各帯域を分析フィ 
ルタで分析したものを表示します。一方、 EQ 補 
正は専巧のフィルタを使用して信号の補正を 
行っており、分析フィルタと EQ 浦正専巧フィル 
夕の形状の違いびグラフに反映されない原因で 
す。 

問題ありません (Auto MCACC の場合は、こ 
のフィルタ形状による違いち考慮したラえで 
補正を行っています)。 


スピーカーシステムの設 
定で [ SMALL ] と設定さ 
れたスピーカーの1を域が 
補正されていない 

|； SM 冉 LL ] に設定されたスピーカーは、 EQ によ 
る低域の補正は行いませんび、残響特性の表示 
はスピーカーか5出る音の純粋な特性を示すた 
め、お域補正をしていない状態での特性びその 
まま表示されます。 

MCACC はスピーカーの再生能力に応じて適 
切な補正を行っているため、に MALL ] に設定 
されたスピーカーのお域補正には問題ありま 
せん。 
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困ったとを 


HDM 鳴続/再生について 


HDMI ケーブルでつないだ機器の音を再生するときの疑問や症状をまとめました。 

HDMI インジケーターが点滅し続けるときは政下の症状、原因、対応をご確認ください。 


症状 

原因 

巧応 

参照 

映像と音青の両方び出な 

本機は HDCP に対応しています。ご使巧の機器 

HDCP 非対応のときはコンポーネントビデ 

26 

い 

び HDCP 対応かどラかをご確認ください。 

才、 D 4 ビデオ、 S ビデオ、コンポジツトビデオ 
コードのいずれかで接続して<ださい。 



ソース機器の仕様によっては AV アンプを通し 

ソース機器の仕様を確認し、非対応のとをは 

26 


ての HDMI 接続びできない場合びあります。 

ソース機器と本機をコンポーネントビデオ、 
D 4 ビデオ、 S ビデオ、コンポジツトビデオ 
コードのいずれかで接続して<ださい。 


映像が出ない 

ソース機器の設定によっては映憬び表おされな 

ソース機器の設定を変更するか、コンポーネン 

26 


いビデオフ オーマッ トび出力されることびあり 

トビデオ、04ビデオ、 S ビデオ、コンポジツトビ 



ます。 

デオコードのいずれかで接続してください。 


音声が出ない、またはとぎ 

AV 調整機含目の HDMI 言受定わ'; 「 THROU 白 H 」 l こ 

「 AMP 」 に設定してください。 

45 

れる 

なっている。 

DVI 機器と接続しているときは、音声び出ませ 

アナ□グ映徹を HDMI 出力する場合、 HDMI 出力 

別途音声の接続を行って<ださい。 

31-32 


別達言声の接続を行って < ださい。 

31-32 

からは音声出力されません。 


ソース機器の設定び正しくない。 

ソース機器を正しく設定してください。 


映像が乱れる 

ビデオデッキなど映像信号に乱れびあるとき 

ビデオコンバート機能を曰 FF にして入力と 

45 


(早送りなど）は映像の品位によって映像び歪ん 

同じビデオフオーマツト（コンポーネントビ 



だり乱れたり映らな<なることびありまず。ま 

デオ、 D 4 ビデオ、 S ビデオ、コンポジツトビデ 



た、ディスプレイ側の性能によっては同様の症 

オコードのいずれか)で接続、再生してくだ 



状び出ることをあります。 

さい。 



USB 再生にごいて 


US 目メモリーを再生するときの疑問や症状をまとめました。 


症状 

原因 

対応 

参照 

USB マスストレージ機器 
が本機で認識されない。 

接続び正し < ない。 

US 巨メモ U - のフォーマツトで、 FAT 12、 
NTFS 、 HFS は本機で再生することびできませ 
ん /。 

US 日 A ブを使用している。 

本機の電源を切ってから再度接続し、電源を 
入れて < ださい。 

USB メモリーのフオーマットび FAT 16 また 
は FAT 32 であるかどうか確認してくださ 
し、。 FAT に、 NTFS 、 HFS は本機で再生する 
ことびでをません。 

本機は US 日八プには対応しておりません。 

50 

USB ERR 3 と表示され、 
USB メモリーの再生びで 
さない。 

さまざまな原因び考えられます。 

「 US 巨 ERR ( US 巨エラー）につし、て」（已] 
ページ)のすベての項目を確認、実行し、それ 
でも USB ERR 3 び表示されるときは、パイ 
オニアカスタマーヴポートセンターへご連 
絡ください。 

51 

USB メモリーのファイル 
を再生できない。 

著作権保護のかかった WMA や MPEG -4 A 冉 C 
のファイルを本機で再生することはで去ませ 
ん /。 

本機で対応していない圧縮フォーマツトを再生 
している。 

著作権保護のかかっていないファイルを再生 
してください。（パソコンなどで CD などの音 
楽データを取り込む場を、設定によっては善 
作権保護びかかることびあります)。 

圧縮フオーマットび本機で対応しているかど 
ラか確認して < ださい。 

51 

リモコンの►ボタンを巧 
してち USB メモリーの 
ファイルを再生しない。 

U モコンが US 巨モードになっていない。 

シフトボタンを巧しなびら TUNER ボタンを巧 
して U モコンを US 日 f ー ドにしてください。 

50 
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困ったとを 


エラーメッセージについて 


iPod 接続時のメッセージの意味 


メッセージ ( エラー番号） 

メッセージが表示をれるとを 

対応 

Error 11 

正常に通信でさないとさ。 

コネクターを一度がし、 iPod のメインメニューび 
表示されてから、ちう一度確実にコネクターを接 
続してください。それでも iPod び正常に動作しな 
い場合は、 iPod を IJ セットしてください。 

Error 12 

iPod ソフトウェアのバージヨンび 
ちいとさ。 

iPod ソフトウエアのバージヨンをアップデート 
して < ださい。 

No Track 

iPod に巧び入っていないとを。 

iPod に曲を転送してください。 


システムセットアップでの MCACC (音場な正川まに表示されるメッセージの意味 

「Connect MicrophoneJ : 

|"Connect Mic!J : 

フ□ントパネルの MCACC SETUP M に端子に、付属のマイクを接続してください。 

「Too much ambient noise 」 ： 

「 Noisy !」 ： 

周辺の騒音び大さずざ、測定に誤差び生じる可能性びあります。 

-エアコンなどモーターを使用した機器や超音波ねずみ駆除装置などの電源を一時的に0 F F にするか遠ざけるなどの処置を行ってみ 
て < ださい。 

-周囲び比較的静かな時間帯にもラー度やり直してください。 

rCheck MicrophoneJ : 

「Error Mic!J : 

マイクからテスト信号び検出でさなくなりました。 

. オートセットアップ巧マイクの接続や接続コードの断線をチェックして<ださい。 

-スピーカーび正しく接続されているか確認してください。 

-測定中はでさるだけボ U ュームを変化させないでください。 

「 ERR 」 ： 

TError Front 」 に「「〇「 SurT」|"ERR SB 」 ： 

Speaker Leve 傾瞄棲の Yes/No Check 判定で、 ■ UTF のような間違った接続を検出しました。 

-フ□ント、サラウンドに表示された：スピーカーび L / R の片方しか検出されませんでした。 

-サラウンド 「 NO 」、 サラウンドバック 「 ERR 」 の場合：サラウンドの接続は検出されずサラウンドバックの接続び検出されました。 

-サラウンドが くック （ 1本接続時）の場合 : R ch 側から検出しました （ 1本のみ接続するときは、 Lch 側を使用してください）。 

rAttention! Subwoofer output level is too high. Turn volume down on subwoofer 」： 
rsw Volume down 」： 

[ YES ] と設定したサブウーファーの出力信号び大きすぎます。サブウーファー本体のボ U ュームを適正値に下げてください。 

rAttention! Subwoofer output level is too low. Turn volume up on subwoofer 」： 
rsw Volume UpJ : 

[ YES ] と設定したサブウーファーの出力信号び検出で去ません。サブウーファー本体の電源を確認しボリュームを適正値に上げてくだ 
さい。 

「MCACC OFF !」： 

Manual MCACC を行う際 、 MCACC OFF び選択されています 。 System Set 叩を終了してから 、 MCACC MEM 日 RY ] 〜巨の中 
で調整したい MEMORY を選び、再度 Manual MCACC を行ってください。 


困つたと去 
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困ったとを 


保証と アフターサービス 


証書巧 U 遞2_ 

保罰書は、必ず r 販売店名-購入曰」などの記入を確か 
めて販売店から受け取っていたださ、内容をよ<お読 
みのうえ、大切に保管してください。 

保証期間はご購入曰か61年間でず。 

補修用性能部品 の巧有期巧 _ 

当社は、この製品の補修巧性能部品を製造巧ち切0媛8 
年間保有しています。性能部品とはその製品の機能を 
維持するために必要な部品です。 

修埋に関をるを質問己ご相談 

お買い巧めの販売ちへご相談-ご依頼<ださし、。 

修埋を依巧をれるとを 

修理を依頼される前に取扱説明書の r 故障かな？と思っ 
たら」の項目をご確認ください。それでも異常のあると 
さは、必ず電源プラグを抜いてか5、販売店へご依頼 
ください。ご転居されたり、ご贈答品などで、お買い 
まめの販売店に修理のご依頼びでさない場合は、「ご相 
談窓口のご案内-修理窓□のご案内」（裏表紙)をご覧に 
な0、修理受付センターにご相談ください。 


連絡していただをたい内容 


• ご住所 

• お名前 

• 電話番号 

• 製品名： AV マルチチヤンネルアンプ 

• 型番： VSA - AX 1 AV 

• お買い上げ曰 

• 故障または異常の内容(でさるだけ詳しく） 

• 訪問ご希望曰 

• ご自宅までの道順と目標(建物や公園など） 

■ 保話期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書に 
記載されている当社の保証規定に基づさ修理いたしま 
す。 

■ 保証期間が過ぎているときは： 

修理すれば使用できる製品については、ご希望によ0 
有料で修理いたします。 


本製品は家庭用オーディオ機器（オーディオ-ビデ 

才機器）です。下記の注意事項を守ってご使用くだ 

さい。 

1. 一般家庭用外での使用（例：店舗などにおける 
目 GM を目的とした長時間使用、車両-船舶への搭 
載、屋外での使用など）はしないでください。 

2. 音楽信号の再生を目的として設計されていますの 
で、測定器の信号（連続波）などの増幅用には使用 
しないで < ださい。 

3. 八ウ1」ングで製品び故障する恐れびありますので、 
マイク□フォンを接続する場含はマイク□フォンを 
スピーカーに向けたり、音び歪むような大音量では 
使用しないでください。 

4. スピーカーの許容入力を超えるよ5な大音量で再を 
しないで < ださい。 


愛情点巧 


口 


長年ご使用のオーディオ製品の点検をおずず 
めいたしまず。こんな症状はありませんか？ 
•電源コードや電源プラグび異常に熱くなる。 
-電源コードにさけめやひび割れびある。 

-電気び入ったり切れたりずる。 

-本体か6異常な音、熱、臭いびずる。 


故障や事故防止のためずぐに使 
用を中止し、電源プラグをコン 
1^セントか6抜き、「保罰とアフ 
夕ーサービス」（上記）をお読み 
の上、修 S 受付センター（裏表 
紙）に点検をご巧頼ください。 
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困ったとを 


サー ビス ステーシヨン U スト 


サービス 拠点のご案内 


サービス拠点への電話は、修理受付センタ^でお受けします。（沖縄県の方は沖縄サービスステーション） 

また、認定店は不在の場合をございますので、持ち込みをご希望のお客様は修理受付センターにご確認ください。 


•北海道地区 

☆札幌サービスセンター 
胆リ I サービス認定店 
帯広サービス認定店 
函館ヴービス認定店 


FAX 01 1-61 1-5694 
FAX 01己6-已已 -7207 
FAX 曰]己已-吕 3-77 日7 
FAX 0138 -40-6473 


受付月〜金9:30〜1狂00 (± .曰-お.弊社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊な休業日は除く） 
干 064-0822 札幌市中央区化2条西 20-1-3 クワヴワビル 
干070 -083 1旭 J 11市旭町1お T 目 438-89 
〒〇 80-001 己帯広市西5条南吕 8 T 目1-] 

〒日41 -08 11函館市富岡町 2- 1 8-7 


♦東北地区 

☆仙台サービスセンター 

FAX 

曰 22-37 已 -49 白 6 

受付月〜金9:30~18:00仕’曰-祝’脾な休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業曰は除く） 

干981 -3 ] 2 ] 仙台市泉区上谷刈目-1 0-26 

山形 サービス 認定店 

FAX 

日 23-6] 己- 1627 

干 990-0023 

山形市松波 1-8- 17 

郡山 サービス 認定店 

FAX 

024 -991-7466 

〒吕巨吕 -886] 

郡山市鶴見坦 1- 目-2己クレールアヴエこユー伊藤第2ビル 1 F D 号 

盛岡ヴービスステーシヨン 

FAX 

日] 9-目已 9-1 89已 

〒白吕 0- 曰 0 己] 

盛岡市下太田 下 J II 原 1已3-] 

青森 サービス 認定店 

FAX 

日] 7-73 已 -2438 

干 030 -082] 

青森市勝田 2-1 巨-1日 

八戸 サービス 認定店 

FAX 

0178-44-3351 

干 03]-08 曰2 

八戸市ル中野 4-3-34 

秋田 サービス 認定店 

FAX 

018-869-7401 

〒白 10-08 曰2 

が田市外巧 j II 字梶の目34日-] 


•東巧都内 



受忖月〜±日: 30 〜 18:00 (曰-祝.牌社休業日は除く） 

世旧谷サービスステーション 

FAX 

已 3-34] 日- 4234 

干]已已 -0032 

世田谷区代ミ尺 4-2 己-目 

墨田サービスステーション 

FAX 

03-3621-7 巳10 

干130-0011 

墨田区石原 4-27-9 中島に八イツ 1 F 

城化サービスステーション 

FAX 

已 3-3 已已己-362已 

〒17巳-0083 

板橋区徳丸4-] 1-4 

を摩サービスステーション 

FAX 

042-已呂4-己947 

〒190-曰003 

立川市栄町 4-18-1 エクセル立川1 F 


♦ 関東-甲信越地区 

新 潟 サービスステーション 
佐渡 サービス 指定店横山電磯商尝 
々千葉サービスセンター 
水戸 サービス 認定店 
つく ば サービス 認定店 
☆埼 玉ヴービスセンター 
川越 サービス 認定店 
宇都宫 サービス 認定店 
群馬 サービス 認定店 
☆神奈川 サービスセンター 
横浜:] ヒサービス 認定店 
厚木 サービス 認定店 
云ち島 サービス 指定ち勝見電機 
お 本 サービス 認定店 
長野ヴー ビス 認定店 
甲府ヴービス認定店 


受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰-祝•鮮社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊な休業日は除く） 

日2己-241 -1 879 干9已 0-091 吕新;'攝市鹽1 - 己-23 

02己日- 63-34 日日干9己 2-1 20目佐渡市金井田了千種]]己 8-1 

日43-吕 07-2 已己巳于 263-0014 千葉市稲毛区作草部町1 369-1 椎の実ノ\イツ1 F 

029-248-1 3曰6 干31 0-0844 水戸市住吉町3日 7-4 

日2目8-已 8-1 3日日干30己-004已つくば市梅国 2-2 -日 

日 48-6 巳1 -8030 干331-日812さし、たま市：!ヒ区宮原に 1-310-1 

049-233-6581 干3己 0-08 曰4 JII 越市下広谷11 28-1 1 

曰 28-6 己7-已 S 82 干32 ] -09 12宇者[^宮市石井朽3373-1 

日27日- 22-1 8己9 干 372-0801 1尹勢崎市宮子町1 191-17 イてサージュ8081夕勢崎1日1号 
日4己- 943-3788 〒224-0日37横お市都筑区茅ヶ崎南 2-18-1 ベルデュール茅ヶ崎 
日4己-目 43-3] 目已干224-日036横ミな市者 P 筑区勝田南]-1日-17 
日4目- 224-7724 干243-日8日7厚木市金田 339-1 金田コーポフ □ ンテア2日1 
04994-6-1246 干] 0日-1吕1 ] 兰宅村大字坪田 

0263-48-0575 干3目日-日 S 日2松本市大字島立18日-己パイオニア松本拠点1 F 
026-229-5250 干38 0- 日日3已長野市中话 U 所 1-24 
05己- 228-80 日3干400 -0035 甲肺飯田 4-9-1 4 


♦中部地区 

☆名古匡サービスた ンター 

FAX 

052-532-1148 

受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰-お•製社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜に:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

干45]-0日63名古屋市西区押切 2-8-1 S 

岡 崎 サービス認定店 

FAX 

日已已 4-33-7080 

干 444-0931 

岡崎市大和町字荒田 36- 1大和ビレッジ己 - 1 

津サービス認定店 

FAX 

曰己 9-2] 3-6712 

〒已 M -082] 

津市垂水己22-己 

岐阜サービス認定店 

FAX 

白己 8 -吕 74 -已 2 日 6 

〒己00 -83 已6 

岐阜市六条江東 1-1- 吕 

静岡サービスステーション 

FAX 

曰己 4-237 -已691 

干 422- S 034 

静岡市駿巧区高松 1-6-5 

沼津ヴービス認定店 

FAX 

日己己-9日 7-84 己己 

干410-已87白 

沼津市北今ミ尺 12-7 

浜松サービス認定店 

FAX 

日已 3-422-1401 

干43己-〇已42 

浜松市標ヶ瀬巧41日ビラモデルす己号 

金ミ尺ヴービスステーション 

FAX 

07色-吕 69-47 巳 8 

干920 -036 呂 

金ミ尺市古府1了目178 

富山サービス認定盾 

FAX 

日7日- 425-3027 

干 939-821] 

冨山市二口町 1-7-1 

福井サービス認定店 

FAX 

日 776-27-1 7巨8 

〒9 10- 曰001 

福井市大願寺3-巳-吕 


困つたとを 


115 
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受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰-巧•製社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社;休業日は除く） 

06-631 0-9120 干已 64-00 已 2 吹田市広ち田 J 已- 8 

日目- 64 巳 3 -已目 66 〒巳 31 -0076 大阪市： 1 ヒ区大淀中 3-9-4 

日 722-7 巳- 2 巨 2 已〒已日 3-8322 既市津义野町 1-8-1 已□ーズマンション] F 

078 -26 己-日 832 〒目己 1- 曰曰 93 神戸市中央区二宮町 1 了目 10-1 □-レル王宮ノースアベニュー 1 F 

07 日 2 -已] -2 巨已 6 〒巨 7 ] -0224 9 臣路市后 IJ 所田 了 佐 ±4-2 

0734-46-3026 〒 641 -0021 禾□歌山市串□歌ミ甫東 3- 1 -2 已 

07 已 -3 日 2-2 己 S 8 干 6 日日- 8322 京都市下京区西ミ同院通五条東南角ル柳の已 1 3-2 五を义保田ビル 1 F 

日 742-36-87 13 干 630 -8 13 吕奈良市大森西町 21 -26 

0773 -24 -已 37 已干 620 -0055 福知山市德尾新町 2-74 カマ八チマンション 


•関西地区 

☆大阪サービスセンター 
大阪化サービス認定店 
大阪南サービス認定店 
神戸サービス認定店 
姫路サービス認定店 
和歌山サービス認定店 
京都サービス認定店 
奈良サービス認定店 
福知山サービス認定店 


参中国 • 四国地区 

☆広島サービスセンター 

FAX 

082-248-9939 

岡山サービス認定店 

FAX 

086-244-8748 

お江サービス認定店 

FAX 

08 己 2-22-7779 

福山サービス認定店 

FAX 

曰 849-31-2791 

鳥取サービス認定括 

FAX 

08 已 7-2 日- 129 日 

徳山サービス認定店 

FAX 

0834-33-5759 

高松サービスステーション 

FAX 

087-86]-4841 

徳島サービス認定店 

FAX 

曰 88 -己 69-6076 

高知サービス認定店 

FAX 

088-802-33 吕 1 

お山サービス認定店 

FAX 

曰 8 吕-白巳]-巨 27 己 


受付月〜金江30〜18:00 (± •曰-祝-鲜社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜を受付9:30〜12:00、13:00〜1狂00 (弊な休業日は除く） 

干 730-004] 広島市中区ル町 2-30 第二有楽ビル 1 F 
〒 7 曰 0-0 目 7 已岡山市今 8-1 己- 21 
干 6 日 0-001 7 松江市西津田 4 -已 -4 日（有）テクピット内 
干 72 日-日 81 巳福山市野上町 3-12-9 
干 680-0061 鳥取市な 11 町己- 24 日- 1 
于 74 己-日日日巨周南市巧富町 3-1 1 森広事務所 1 F 
干 76 日-日日 78 高お市今里町 1-16-1 

〒 770-8 日 23 徳島市勝占町中須日 2-1 大松ジョ U 力地下 1 階 1 日 3 号 
干 780 -日日己]高知市費有町 3-12-13 晃栄ビル 1 F 
干 791-8067 松山市ち兰津巳- 10-3 已商船ビル] F 


♦九州地区 

☆福岡サービスセンター 

FAX 

092-41 2-746 日 

受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰-お-辟社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜ち受付9:30〜12:00、 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 

干 8 12-0 日 16 福岡市博多区博を駅南 2-12-3 

化九州サービス認定店 

FAX 

093-941-83 已 4 

干 802-0044 

化九州市ル倉化区熊本 1 T 目 9-4 植田ビル 1 F 

博多サービス認定店 

FAX 

092-4 色]- 1 巨 43 

干 8] 2-000 巨 

福岡市博多区上牟田 2-6-7 

長崎サービス認定店 

FAX 

09 己- 849-46 曰 6 

干 8 曰 2-8] 4 己 

長崎市昭和 1 了目] 2-10 ク U スタル八イツ平野 

熊本サービス認定店 

FAX 

096-331-3323 

干 862-0 呂 18 

熊本市巧立日了目 14- 17 

大分サービス認定店 

FAX 

曰 97 -己 49-242 曰 

干 87 曰- 08 己 1 

大分市大石町日了目 1-1 

鹿お島サービスステーション 

FAX 

日 9 吕 -224-7 巨 92 

干 892-084] 

鹿児島市照国お 3-21 第二大見ビル 2 F 

宮崎サービス認定店 

FAX 

〇吕 8 曰- 27-3 136 

干 880-0821 

宮崎市浮城町 98-1 


•沖縄県 

沖縄サービスステーション 

TEL 

098 -87 目- 1 目 1 日 

受讨月〜金日: 3 日〜 18:0 日仕‘日-お■轉社休業日は除〇 

〒目 01 -2 122 浦添市勢理客 4-18-1 トヨタマイカーセンター 3 F 


FAX 

098-87 日- 13 己 2 
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さ < いん 


本機を操作するときの主な用語や表示をまとめました。参照ぺージに進むと、それぞれに関連する情報びあります。 


五十音順 


アドバンスドサラウンド .36. 104 

アナ□グ ATT . 已3 

位ネ目 . 8,41 

映憬切撰（ビデオセレクト） . 已4 

オートセットアップ .12. 60 

音場補正 . 已8 

音声入力信号 . 3已 

画質 . 26, 4已，46 

ク□スオーバー周波数 . 74, 7己 

サウンドディレイ . 4已 

サウンドレト U バー . 43 

サブウーファー . 74, 7日，108 

サラウンドバックスピーカー .40. 61 

残響特性 .58. 66 

システムセットアップ . 日7,己9 

周波数特性 . 已8, 6巳，66 

仕様 . 106 

消胃 . 34 

初期設定 .] 0已 

. 55 


状態確認（ステータス） . 

スピーカー .]], 24, 巳巨， 61，89, 96 

スピーカーインピーダンス . 2已 

ス U - プタイマー . 已4 

ダイアログエンノ V ンスメント . 42 

ダイナ S ックレンジコント□-ル . 4已 

他機器連動 . 94 

超低域音声 .75. 78 

定在波 . 日8,64 


ディスプレイ. 
デイマー ........ 


.19 

.54 


デジタル音声 . 32, 3日，日3, 97 

デジタルノイズ U ダクシヨン . 4已 

デュアルモノ . 4已 

電源 . 33 

接続コード . 102 

I ンコント□-ル . 43 

K ルビー .98. 103 

バーチャルサラウンドバック . 40 

バイアンプ接続 . 89 

八イビット/八イサンプリング . 4已 

バイワイヤ接続 . 89 

パソコン .70. 100 

ビデオコンバーター . 26, 4己 

プラズマディスプレイ . 91 

フ□ントパネル . 17,己4 

へッドホン . 35 

補正時間位置 . 67 

保証 . 114 

S ッドナイト . 42 

ラウドネスモード . 42 

U ァパネル . 22 

U スニングモード .36. 103 

リモコン . 已，20, 84, 94 

録も/録画 . 53 


アルファベット/数字順 

Advanced EQ Setup . 58,111 

Advanced MCACC . 已 8,]]1 

Auto MCACC .12. 60,113 

Auto Surround .3 巨，] 03 

AV PARAMETER .44 

AV 調整 .44 

Bass Peak Level .78 

Channel Level .40, 62, 76 

DIRECT/PURE DIRECT . 36, ] 03 

DTS . 99, 103 

DVD 才ーディオ . 34, 49. 52, 97 

EQ Adjust . 巨已 

EQ Professional .66 

Fine Ch Level .62 

Fine SP Distance .63 

Front Bi-Amp . 巨], 89 

HDMI . 49, 102,112 

iPod .47,113 

Input Name .82 

Input Setup .81 

Manual MCACC .62 

Manual SP Setup .74 

MCACC Data Check .71 

MCACC Data Copy .72 

MCACC MEMORY .39, 71 

Memory Clear .73 

Memory Rename .72 

MPEG -2 冉冉仁 . 99, 103 

OSD Adjustment .83 

Other Setup .83 

PHASE CONTROL .8, 41 

Reverb Measurement . 巨巨 

Reverb Output PC .66 

Reverb View .66 

SACD . 已 2 

SB CH PROCESSING .40 

SB ch 処理 .40 

Second Zone .6], 89 

SIGNAL SELECT .3 已 

Speaker Distance .63, 77 

SPEAKERS . 已巨 

Speaker Setting .74 

SR +. 90, 91 

Standing Wave .64 

STANDARD . 36, 103 

STATUS . 已已 

STREAM DIRECT . 36, 103 

Suit Back System .61 

THX . 36,100, 103 

THX Audio Setting .80 

US 巨 .50 

VIDEO SELECT . 已 4 

WM 冉 9 Pro . 100 

X-Curve .79 

X . OVER . 74, 7 已 
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く各窓口へのお問いをわせの時のご注意 > 

市外局ま「日日70」で始まるフ U- フオン及び「012日」で始まる函フリーダイヤルは、 PHS、 
携帯電話などか5は、ご使用になれません。 

また、[一般電話】は、携帯電話 ■ PHS などか日ご利用可能ですが、通話料がかかります。 


ご相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買い求めの販売店様へ 
お問い含わせください。 

商品についてのご相談窓 □ 

• 商品のご購入や取り扱い、故障かどうかのご相談窓□およびカタログのご請求について 


カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーフォン） 

夏付時間月曜〜金曜日: 3日〜1狂日日、 ±曜■日曜■祝日 9:3日〜12:00、13:日日〜17:日日 （辩社休業日は除く） 

參家庭 用オーディオ/ビジユア J レ 商品 ■ —0070-800-8181-22 画一 般電言き 03-日4曰6-吕98已 

■ファックス 日 3-34 目日一巳718 

■インターネットホームぺージ httpy / pioneer . jp / support / 

※商品についてよくあるお問い合亿せ-メールマガジン登録のご案の-お客様登録など 


修理窓口のご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の r 故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどうか 
ご確認ください。それでを正常に動作しない場合は、①型名感ご購入曰感故障症状を具体的に、ご連絡ください。 

修理についてのご相談窓 □ 


参お買いホめの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理受付センター 



受イ 寸時間月曜〜金曜 目:3日〜1目:日日、 

±曜-日曜■祝日 目:3日〜12:00、1吕:日日〜18:00 

(弊社休業曰は除く） 

■電話 

画01 SO - 己一 81028 国一般電話 

曰3-已4日日- 20 S 3 

■ファックス 

^ 白 120 —巳一 81029 


■インターネッ ト ホームページ 

http :// pioneer . jp / support / repair.html 

※インターネットによる修理受付対象商品は、家庭用オーディオ/ビジュアル商品に限ります 

1沖縄サービスステーション（沖縄県のみ） 


受付時間月曜〜金曜 9:30 〜 18:00 

(±曜.曰曜-祝曰.弊社休業曰は除く） 


■一般電話 

098-879-1910 


■ファックス 

098 — 879—13已吕 



部品のご購入についてのご相談窓 □ 

♦部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入について 


部品受注センター 




受付時間月曜〜金曜 目:3日〜1狂日日、 

±曜.日曜■祝日 目:吕日〜12:日日、 

13:日日〜18:日日 

(弊社休業日は除 <) 

■電話 

^日1吕曰一己一8109曰 

■一般電話 

0己38 —43—]161 

■ファックス 

画日120-巳-81日目目 




平成18年己ち現在記載内容は、予告なく変更ごせていただくことびありますので予めご了承ください。 V0L.018 


JIS C 6] 0日日- 3-2 適合品 


JIS C 目1日□日- 3-2 適合品とは、日本工業規格「電臟両立性 
-第 3-2 部：限度値-高調波電流発生限度値 (1 相当たりの入 
力電流が2日 AUTF の機器)」に基づを、商用電力系統の高調 
波環境目標レベルに適合して設計-製造した製品です。 


© 2006 ) くイオニア株式会社禁無断乾載 


パイオニア株式会社 顽 153-86 日4東京都目黒区目黒1了目4番1号 
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